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序

群
馬
県
民
俗
調
査
第
二
集
と
し
て
、
多
野
郡
上
野
村
の
民
俗
を
み
や
ま
文
庫
か
ら
発
刊
出
来
た
こ
と
は
極
め
て
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
三
十
四
年
度
に
群
馬
県
教
育
委
員
会
と
、
上
野
村
教
育
委
員
会
が
共
催
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
余
名
の
調
査
員
の
三
泊
四
日
間
に 

行
つ
た
も
の
を
主
と
し
た
報
告
書
で
、
上
野
村
の
民
俗
の
総
べ
て
で
は
な
い
。
し
か
し
、
消
え
残
る
山
村
の
民
俗
の
中
か
ら
、
常
民
生
活
の
凡
そ
は
記
録
し
得
た
も 

の
で
あ
り
、
近
代
化
の
前
に
急
速
に
変
り
行
く
こ
の
時
代
に
こ
れ
だ
け
の
生
活
の
姿
を
記
録
し
得
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
つ
た
と
思
ぅ
。

こ
の
調
査
報
告
書
を
見
る
と
、
こ
れ
が
決
し
て
殆
ん
ど
過
去
の
記
録
で
は
な
く
、

一
見
消
失
し
た
と
思
わ
れ
る
民
俗
も
、
常
民
生
活
の
奥
底
に
深
く
流
れ•
て
い
る 

も
の
は
不
変
で
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
。
魂
呼
び
に
し
て
も
、
祭
り
や
年
中
行
事
に
し
て
も
、

一
見
外
形
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の 

精
神
的
な
面
は
ど
こ
か
に
生
き
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
報
告
書
に
記
さ
れ
た
も
の
が
、
都
市
や
近
郊
の
農
村
に
比
し
て
よ
り
根
元
的
な
も
の
を
記
し
て
い
る
こ
と
で 

あ
り
、
今
後
の
常
民
生
活
を
見
き
わ
め
て
行
く
上
に
、
大
き
な
参
考
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
を
読
ま
れ
る
方
々
が
、
今
日
何
げ
な
く
繰
返
し
て
い
る
生
活
の
一
つ
一
つ
を
見
つ
め
て
行
く
時
、
本
書
が
よ
き
伴
侶
と
も
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
度
以
来
、
毎
年
一
地
域
毎
に
民
俗
調
査
を
行
い
、
既
に
片
品
村
の
報
告
書
は
刊
行
さ
れ
、
更
に
板
倉
町
、
六
合
村
の 

調
査
も
一
応
完
了
し
て
い
る
。
本
書
を
読
ま
れ
る
方
々
が
、
今
後
続
い
て
発
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
こ
れ
ら
の
報
告
書
を
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で 

あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
九
月

群

馬

県

教

育

委

員

会

教

育

長
 

黒 

沢 

得 

男



凡 

例

一
、 
こ
の
調
査
報
告
書
は
、
昭
和
三
十
四
年
八
月I

日
ょ
り
四
日
問
、
群
馬
以
教
育
委
員
会
並
び
にh

野
村
教
育
委
員
会
共
催
に
ょ
る
調
杏
を
も
と
に
し
、
-

部
は 

そ
の
前
後
の
調
奄
も
含
め
た
。

二
、 
三
笠
山
火
渡
り
行
1V
は
、
調
査
団
と
は
別
な
d-d
録
で
あ
る
が
、
特
色
あ
る
行
IV
で
、

Iri
接
の
関
係
者
で
な
い
と.7

HL
し
得
な
い
も
の
が
冬
い
た
め
、
特
に
依
頼
し 

た
原
稿
で
あ
る
。

三
、 .

.Id
述
内
容
の
一
部
に
重
複
の
あ
る
の
は
、
調
査
委
員W

に
幣
理
し
た
こ
と
と
、
同
一
村
内
で
あ
る
が
、
多
少
の
盖
與
が
あ
る
の
で̂

略
を
し
な
か
っ
たC

四
、 
話
者
は
、

ー
ヶ
所
に
数
人
以L
«

っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
煩
雑
を
さ
け
、
特
別
の
場
八
11
以
外
は
ri
略
し
た
。

五
、 
つ
き
も
の
閒
係
は
、.
個
人
に
IXJ
係
深
い
も
の
の
一
部
は
発̂

を
し
な
か
っ
な
。

六
、 
义
屮
ゴ
ジ
ッ
ク
体
を
多
く
川
い
た
の
は
、
取.
®-
語
句
のW

出
し
に
便
な
た
め
、
や
や
煩
雑
で
あ
る
が
、
つ
と
め
て
こ
の
体
を
川
い
た
。

七
、 =

次
に
細
項H

ま
で.
.

i-L!
し
た
の
は
、
索
JI
を
略
し
た
た
め
、
利
川
者
の
便
を
考
え
て
あ
え
て
煩
雜
を̂

み

ず

.^
し
た
。
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送
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送
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十
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種
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漆
に
か
せ
た
と
き
足
の
痛
い
と
き
耳
だ
れ
頭
の
痛
む
時
胸
の
い
た 

む

時

眼

病

耳

の

病

乳

の

出

る

水

い'
ほ•

あ

ざ

日

射

病

の

呪H
 

か
い
ご 

い
ぼ 

雨
乞 

天
気
ま
つ
り•

そ
の
他 

山
の
神 

山
の
神
の
木 

狐
つ
き
の
話 

怪
異 

狐
に
だ
ま
さ
れ
た
話 

雹
害
除 

ス
ビ
ョ
ー

ぬ
る 

で
の
刀
狩
谢
の
話

十
二
、
そ 

の 

他
.
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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村
へ
や
っ
て
く
る
旅
人
方
言
造
り
酒
屋 

米
の
市
場
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オ
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仕
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23 

産
育
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ま
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な
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三
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狩
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ど

行

事

婚

姻

こ

と

わ

ざ

山

の
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禁

忌

オ

コ
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ョ

オ

ー

サ

キ

妖

怪

禁

忌

ま

じ

な

い
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野
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の
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一
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二
、
 

呪 

い
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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三
、
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乙
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の
民
俗 
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一
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住 
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29 

家
の
間
取
図 

勝
手 

母
屋 

寝
室 

機
織
場 

家
の
神
様 

ヵ
マ
ガ
ミ

火 

/

二
、
 

衣 

服
.
.
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.
.
.
.
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.
.
.
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30 

晴
着
ふ
だ
ん
着
仕
事
着
腰
卷
は
き
も
の

三
、
 

食 

制
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

31 

食
事
の
回
数
座
席
順
食
事
の
方
法
食
用
植
物
く
い
あ
わ
せ
禁
忌

晴
の
日
の
食
物

"

四
、
村 

制.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.
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32 

神
寄
の
五
人
組 

小
須
田
と
相
馬 

オ
メ
ヤ 

オ
ヵ
シ
ラ
サ
マ 

花
酒 

お 

て
ん
ま

五
、
 

農 

耕
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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.
.
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33 

乙
父
部
落
の
生
業
麦
か
り
麦
の
脱
穀
方
法
の
変
化
乙
父
の
水
車
な

が
す
コ
ン
ニ
ャ
ク
時
計
山
農
事
暦

六
、
 

山 

林
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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35

山
林
の
こ
と 

山
小
屋 

す
か
り 

狩
と
漁 

狩
の
分
け
前 

-

七
、
 

労 

働
.
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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36 

女
の
仕
事 

女
衆
の
小
づ
か
い
銭
一
人
前
の
仕
事(

賃
金 

単
衣 

半
天

羽

織

機

織

糸

ひ

き

炭

焼

き

草

刈

り

ぼ

や

切

り

い

ぐ

わ

う

な 

い)

一
人
前
の
年
令
村
人
足,
夜
な
べ
山
仕
事 

H  H

ッ
コ
女
の 

出
か
せ
ぎ
精
農

八
、
 

交 

易
.
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他
か
ら
買
う
も
の 

他
へ
出
す
も
の 

自
給
で
き
る
も
の 

村
へ
来
た
職
人

村
へ
来
た
芸
人(

ご
ぜ 

あ
め
屋 

祭
文
屋 

こ
む
そ
う 

げ
っ
き
ん
ひ
き 

い
ち
っ
こ
春
駒)

九
、
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制
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戸

主

主

婦

父

母
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父

母

曾

祖

父

母

孫

曾

孫 

一
 
人
っ
子
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居

相

続
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主
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後

見

人
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さ
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え
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び
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年
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正
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先
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の
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つ
り
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え
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す
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の
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と
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え
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ヤ
サ-7

サ
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サ

マ

十

日

夜

お

七

夜
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祖
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オ
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ン
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ド
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り

葬

儀

野

送

り 

ス
ケ
ア
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ボ
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.
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沢
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.
.
.
.
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.
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.
.
.
.
.
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.
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.
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.
.
.
.
.
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結

婚

の

基

準

仲

人

婚

約

結

婚

式

サ

カ

ム

カ

h  

チ
ュ
ウ
ヤ
ド
ホ

ン
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r
 

ノ
ゾ
ッ
コ
ミ
カ
ネ
ツ
ケ 

里
帰
り
ト
ン
ビ
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不 

嫁
の
里
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帰
る
日
そ
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他
ト
マ
リ
ゾ
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カ
リ
ブ
ン

二
、
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業
.
.
.
.
.
.
.
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.
.
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.
.
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.
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.
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.

 

漁
穫
法

二|  

イ 

ワ 

タ 

ケ 
..
.
.
.
.
.
.
.
.

..

.

.

.

.

.
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狩
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配

サ

ン
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ョ

ウ

鹿

・

キ
ジ
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と
り
か
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獣
の
胃
と
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バ
ン
ド
リ
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チ 
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の
它

五
、
炭 

焼
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.
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.
.
.
.
.
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.
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六

副
 

業.
.
.
.
.
.
.
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
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七
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り

唄
.
.
.
.
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.
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.
.
.
.
.
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木
や
り
サ
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ガ
シ
唄
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神
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.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

  

山
の
神
祭
日
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萩
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.
.
.
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.
.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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木
挽
き
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流
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曳
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木
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二
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.
.
.
.
.
.
.
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三
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ン
カ
ン
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踊
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.
.
.
.
.
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.
.
.
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四
、 
雨

乞
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.
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原
の
人
形
芝
居.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

 

人
形
箱
カ
シ
ラ
衣
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舞
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.
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.
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.
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.
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.
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.
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.
.
.
.
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塩
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沢
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獅
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頭
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能
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お
川
降
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上
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調
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執
筆
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一
覧
表



写

真
•

図

版

目

次

ロ >

写
真
’
 

村
の
景
観.

道
祖
神.

節
句.

乙
父n

前
神
社
の
祭
礼.

勝

山
の
火
上
げ,

家
の
入
口
に
は
ら
れ
た
お
札•

八
日
見
山
の

お
札•

木
鉢
彫
り.

北
の
沢
の
木
地
屋
道
具
の
い
ろ
い
ろ. 

ウ
ル
シ
カ
キ
職
人•

ウ
ル
シ
カ
キ
作
業•

キ
ワ
ダ.

味
噌

玉•
紙
す
き
道
具•

魚
を
と
る
ブ
ッ
テ
ィ•

野
位
牌
と
墓
地 

耕
し
て
天
に
至
る(

巻
頭)

多
野
郡
全
図
…
(

三)

奥
名
郷
部
落
の
通
路
…
(

四)

奧. 

名
郷
の
部
落
…
(

四
)

ハ
ゼ(

麦
穀
か
け)

…
(

扉)

神
流
川
に
さ
ら
す
和
紙
…

(一
〇

) 

主
婦
の
ら
っ
き
ょ
ぅ
ふ
み
…
(
S
 )
蚕
籠
を
敷
い
た
女
性
の
墓
…

(一

四)

川
和
の
薬
師 

堂•

眼
病
除
け
…
(

一
六)

ス
ビ
ョ
ー
…
(

一
九)

野
栗
権
現
の
竹
樋
…
(

二
三)

乙
父
の 

民
家
…(
S
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神
棚(

乙
父)

…

.20) 

堰
普
請•

車
普
請(

乙
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木 

炭
の
積
出
し(

乙
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)
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三
三)

夏
が
り
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(

三
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水
車
小
屋(

乙
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…
(
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四) 

き
ん
ち
ゃ
く
と
ヘ
ソ
ク
リ
金
…
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一
1
1

九)

初
絵
…
(

四
二)

小
正
月
の
道
具
類
…
(

四
三) 

乙
父
神
社
…(

四
七)

カ
ビ
ラ
仏
…(

四
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住
居
の
屋̂
'

配
…(
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二)

屋
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側
面) 

の
構
造
…(

五
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や
し
き
割
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…
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ま
ど
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…
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の
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名
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の
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(
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(
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塩
の
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…
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の
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四
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の
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神
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…
(
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し
…
(
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乙
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の
お
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2
)

…(

一
五
二)

乙
父
の
お
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り(
3
.
4
)

…( 

一
五
二)

勝
山
の
火
あ
げ
…
(

一
五
三)



村

の

景

観-
-

石
置
屋
根
と
段
々
畑-
-

上野村は、神流川の狭ぃ河岸

段丘を利用して集落がつくられ耕地は段々畑が山顶 

にのびている。

上 白井部落、下同石置屋根(池田秀夫撮影)

右コンニヤク畑(手前)と段々畑

(近藤義雄拗影)



道

祖

神

右道祖神に奉納された木刀ぐ乙父) 

(都丸十九一撮影)

上川和の道祖神

(池田秀夫撮影)

道祖神の松ひきと道祖神小崔

手前の大きな小屋はでき上り,小さい方を村の大人が 

つくっている。(乙父)(都丸十九一 擷影)



道祖神焼きから帰る。おばあさんは右手 

に大小、、左手にダンゴを下げている。 

(乙母)(都丸十九一撮影)

左 道祖神の大小 道祖神やきのあと一 

旦トボー口にたてかけられる。傍らにあ 

るのはオニノハ乙母松元清氏方(都丸十 

九一撮影)

下 トボウロの上の木刀(柄原、滝上正 

一氏方)(都丸十九一撮影)

道祖神やきでこがしてくるダンゴ、家族 

の数だけ竹にとおし、神棚に供えておき 

やいて来て食べる。乙母松元清氏方 

(都丸十九--撮影)



節

供

上右ひな壇かならずジシ 

ヤクレの花(左)が供えられて 

あった。

上左オヒナガユのシロ 乙 

父

中オヒナガユ乙父シロ 

の上に天神様2体力产飾って 

あった。

下オヒナガユ乙父(何れ 

も都丸十九一撮影)



乙父貫前神社の祭礼

オカオリの神事

 (都丸十九一撮影)



勝山の火上げ

点々と神流川の川原に麦わ 

らをおき、山上まで続けて 

並べられ夜になるのを待っ 

て火力がつけられる。盆の祖 

霊迎えの火上げである。(近 

藤義雄撮影)

八日見山のお札(新羽)

(近藤義雄撮影)
家の入口にはられたお札(新羽)

(近藤義雄撮影)

北の沢の木地屋道具のいろいろ 

(池田秀夫撮影)
木鉢彫り(内刳りはツボウチで^る)

(池田秀夫撮影)



ウルシかき職人(近藤義雄撮影)

ウルシかき作業(近藤義雄撮影)

キワダ(柄原)(池田秀夫撮影)

味噌玉柄原の滝上正一氏方(都丸十九一撮影)



紙すき道具(川和)

(近藤義雄撮影)

野位脾と墓地

上白井(池田秀

夫撮影)

下勝山(近藤義

雄撮影)

魚をとるブッティ(白井)(池田秀夫撮影)
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磐
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天

丸
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(

て

ん

ま

る

や

ま
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一
五
〇
五•

八m

等
を
距
て
て
、
埼
玉
県
児
玉
郡,

秩
父
郡
に
相
対
し
、

西
は
信
州
の
難2

UJ:
へ
こ
一

r
l
m
)

に
連
ら
な
る
諸
支
峰
や
十
石
峠
を
距
て
て
、
長
野W

南
佐
久
郡
に
妾
し
て 

ぃ
る
。

こ
の
屛
風
の
よ
う
な
高
い
嶺
々
に
は
さ
ま
れ
、
圧
縮
さ
れ
た
よ
う
な
中
間
地
帯
を 

一
条
の
帯
の
よ
う
に
神
流
川
の
清
流
が
、
深
い
溪
谷
を
な
し
て
流
れ
、

こ
れ
に
沿
う 

北
岸
の
径
は
、
近
年
バ
ス
道
路
と
な
っ
た
が
、
何
し
ろ
絶
壁
を
幾
曲
り
も
す
る
こ
の 

難
路
に
は
、
慣
れ
た
こ
の
地
方
の
運
転
手
以
外
に
は
、

か
な
り
の
危
険
が
あ
っ
た
ら 

し
く
、
登
る
に
つ
れ
て
か
っ
て
の
遭
難
者
供
養
の
卒
塔
婆
が
、
谷
に
臨
ん
で
幾
本
も 

立
っ
て
い
て
、
新
ら
し
い
旅
人
の
肝
を
冷
や
し
た
り
す
る
。
卒

塔
婆
〇'
主
は
自
動
車 

事
故
の
犠
牲
者
だ
け
で
は
な
い
。
川
寄
り
の
断
崖
道
の
側
壁
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
 

提
灯
を
つ
け
て
夜
道
を
歩
く
人
や
遠
く
学
校
通
い
の
学
童
が
、
幾
た
び
も
の
曲
り
角 

を£

十
ふ
み
違
え
て
、
断
崖
か
ら
神
流
川
へ
落
ち
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

鬼
石
に
は
じ
ま
り
、
美
原
村
を
経
て
次
第
に
登
る
こ
の
山
峡
の
道
は
や
が
て
奥
多 

野
の
中
心
万
場
町
と
な
り
、
更
に
中
里
村
を
経
て
、
本

の

目

標

で

あ

る

上

野

村

こ 

至
る
〇
こ
の
間
延
々
と
三
十
キ
ロ
に
及
ぶ
バ
ス
道
路
は
上
野
村
横
原
に
つ
き
る
。 

こ
れ
が
藤
岡
地
方
の
平
坦
地
か
ら
奥
多
野
の
ど
ん
づ
ま
り
上
野
村
へ
の
文
化
の
主 

要
な
移
入
路
で
あ
る
が,

こ
の
ほ
か
に
さ>

1

や
か
な
山
径
に
よ
っ
て
信
農
、
秩

父P

、
 

甘
楽
郡
の
文
化
も
昔
は
可
成
り
入
っ
て
き
た
。

ま
ず
信
濃
と
の
交
通
洛
と
し
てi

、
 

上
野
村
白
井
に
昔
は
関
所
が
あ
り
、
信
州
か
ら
十
石
峠
を
越
え
て

入
っ
て
く
る
人
や

物
資
を
し
ら
べ
て
い
た
し
、•

特
に
田
圃
の
少
い
こ
の
地
域
の
食
糧
と
し
て
、
由
井
に



1K
濃
米
の
市
場
が
六
のU

に
あ
っ
た
こ
と
な
ど 

も
往
時
の
活
況
は
今
に
の
こ
る

AU
子

111
な
ど
に 

もS
••

ょ
れ
る
。「

4

■

石
峠
」
の
名
も
一
日
に
十
石 

の
米
が
信
州
か
ら
入
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
土
地 

の
人
は
い
う
。
昔
は
三
斗
五
升
俵
で
、

こ
れ
を 

馬
に
二
俵
つ
け
、
馬
方n

身
が
一
斗
六
升
を
背 

負
っ
た
。
合
計
八
斗
六
升
、

こ
れ
が
一
駄
で
あ 

っ
た
。a

奶
か
ら
勝
山
ま
で
の
駄
賃
は
八
文
だ 

っ
た〇

途
中
ヒ
ノ
キ
峠
を
越
え
ね
；は
な
ら
な
い
。 

こ
の
峠
を
俗
に
八
文
峠
と
も
い
う
の
は
駄
賃
か 

ら
き
た
名
だ
と
い
う
。

村
の
人
は
信
州
か
ら
入 

る

米

を

部

落(

昔
は
村)

か
ら
部
落
へ
め
輸
送 

の
た
め
に
駄
賃
つ
け
に
出
た
の
で
あ
る
。

埼

玉

と

の

交

通

は

境

の

峻

嶺

に

さ

え

ぎ

ら 

れ
て
忠
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
が
、
旺
盛
な
生 

活
力
は,

II
然
の
嶮
を
溢
れ
て
、
僅
か
な
が
ら
濟 

栗
沢
、
胡
桃
平
を
経
て
ゆ
く
赤
石
峠
や
、
所
沢 

部
落
を
溯
っ
て
雁
掛
峠
を
越
え
る
秩
父
道
も
あ 

っ
た
。

秩

父
•

吉

岡
町'
松
阶
の
城
峯
神
社
は
犬
を
眷
族
と
し
て
い
る
が
、
そ

こ

の

「
お
犬 

様
」

の
御
札
が
乙
母
や
川
和
は
じ
め
各
部
落
の
民
家
の
壁
に
貼
ら
れ
、
神
棚
に
祀
ら 

れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
ら
の
径
を
通
っ
て
入
っ
て
き
た
文
化
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

ま
た
甘
楽
郡
へ
の
道
と
し
て
は
桷
原
か
ら
、
柄
沢
、
塩
の
沢
峠
を
越
え
て
ゆ
く
山 

径
と
、
乙

母

か

ら

を

経

て

檢

沢

峠

を

越

え

て

ゆ

く

四

里

行

程

の

山

径

で

、•

西 

上

州

甘

楽

郡

の

磐

戸

村(

今
は
南
牧
村)

に
通
ず
る
径
も
あ
る
。
伝
説
や
昔
話
に 

こ
れ
ら
の
道
で
の
怪
異
が
多
く
伝
え
ら
れ
、
ま
た
行
商
や
旅
僧
な
ど
の
住
き
来
も
語 

ら
れ
て
い
る
の
も
こ
れ
ら
の
道
が
可
成
り
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
で
あ
ろ

う
。

こ
の
様
な
山
径
を
馬
に
荷
を
つ
け
て
村
に
き
た
り 

こ
つ
ち
力
ら
出
て1
-

A2 

嫁
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

文
化
の
移
入
路
は
か
く
て
亦
、
そ

の

ま̂
'

婚

姻

圏

で

も

あ

つ

た

の

で

あ

るF

激 

僅
か
十
六
戸
の
住
居
附
で
は
磐
戸
か
ら
二
人
の
嫁
が
来
、
他
は
满
原
、
中!
11
村
の
魚 

i

か
ら
で
あ
つ
た
。

こ
れ
は
住

E-
附
が
磐
戸
へ
僅
か
三
里
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
か
ら 

特
別
だ
が
、

一
般
に
婚
姻
圏
は
八
十%

ま
で
は
村
内
婚
で
、
川
和
部
落
を
摘
出
し
て 

み
る
と
、
秩
父3

、
信

州2

と
、
甘

楽1

と
い
う
状
況
で
、

こ
ち
ら
か
ら
ゆ
く
の
も 

村
内
以
外
に
は
秩
父
が
多
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
乗
物
に
不
便
な
昔
で
は
一
日
行
程 

の
範
囲
が
婚
姻
圏
で
あ
つ
た
。

今
日
で
は
バ
ス
が
出
来
た
の
で
従
つ
て
婚
姻
圏
は
東 

方
こ
向
つ
て
著
し
く
延
び
て
い
る
こ
と
も

-IV
実
で
あ
る
。

二
、
平
地
を
恋
う
村

上
野
村
は
そ
の
中
央
を
神
流
川
の
上
流
が
、

十
メ
ー
ト
ル
近
い
川
幅
で
、
四
か
ら 

東
へ
く
ね
り
つ
、
流
れ
る
。

部
落
は
こ
の
川
に
沿
う
よ
う
に
走
る
道
に
密
着
し
て
、
 

東

か

ら

新

羽(

ニ
ッ
パ)

、
勝

山
(

ヵ
ツ
ヤ
マ)

、
乙

母
(

オ
ト
モ)

、
川

和
(

ヵ
ヮ
ヮ)

、
 

乙

父
(

オ
ッ
チ)

、
摘

原(

ナ
ラ
ハ
ラ)

等
の
部
落
が
点
々
と
迚
な
る
。
こ
れ
ら
は
五
十 

戸
か
ら
百
戸
位
で
、

こ
の
村
と
し
て
は
比
較
的
大
き
な
部
落
で
あ
る
。
村
を
包
む
周 

囲
の
山
々
は
烈
し
い
急
傾
斜
で
川
に
向
つ
て
南
北
か
ら
な
だ
れ
く
だ
り
、
部
落
を
川 

辺
に
圧
迫
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
山
々
を
沢
に
沿
つ
て,
溯
つ
た
斜
面
に
、
さk

や
か 

な
安
住
を
見
出
し
て
い
る
少
戸
数
部
落
が
あ
る
。
所

沢

、
奥
名
郷
、
胡
桃
平
、
住
居 

№7
、
桷
沢*

浜
平
な
ど
が
そ
れ
で
、
共
に
十
戸
二
十
戸
未
満
の
少
戸
数
部
落
で
、
住 

居
附
に
至
つ
て
は
未
だ
電
灯
が
つ
い
て
い
な
い
ほ
ど
の
へ
き
村
で
あ
'^
。 

' 

と
こ
ろ
で
こ
の
村
に
点
在
す
る
さk

や
か
な
部
落
や
耕
地
の
名
に
原
と
か
平
な
ど 

が
つ 

い
た
地
名
が
可
成
り
多
くH

に
つ
く
。

た
と
え
ば

橘
^'
大
平
、
柿
平
、
浜
平
、
胡
桃
平

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

こ
の
種
の
名
は
唯
に
上
野
村
だ
け
で
な
く
、
隣
の
中
里
村 

に
は



か 

、
 

へ!
±

ら

神
ヶ
原
、
平
原

な
ど
が
あ
り
、
万
場
町
に
は

小
平
、
相
原

が
あ
り
、
笑
原
村
に
は 

.

譲
原
、
坂
原

が
あ
り
、

こ
れ
あ
る
故
の
美
原
村
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
地
図
のk

で
丈
ま
と
し
ど 

山
屮
箾
令

体

に

亘

っ

て

「
平
地
」
を
意
味
す
る
地
れ
が
点
々
と
み
ら
れ
る
の
も
一
つ 

のt

ち
じ
る
し
いM

向
で
あ
っ
た
。

し
か
も
興
味
ふ
か
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
地
を 

実
地
に
当
っ
て
み
る
と' 

い
ず
れ
も
、

ほ
ん
の
猫
の
額
ほ
ど
に
も
あ
た
ら
ぬ
平
地
に 

す
ぎ
な
い
こ
と
に
一
驚
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
こ
の
决
を
登
り
っ
め
た 

村
、
卜•
野
村
に
お
い
て
特
に
い
ち
じ
る
し
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
地
名
は
こ
の
地
に
平
地
が
多
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く 

て

逆

に

仇̂
-

に
平
地
冰
乏
しL

か
、
乂
如
何
に
平
地
へ
の
僚
れ
が
村
の
人
々
に
と
っ

\

奥
名
郷
部
落
の
通
路

(

相

葉
 

伸

撮

影
)

T

奥
名
郷
の
部
落

(

相

葉
 

伸

撮

影
)

て
強
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を••
小
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。 

.

现
に
化W

附
の
ニ
ハ
軒
、
奥

名

郷

のー

ニ
軒
を
は
じ
め
人.
'|7-
、
浜

17-
、
胡
桃.

4 •

の 

よ
ぅ
な
少M

数
部
落
な
ど
は
、f

地
ど
こ
ろ
か
八P•
く
の
斜
而
に
段
々
を
な
し
て
家
が 

あ

り

特

に

奥
^

郷
の
ご
と
き
は
斜•
曲

の

一

部

に

::
一̂-
が
軒
を
累
ね
て
密̂

し
粦 

力
ら
隣
へ
の
坂

ifl
は
郞
会
の
裏
町
の̂

路
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

な
ぜ
適
り
に
選
ん
で
こ 

の
よ
ぅ
なd

か
げ
の
农
面
に
家
を
こ
と̂

に
密!
15
し
て
、
部
落
を
立
て
た
の
で
あ
ろ 

ぅ
力

と•
小W

に
忠
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る.
〇
そ
こ
に
こ
そ
落
人3

説
の
生
れ
成
艮
す
る 

所
以
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

三
、
山
と
水
と
火
の
神
秘

奥
多
野
の
ど
ん
づ
ま
り
に
長
い
幾
代
を
世
に
隔
絶
し
て
き
たL

野
村
の
人
々
は
、
 

神̂

M

の

水

源

に

(W;
天
原
が
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
神
流
川
に
は
金
の
幣
束
が
流 

れ

荒

川

に

は

太

刀

が

流

れ

、
千
曲
川
に
は
血
が
流
れ
た
と
い
っ
た
り
す
る
。
或
は 

日
本
武
尊
の
通
過
地
と
し
て
、
五c

妻
は
や
沄
説
を
こ
の
地
に
比
定
し
て
神
聖
化
し
た 

り
、W

は
木#

義
仲
や
平
将
門
の
残
党
と
か
或
は
戦5

の
落
人
と
し
て
、,H

ら
の
出 

n

を
彩
ど
り
な
が
ら
特
異
の̂

俗
を
今
に
の
こ
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

山

と

生

活

〔
さ
か
む
か
え
〕

こ
の
よ
ぅ
な
山
坂
の
村
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
酒
肴
を
も
っ
て
、
嫁 

を

途

中
ま
で
迎
え
る
「
さ
か
む
か
え
」(

坂

迎

え)

が
あ
り
、
息
子
に
貰
ぅ
嫁
で
な
く 

て

家

に

貰

う

嫁

と

し

て

、
家
の
ト
ボ
ロ 
(

台
所
ロ)

を
跨
ぎ
入
る
嫁
に
、
ま
ず
も
っ 

て
姑
が
、
」

つ
茶
椀
の
茶
を
半
分
の
ん
だ
残
り
を
嫁
に
飲
ま
せ
る
、
嫁
は
か
く
て
そ 

の
婿
に
会
ぅ
前y
姑
と
の
卯
に
親
子
の
縁
を
結
ぶ
お
茶
盃
と
も
い
ぅ
ベ
き
行,

を 

行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
家
族
制
度
で
の
親
権
の
強
さ
を
今
に
の
こ
し
て
い
る
の
で
あ 

る
〇

一
方
娘
は
村
の
青
年
の
管
理
す
る
も
の
と
の
意
識
の
名
残
を-
不
す
も
の
と
し
て
、
 

祝
言
の
座
敷
の
障
子
に
穴
を
あ
け
て
覗
く
青
年
の
い
た
ず
ら
を
な
だ
め
て
諒
解
を
求



め

る

「
の
ぞ
っ
こ
み
酒
」
饗
応
の
風
習
も
あ
る
。

〔
山
の
怪
異
〕
水
田
は
お
ろ
か
陸
田
も
乏
し
い
こ
の
村
で
は
、
十
石
峠
か
ら
米
が 

入
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
昔
は
多
く
雑
穀
や
麦
を
混
じ
え
て
食
べ
た
よ
う
だ
。
生
活 

は
主
と
し
て
山
林
资
源
や
药
篛
栽
培
へ
の
依
存
が
大
き
い
。

山
が
生
活
の
大
半
を
占
め
た
た
め
か
、
山
の
怪
異
や
事
件
も
多
く
語
ら
れ
、
「
モ
ン 

モ
ン
さ
ま
が
モ
ン
と
出
る
」
山
の
お
化
け
や
、

ヤ
マ
ン
バ
バ
ア
、

ヤ
マ
コ
ゾ
ゥ
、
大 

入
道
、
「
送
り
イ
タ
チ
」
な
ど
の
妖
怪
談
や
、
こ
れ
ら
を
退
治
し
た
鉄
砲
の
名
人
キ
ョ 

ジ(

清
治)

の
話
な
ど
は
、
冬
夜
の
炉
辺
に
瞳
を
かV

や
か
し
聴
く
子
供
た
ち
に
と
っ 

て
、
す
ば
ら
し
い
山
の
英
雄
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

野

栗

沢

で

は

キ

ョ

ジ

が

「
鬼
の 

権
三,
」
と
し
て
語
ら
れ
、
元

禄

の

繩

入

れ(

検
地)

の
時
、

そ
れ
ま
で
神
流
川
が
境 

で
あ
っ•
た
の
を
鬼
の
権
三
が
川
向
う
の
尾
根
ま
で
ヒ
州
に
入
れ
た
英
雄
と
な
っ
て
い 

る
〇 

一

一
方
、
山
の
神
に
ま
つ
わ
る
信
仰
は
当
然
篤
く
、

こ

の

神

に

十

日

夜(

ト
ゥ
ヵ
ン 

ヤ)

に
山
に
登
っ
て
シ
ト
ギ(

米
粉)

を
供
え
る
風
も
あ
る
。

農
耕
儀
礼
が
こ
こ
で 

は

「
女
神
」
と
し
て
の
山
の
神
に
さk

げ
ら
れ
て
い
る
。

山
の
神
の
お
使
オ
コ
ジ
ョ 

ペ
の
畏
敬
も
、
利
根
の
片
品
村
ほ
ど
で
は
な
い
がW

強
い
。
御
岳
や
笠
丸
山
へ
の
特 

定
の
山
岳
信
仰
と
し
て
ミ
タ
ヶ
様
、

ヵ
サ
マ
ル
様
の
信
仰
も
亦
篤
い
。

こ
の
様
な
山
の
中
で
、
医
療
の
機
会
の
乏
し
い
こ
と
も
昔
は
特
に
甚
だ
し
か
っ
た
。 

眼

を

病

む

も

の

が

「
め
」

の
字
を
年
の
数
だ
け
書
い
て
今
も
川
和
の
薬
師
党
に
献
じ 

て
あ
っ
た
り
、

一
切
の
災
厄
を

fli
む
た
め
に
、
戸

口

に

「
ス
ビ
ョ
—
」(

和
名
ス
ベ
リ 

ヒ
ユ
—)

と
呼
ぶ
植
物
の
小
枝
を
ぶ
ら
さ
げ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。

一
旦
病
篤 

く
下
方
か
ら
医
の
来
診
を
求
め
た
と
す
る
と
、
組
の
女
衆
は
ま
ず
も
っ
て
金
百
円
と 

米

一

升
(

住
居
附)

を

も

ち

よ

る

な

ど

「
ユ
イ
」
形
式
に
よ
る
相
互
扶
助
の
し
き
た 

り
も
あ
る
。

こ
れ
は
病
気
見
舞
で
は
な
い
。

見
舞
に
先
だ
つ
組
織
の
し
き
た
り
で
あ 

る
。

山
坂
を
越
え
て
医
者
を
迎
え
る
用
は
普
大
抵
の
も
の
で,.
は
な
い
。

山
村
の
部 

落
に
と
っ
て
は
身
も
ちV

む
ば
か
り
の
大
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
個
人
的
な
災 

厄
や
大
モ
ノ
イ
リ
を
組
中
と
し
て
も
看
過
で
き
な
い
所
以
で
あ
る
。

水

の

神

秘

神
流
川
の
清
流
を
見
て
も
、
そ
こ
に
神
秘
な
力
を
感
ず
る
の
は
当
然
で
、

そ
こ
に 

山
の
信
仰
同
様
、
水
の
信
仰
、
水
の
威
力
に
対
す
る
随
喜
が
様
々
の
風
習
や
行

IV
の 

形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

〔
雨
乞
い
〕
旱

天

が

つV 
く
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
麦
が
参
つ
て
し
ま
う
の
で
雨
乞
の 

祈
禱
を
す
る
。
笠

丸

山
(

ヵ
サ
マ
ル
様)

の
お
水
や
、

お

嶽

様
(

明
神
嶽)

の
中
腹 

の
岩
穴
の
水
な
ど
借
り
て
く
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

乙
父
部
落
の
よ
う
に
、
神
流
川
の 

瀬

に

竜

王

権

現

の

御

神

体(

石
棒)

を
祀
り
、
河
原
で
音
頭
取
り
を
中
心
に
三
、

四 

人
の
笛
太
鼓
な
ど
で
噺
し
た
て
、

ま
わ
り
に
村
人
が
集
つ
て
輪
を
つ
く
り
神
酒
を
の 

み
な
が
ら
、
音
頭
取
り
の
雨/

乙
歌
に
合
わ
せ
て
手
を
たk

き
な
が
ら
踊
る
。

そ
の
時 

の
歌
はお

し
め
り
十
分
あ
つ
た
な
ら
、

乙
父
む
ら
の

ひ
や
く
し
よ
う
は
、

コ
ッ
パ
の
よ
う
な

モ
チ
つ
い
て
、
油
の
よ
う
な
酒
の
ん
で
、

三
日
も
四
日
も
正
月
だ.
.

節
と
節
の
問
に
は
、
村
人
た
ち
が

雨

の

た

め

り

ゆ

う

ご

う

な

と
合
の
手
を
入
れ
る
。

川
和
部
落
で
は
不
二
穴
に
代
参
を
派
遣
し
て
、

水
を
竹
筒
に
入
れ
て
：
®

り
、
神
流 

川
の
中
に
檀
を
つ
く
つ
て
か
ざ
り
、
ま
わ
り
か
ら
水
を
か
け
て
汚
す
と
い
う
強
迫
型 

の
信
仰
形
式
も
あ
る
。(

降
り
す
ぎ
た
時
は
香
煎
を
食
べ
な
が
ら
百
万
遍
の
珠
数
を
繰 

る
天
気
ま
つ
り
が
川
和
に
も
乙
父
に
も
あ
る)

野
栗
権
現
の
祭
に
は
神
輿
が
川
に
入
る
が
、
そ
の
時
明
神
嶽
の
方
を
向
い
て
三
ヶ 

所

「
ォ
ー
イ
、

ォ
ー
イ
」
と
神
主
が
呼
ん
で
か
ら
、
川
を
渡
御
し
川
の
中
に
設
け
た 

ゴ
タ
イ
シ
ョ
の
ま
わ
り
を
三
ベ
ん
ま
わ
つ
て
神
主
が
拝
む
、

こ
れ
は
水
に
よ
る
禊
、
 

祓
の
形
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
権
現
の
社
殿
の
裏
の
樋
を
流
れ
る
水
を
貰
つ
て
き
て
の 

む
と
乳
の
出
な
い
人
は
乳
が
出
る
と
い
つ
て
い
る
。



〔
セ
ン
コ
リ
〕
野
栗
で
は̂

死
の
重
病
人
、
死
人
が
あ
る
と
組
の
人
が
皆
で
河
原 

に
ゆ
き
裸
に
な
つ
て
水
を
か
ぶ
り
、
大

声

で

呪

言(

ヒ
フ
ミ
ョ.
.
)

を
*,M

え
て
川 

に
入
る
。
皆
で
合
計
千M

の
水
を
か
ぶ
る
。
土

地

で

は

こ

の

こ

と

を

「
セ
ン
ゴ
リ
」 

と

か

「
コ
リ
を
と
る
」
と
も
い
つ
て
い
る
。

こ
れ
は
三
十
年
前
頃
ま
で
は
行
わ
れ
て
“
 

い
た
。
そ
れ
の
実
修
の
体
験
を
も
つ
「
佐
藤
と
ら
さ
ん
」(

明
治
十
年
生)

が
今
も
健 

在
で
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
た
の
は
何
よ
り
だ
つ
た
。

利
根
の
片
品
村
で
は
社
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
つ
て
、
屋
根
の
ヒ
か
ら
呼
び
、

邑
楽
郡 

板
倉
町
で
は
并
戸
の
中
を
覗
い
て
呼
ぶ
「
魂
呼
び
」
が
こ
こ
で
は
水
垢
離(

千
垢
離) 

の
形
で
あ
る
〇

固
有
信
仰
で
は
、
死
の
棲
家
は
山
で
あ
り
、

し
た
が
つ
て
死
す
る
こ
と
は
山
へ
ゆ 

く
こ
と
で
あ
つ
た
。

そ
の
山
へ
ゆ
く
ベ
き
死
者
の
魂
を
懸
命
に
此
の
世
に

JI
き«

そ 

う
と
す
る
祈
り
を
、

こ
こ
で
は
水
を
媒
介
に
し
て
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

〔子 

墓
〕
同
じ
よ
う
な
こ
と
が̂
•

供
の
死
に
つ
い
て
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

川 

和
で
は
子
供
が
死
ぬ
と
川
原
か
ら
よ
く
流
れ
に
沽
め
ら
れ
た
。
手
頃
の
石
を
价
つ
て 

き
て

T-
供
の«

にH

印
に
立
て
る
。

そ

の

IPJ
に
は
小
石
を
お
く
。

大
人
の
場
八

II
に
は
松
明
代
り
に®

に
赤
い
紙
を
つ
け
て

JI
導
を
渡
す
の
が
普
通
だ 

が
、f

供
が
ヒ
氺
以
下
の
場
八

11
に
は

JI
導
を
渡
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。Y

く
生 

き
返 

つ
て
く
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

以k

の
諸̂

俗
を
通
観
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、

ひ
つ
き
ょ
う
山
の
：
H

仰
と
水
の
/•.•?
门 

仰
と
は
そ
の
精
神
的
基
盤
に
お
い
て
、
す
で
に
無
縁
で
は
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で 

あ
る
。

火

の

行

事

〔火
上
げ
〕
尚
こ
れ
ら
と
は
同
じ
範

W..;
で
期
す
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
が
、
 

類
縁
の
行

IV
と

し

て

火

の-

行
私
をR

.i-d
し
て
お
こ
う"

勝

山

部

落

の

壮

大

な

「
火
卜•
げ
」
行

IV
で
あ
る
。
祌
流
川
の
河
股
か
ら
山
の
中

I1U 

ま

で

ー

キ

ロ

余

り

に

亘

つ

て̂

ヮ
ラ
の̂

を
敷
き
並
べ,

こ
れ
に
次
々
にP

学k
 

が
歓
ふ
を̂

げ
な
が
ら
タ
ィ
マ
ッ
で
火
を
つ
け
る
。

小
さ
いf

供
は
太
鼓
を
た
、

、

て
気
勢
を
あ
げ
る
。
と
、
火
は
次
第
に
山
に
の
ぼ
り
最
後
に
烏W

の
形
が
夜
空
に
赤

 々

と
燃
え
て
描
か
れ
る
と
い
う
壮
観
さ
で
、
部
落
の
人
々
は
橋
の
卜-

で
こ
れ
をw
h
-
•

ナ 

て
い
る
。
盆?I

1V
が
、
虫
送
り
の
子
供

Jr,

と
；

S

じ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
金
持
に
な
っ
た
い
わ
れ

村
に
は
い
ろ
い
ろ
な
旅
の
人
が
た
ず
ね
て
き
た
。
大
正
の
初
頃
ま
で
来
た
の
は
「
祭 

文
読
み
」
「
ご
ぜJ  
(

三
味
線
を
も
つ
盲
女)

お
獅
子
、
な
ど
の
遊
芸
人
、

门
寄
せ
、
 

お
札
売
り
、
巡
拝
者
、
旅
僧
な
ど
の
信
仰
関
係
、
押
売
、

ヘ

ィ

ト

ゥ(

物
貰)

、
仲

rl 

い
(

繭
な
ど)

、
屋
根
葺
き
職
人/

乙
食
な
ど
の
経
済
例
係
な
ど
雑
多
で
あ
る
。

こ
の
屮 

に
は
も
う
全
く
来
な
く
な
っ
た
者
も
あ
る
が
、
屮
に
は
村
の
屮
に
親
し
い
縁
が
出
来 

て
士
着
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
今
度
の
調
査
で
は
漆
か
き
の
老
職
人
が
福
ル
か
ら
米 

て
幾
バ
も
泊
っ
て
仕

IV
を
し
て
い
る
の
に
逢
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
と
ん
で
も
な
い
辺
鄙
な
と
こ
ろ
だ
け
に
、

ク
ニ
モ
ノ 
(

十
地
の
者)
• 

に

と-

て
こ
れ
ら
の
キ
タ
リ
モ
ノ 
(

外
米
者)

は
格
別
にH

に
つ
い
た
ら
し
く
、
特 

に
そ
れ
ら
の
村
の
金
運
に
結
び
つ
け
た
言
い
伝
え
が
冬
く
伐
っ
て
い
る
も
の
も
興
味 

ふ
か
い
。
村
で
金
持
に
な
っ
た
家
の
、
そ
の
成
り
立
ち
は
人
抵
の
場
八
||
、

キ
タ
リ
モ 

ノ
と
河
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て̂

ら
れ
て
い
るC

奥̂

郷
部
落
か
らE

-

州
へ
の
道
に
は
一
の
小
居
、

二
の
小M
,
H

の
小̂

が
ぁ
っ 

た
。

二
の
小M

は
乙
父
分
、

三
の
小
屋
は
浜f

の
奥
に
当
る
。

こ
の
道
に
追
剝
が
出 

た
の
で
夕
方
か
ら
人
は
通
ら
な
い
。

あ
る
と
き
こ
こ
を
通
っ
た
旅
の
六
部
を
殺
し
、
 

そ

の

金

を

奪2,

た
も
の
が
あ
る
。

六
部
を̂

腐
を
つ
く
る
釜
に
人
れ
て

4ii
で
て
し
ま 

つ
た
。

某
家
が
金
持
ち
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
だ
と
い
う
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
こ 

の
奥
名
郷
部
落
で
はS

腐
が
ょ
ら
ず
、

つ
く
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
無̂

 

味

な

-IV
が
知
っ
た
の
で
供
養
碑
を
つ
く
っ
た
。

(

そ
の
供
養
搭
と
te
え
ら
れ
て
い
る
も
の
をW

た
ら
元
禄
二
年
の
年
号
が
入
っ
て 

L

る
が
、C

世
の
父
/^
、

六
親
ft
族
の
為
と
あ
っ
て
、
普
通
の
先
祖
共̂

落
で
、

し、 

部
の
為
ら
し
い
义
字
はW

当
ら
な
い
。
察
す
る
に
、
村
の
人
の
記
億
ち
が
い
で
六
部



の
供̂

塔
は
、

こ
れ
と
は
别
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か〇

桝
«(
字
«/;
ノ
沢
の
金
持H

さ
ん
の
家
に
つ
い
て
は
、
約

f]
<r-
fv:
nq
の

.^
と
し
て
、
 

机
父
のT

さ
ん
が
磐n

へ?

J-
く
途
屮
、
人
人
道
峠
の
立
て
場
で
扔
に
水
を
くh

よ
う 

と
し
た
ら
、
と
ぎ
水
の
屮
か
ら
馬
が
火

くfe
の

人

-)
た
ぞ
財
布
を
く
わ
え
川
し
た,

T
 

は
磐
パ
に?

J-
か
ず
にW

--)
た
。

そ
の
後T

はS

勢
詣
り
に?r

く
途
屮
、
山
で
人
便
を 

他
し
た
の
で
落
葉
を
わ
け
て
士
を
掘
っ
た
ら
金
が
出
て
き
た"

お
詣
り
の
途
屮
だ
か 

ら
と
い
う
の
で
、
そ
の
ま
ま
そ
っ
と
坪
め
て
讲
勢
に
つ
い
た
。W

り
に
そ
こ}

111
っ
て 

寄
っ
てW

る
と
、
前
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の1

IHI
の

III
心
わ
ぬ
好
述
で
..-
に 

な
っ
た
。

柄
沢
で
はA

の
家
に

11-
楽
か
ら
繭n

い
が
米
て
け«

し
てW

る
途
屮
で̂

が
つ
い 

た
ら
財
布
が
な
い
。A

家
へ̂

き
返
し
て
問
い
た
が
無
い
と
い
う
。
繭n

い
は
必
ず 

こ
こ
に
落
し
た
の
だ
か
ら
只
で
は
お
か
ぬ
と
怒
っ
た
。

そ
れ
は
米
に
し
て1

卜
俵
相 

当
の
金
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
りA

の
家
は
金
待
に
な
っ
た
が
、k

人
が

Ir.J 

も
な
く
中
気
に
な
っ
匕
。•
’村
で
は
繭n

い
の
た
た
り
だ
とH

い八
：：

っ
た
。

三k

年
位 

前
の
こ
と
だ
と
い
うC 

隣
村
平
原
の
災
沢K

と
い
う
人
の
家
に
は
木
で
つ
く
っ
た
地
藏
が
あ
る
。

こ
れ
は 

も
と
ヒ
野
村
の
勝
山
に
も
あ
っ
た
も
の
が
、

一
家
転

(1:
と

11-.
ハ
に
移
っ
た
が
、

こ
の
地 

蔵
に
は

J5-
耳
が
な
い
。

こ
れ
は
背
こ
の
家
で
小
判
の
虫
干
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

そ
こ
へ
旅
人
が
来
て
、
こ
の
虫
干
を
珍
ら
し
が
り
讚
歎
し
た
。
旅
人
が
去
っ
た
あ
と
、
 

小
判
の
虫
干
をW

ら
れ
て
は
、
ど
ん
な
災
難
が
米
る
か
も
知
れ
ぬ
と
、
使
川
人
に
旅 

人
の
後
を
追
わ
せ
て
殺
さ
せ
た
。

然
し
主
人
は
使
川
人
が
本
当
に
殺
し
た
か
ど
う
か 

を

Ivij
不
安
に
思
っ
て
、
殺
し
た
証
拠
を
も
っ
て
こ
い
と
言
っ
た
。
使
川
人
は
再
び?I

っ 

て
死
体
か
ら
片
耳
を
削
い
で
き
て
証
拠
と
し
た
。
そ
の
あ
と
た
た
り
が
あ
っ
た
の
で
、
 

片
耳
な
し
の
地
蔵
を
造
っ
て
供
養
し
た
。

こ
の
地
蔵
は
後
に
耳
を
病
む
人
が
拝
め
ば 

霊
験
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
耳
だ
れ
な
ど
特
に
よ
く
効
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。•

中
里
村
に
も
昔
旅
の
六
部
を
井
戸
に
投
げ
こ
ん
で
そ
の
金
を
奪
っ
て
金
持
に
な
っ 

た
と
い
う
話
が
あ
る
。

野
栗
沢
そ
の
他
に
「
キ
ッ
ネ
モ
チ
」
や

「
オ
サ
キ
モ
チ
」
と
い
わ
れ
る
家
が
あ
る
。

キ

ッ

ネ

や

71-
サ
キ
の
つ
い
た
家
は
キ
ッ
ネ
や
オ
サ
キ
が
よ
そ
の
家
かr
つ«

な

ど

を

.® 

ん
で
く
る
。
逆
に
迷
び
出
す
こ
と
も
あ
る
が
、
迎
ん
で
き
た
為
に
金
持
ち
に
な
つ
た 

家
が
多
い
と
い
う
。

や
調
な
山
の
屮
の
也
活
で
は
、
人
の
ゆ
た
か
な
財
遮
も
、

こ
の
よ
う
な
偶
然
袢
を 

JII1
じ
て
介
理
化
し
よ
う
と
す
る
。k

而
改
か
な
ら
ぬ
己
れ
の
家
の
生
活
を
、

そ
の
よ 

う
な
偶
然
を
も
た
な
か
つ
た
こ
と
に
、
八
II
理
的
な
理
山
づ
け
を
し
よ
う
と
す
る
の
か 

も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
山
々
に
囲
ま
れ
雑
木
林
や
杉
林
、
そ
れ
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
段
々
畑
が 

家
々
の
す
ぐ
う
し
ろ
ま
で

irl
つ
て
、
限
ら
れ
た
狭
い
空
のF

で
、
近
い
朝
日
、

Y-
い 

没
り
陽
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
麦
を
刈
り
、>

バ
を
播
き
、
狩»

、
板M

、
炭
焼
き
、
駄 

15
つ
け
な
ど
の
細
々
し
た
ft
し
が
多
か
つ
た
。

ィ
ロ
リ
で
生
柑
が
音
を
出
す
と
、
火
源
様
が
屁
を
ひ.
つ
た
、

ミ
ナ
シ
キ
ヤ
ク•.
シ
ン 

(

お
士
産
を
も
た
ぬ
お̂
)
 

が
来
る
か
ら
、

ィ
ロ
リ•
の
ス
ミ
の
ゴ
ミ
を
く
べ
ろ
と
い 

う
俗U

な
ど
も
、
つ
ま
し
い
こ
の
村
の
斤
の
生
活
を
：小
し
て
い
る
。
へ,=

で
は
休
業
、
 

遊
蚕
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
主.«

な
也
業
と
す
る,

InJ
き
が
多
く
パ
父
通
輸
送
の
增
強
も
あ
つ 

て
生
活
様
式
の
落
系
は
漸
く
大
き
い
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
お
し
な
べ
て
村
人
の
/-

XI
は
明 

る
く
、
よ
く

IU
い,

よ
く
飲
ん
だ
。
様
々
の
生
活
の

¢1
が
そ
こ
に
te
わ
り
、

酒
だ
け
が 

派
手
な
冠
婚
葬
祭
川
の
地
酒
の̂

貶
は
、
勝
山
に
三
軒
、
乙

父
.

柄

原

に

れ

；
軒
の 

酒̂

の
家
を
か
つ
て
栄
え
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。
平
地
の
交
通
は
日
を
追
う
て
至
便 

に
な
る
が
、
し
か
し
山
坂
の
冬
い
こ
の
村
の
近
代
化
は
未
だ
遠
い
。W

部
前
橋
か
ら 

は
東
京
ま
で
二
時
問
と
い
う
の
に
、

こ
の
村
か
ら
前
橋
ま
で
は
悠
々
と
数
時
間
の
バ 

ス
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
程
だ
。

い

た

い

け

な

III
/L
童
の
六
キ
ロ
通
学
も
稀
で
は
な 

い
が
、
同
じ
途
を
ゆ
く
中
学
生
の
中
に
は
炔
一
俵
を
背
にA

つ
て
ゆ
く
の
も
あ
る
。 

家
業
を
手
伝
う
こ
の
六
キ
ロ
の
駄
賃
は
親
か
ら
貰
う
十
円
だ
と
い
う
。

加
え
て
耕
地 

の
不
足
は
二
三
男
の
留
村
を

fli
み
、
観
光
性
も
乏
し
い
と
、
部
落
の
明
日
を
真
剣
に
憂 

え
る
村
人
も
あ
つ
た
。

何
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
も
数
多
く
ひ
そ
ん
で
い
る
。



部

落

前 

編

ハ

ゼ

(

麦
穀
か
け)

川
和
所
見

相

葉
 

伸

撮

影



川
和•

住
居
附•

野
栗•

奥
名
郷
聞
書 

相 

葉 

伸

一
、
部

落

概

観

川
和
部
落

川
和
は
神
流
川
を
距
て
て
乙
母
に
対
し
、
両
部
落
は
川
和
橋
で
述
ら
な
つ
て
い
る
。 

林
業
、

コ
ン
ニ
ヤ
ク
。

そ
れ
に
和
紙
の
僅
か
な
産
出
で
生
計
を
立
て
て
い
る
小
部
落 

で
あ
る
。

和
紙
は
余
り,H

く
な
い
実
用
的
な
も
の
で
、
「
ノ
ベ
バ
ン
」
「
ナ
ガ
ズ
‘」
「
九
七
」(

九 

寸X

七
寸)

な
ど
と
い
ぅ
種
類
が
あ
る
。
九
七
の
半
分
の
い
わ
ゆ
る
半
紙
も
で
き
る
。 

神
流
川
の
河
原
に
さ
ら
し
て
つ
く
る
も
の
で
、

こ
の
川
以
外
で
は
駄H

だ
と
い
ぅ
。 

住

居

附
(

ス
モ
ー
ヅ
ク)

上
野
村
乙
母
部
落
か
ら
甘
楽
郡
磐
戸
部
落
へ
の
四
里
の
道
の
途
中
に
あ
り
、
最
も 

辺
鄙
な
と
こ
ろ
戸
数
十
六
戸
、
現
在
一
〇
六
人

川

村

姓

十

軒
 

内
六
軒
は
同
族

中

沢

姓

四

軒
 

縁
故
は
二
軒
苑

齡#j

冊j

共
に
外
来
者

皆
林
業
、
養
蚕
を
も
つ
て
生
計
を
た
つ
。

男
が
女
ょ
り
若
干
多
く
、
最
年
長
は
七
十
七
才
。

磐
戸
ま
で
近
い
三
里
、

乙
母
ま
で
近
い
一

JH
。

ま
だ
電
灯
が
な
い
。,

rl
家
発
電
が
一
軒
。
生
産
も
乏
し
く
、
観
光
地
に
も
な
ら
な
い
。 

不
便
な
土
地
で
部
落
の
前
途
は
咍
い
。

野
栗
部
落

昔
は
三
十
二
、

三
軒
あ
つ
た
。
川
に
沿
つ
て
川
ヒ
か
ら

上
の
耕
地
…
…
宮 

方 

中
の
耕
地.
.

中

郷

方
 

下
の
耕
地
…
…
井h

卜•
方 

の
三
耕
地
に
分
れ
上
の
小
字
名 

に
は
宮
を
中
心
と
し
た
名
が
多 

、
〇住W

は
ヒ
に
は
宮
沢
姓
、
屮 

に
は
黒
沢
姓
、
下
に
は
桜
汴
姓 

が
多
く
、

い
ず
れ
も
先
祖
は
北 

条
の
落
人
だ
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
地
は
小
鹿
野
へ
じ,
fl
、
 

卜
仁

III
へ
六

1|1
、
鬼
石
へ
卜1
II 

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

神流川の川原に晒してつくる 

和紙(川和橋の上から所見) 

相葉.伸抛影

部落の主婦が樽に入れたらつきようを 

足で踏んでいる。巌の上には布団が干 

してある。(住居附所見)

相葉 伸撮影



奥
名
郷
部
落 

,
,

野
栗
沢
四
十
二
軒
が
野
栗
沢(

本
村)

奥
名
郷
、
胡
桃.
ヤ
、
所

沢

のH

部
落
に
分 

れ
て
い
る
。
奥
名
郷
は
そ
の
一
つ
で
现
在
ト
ニ
軒
に
す
ぎ
な
い
が
、

丘
稜
の
斜
而
の 

h
^

に
沿
っ
て
密
集
し
て
お
り' 

ど
う
し
て
こ
う
し
た
所
に

fE
む

様

に

な/

た
力
个 

思
議
な
位
で
あ
る
。

林
業
、

コ
ン
ニ
ヤ
ク
、
灰
焼
な
ど
を
業
と
す
る
。

全
部
黑
沢
姓
で
あ
る
。

や
は
り
落
人
伝
説
を
も
つ
。

ーー、
婚

姻

儀

礼

(

川
和
、
住
居
附
、
奥
名
郷
各
部
落
他
村
内
共
通)

I

升
酒

話
が
進
ん
で
双
方
と
も
兑
合
に
よ
っ
て
決
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
初
め 

て
兒
合
を
す
る
。

5A
合

後

双

方

が

よ

け

れ

ば

「
一
升
酒
に
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
に 

な
る
。
仲
人
が
双
方
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
場
介
はW

介
を
ft
略
し
て
、
す
ぐ
一
升 

酒
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

一
升
酒
の
と
き,

モ
ラ
イ
カ
タ
は•
肉
親
と
仲
人
が
ク
レ
カ 

夕
に
ゆ
く
。

ク
レ
カ
タ
で
は
シ
ン
ル
イ
が
®-
ま
る
。

そ
こ
で
結
納
やA

の
口
取
、

人 

数
は
五
人
、
七
人
、
十
一
人
と
い
う
よ
う
に
奇
数
に
す
る
。
迎
い
方
が

i£
人
ゆ
け
ば
、
 

送
り
方
は
十
一
人
と
い
う
よ
う
に
大
体
倍
に
す
る
。
送
り
人
は
昔
の
馬
の
背
に
荷
を 

つ
ん
で
き
た
。

サ
カ
厶
カ
エ(

坂
迎
え)

婚
礼
の
日
に
は
婿
は
嫁
の
家
へ
迎
え
に
ゆ
き
、
嫁
と
共
に
来
る
。
嫁
の
一
行
が
モ 

ラ
イ
カ
タ
の
地
に
近
づ
く
と
、

モ
ラ
イ
カ
タ
で
は
途
中
の
坂
に
出
迎
え
る
。

こ
れ
を 

サ
カ
ム
カ
イ
と
い
う
。

こ
の
時
モ
ラ
イ
カ
タ
で
は
定
紋
付
き
の
弓
張
提
灯
を
も
ち
、
 

酒
肴
や
筵
を
も
っ
て
ゆ
く
。
「
土
地
の
慣
例
に
よ
り
サ
カ
ム
カ
エ
に
参
り
ま
し
た
」
と 

挨
拶
す
る
。
‘こ
れ
は
大
抵
モ
ラ
イ
カ
タ
の
組
長
が
や
る
。

こ
れ
に
対
し
て
先
方
の
仲 

人

が

「
折
角
の
御
好
意
で
す
が
、
座
敷
に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
答
礼
す
る
。 

昔
は
こ
こ
で
筵
を
布
き
酒
肴
を
出
し
、
所
に
よ
っ
て
は
三
々
九
度
の
盃
を
交
す
部
落 

も
あ
る
。
今
は
こ
の
挨
拶
で
省
略
し
て
、
す
ぐ
モ
ラ
イ
カ
タ
の
家
に
案
内
す
る
。
も
っ

て
い
つ
た
酒
は
こ
：
乂
||
況
欧
だ
か
ら
迎
え
の
人
た
ち
で
茶
椀
で•
•

：•
杯
ず
つ•

の
ん
で 

終
ら
せ'

览f

な
ど
をW

物
に
き
たr

供
ら
に
わ
け
た
り
す
る
稈
敗
に
な
つ
て
い
る" 

姑
と
嫁
の
固
め

嫁

が

モ

ラ

ィ

ヵ

タ

に

若

く

と

ト

ボ(

ム
||
所

11) 

か
ら
迎
え
人
れ
る
。

そ
の
時
姑
が 

手
を̂I

い
て
一
足
闕
を
ま
た
が
せ
て
、
姑
が
半
分
飲
ん
だ
渋
茶
を
嫁
に
渡
す
。
嫁
が 

の
ん
だ
あ
と
、
手
を
引
い
て̂

敷
に
入
れ
る
。
前

橋

fh
に
編
入
さ
れ
た
総
社
町
で
は 

嫁
は
座
敷
の
椽
か
ら
入
れ
、
そ
の̂

®

と
水
盃
を
半
分
ず
つ
の
み
八

II
つ
て
い
る
が
、
 

共
に
婚
姻
が,

家
族
制
度
の
も
の
で
あ
り
、
嫁
は
婿
よ
り
も
、
ま
ず
家
が
貰
い
、
家 

に
貰
わ
れ
て
き
た
意
識
の
名
残
を
示
し
て
い
る
。

の
ぞ
つ
こ
み
酒

祝
言
の
式
の
運
び
方
、
取
り
も
ち
方
に
つ
い
て
は
茲
で
は
述
べ
る
こ
と
を

ri
略
す 

る
が
、
そ
の
祝
言
の
本
咏
の
時
、
村
の
若
い
衆
が
、

の
ぞ
つ
こ
み
に
く
る
。

障
广
に 

指
に
唾
を
つ
け
て
穴
を
あ
け
る
。

穴
は
あ
く
ほ
ど
縁
起
が
よ
い
と
モ
ラ
ィ
ヵ
タ
で
は 

い
つ
た
り
す
る
。

こ
れ
ら
の
？

k

年

に

対

し

て

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
い
つ
て
：
！升
か 

ら
五
升
位
の
酒
を
ふ
る
ま
う
。

別
の
家
の
雎
敷
を'
^

め
借
リ
て
お
い
て
そ
こ
で
の
ま 

せ
る
。

酒
が
少
い

とfv
は
乱̂

し
て
祝n

の
障f

を
は
ず
し
た
り
し
た
站
も
あ
つ
た 

よ
う
だ
。
青
年
は
よ
く
飲
み
、
少
し
も
飲
ま
な
い
と
い
つ
て
三
杯
は
の
む
。

だ
ん
ま 

り,
五
合
と
い
つ
て
、

五
介
位
の
む
の
も
い
る
。
隣
村
の
中,
II
村
八
介
で
はA

介
の
む 

ま
で
一
言
も
発
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
て
、
そ

れ

を

「
だ
ん
ま
り
五
八
ど 

と
い 

う
の
だ
そ
う
だ
。

今
で
は
酒
か
お
金
を
青
年
の
会
に
寄
附
す
る
形
に
な
つ
て
い
る
の 

が
多
い
。

村
の
娘
を
若
い
衆
が
監
理
し
、
そ
の
発
言
力
が
強
か
つ
た
時
代
の
名
残
で 

あ
る
。祝

言
の
本
座

嫁
が
座
敷
に
入
り
、
荷
物
が
入
つ
て
一
同
並
ぶ
。
嫁
は̂

の
問
の
前
に
坐
る
。

新 

客
が
上
座
、
貰
い
方
は
下
座
に
並
ぶ
。
婿
は
迎
え
か
ら
一
足
早
く
：

g

つ
て
嫁
の
家
の 

料
理
を
報
告
、
そ
れ
よ
り
多
く
出
す
。
次
に
仲
人
が
親
戚
紹
介
。
親
類
の
挨
拶
が
す 

む
と
赤
飯
を
出
す
。
「
落
ち
つ
き
」
と
い
う
。

こ
れ
は
一
杯
だ
け
。

こ
の
こ
と
を
座
づ 

け
と
も
い
う
。
座
づ
け
が
す
む
と
酒
の
膳
に
な
る
。

お
椀
に
雑
魚
二
尾
、
股
を
合
わ



せ
て
あ
る
吸
物
を
出
す
。
オ
シ
ョ
ゥ
バ
ン(

お
相
伴)

が
二
人
で
る
。

「今
回
は
皆
様
の
御
力
添
に
よ
り
〇
〇
家
と
…
…
家
と
縁
組
い
た
し
ま
し
た
。3 

t

て
は
些
少
な
が
ら
御
披
露
い
た
し
ま
す
。
さ
あ
御
召
上
り
な
さ
つ
て
」

と
挨
拶
。
皆
吸
物
を
吸
う(

赤
い
椀)

料
理
の
吸
物
が
た
べ
終
る
と
、
そ
の
椀
に
酒
を
注
ぐ
。
大
体I

合
位
入
る
。
 

オ
シ
ョ
ゥ
バ
ン
は
よ
く
酒
が
の
め
、
座
の
取
ゲ
も
ち
が
う
ま
く
、
忍
耐®
 '

人
が 

な
る
。

そ
れ
を
一
杯
の
む
の
を
一
献
と
い
う
。
「
おH

出
度
い
1?
だ
か
ら
お
重
ね
を
」
と
て 

二
献
。
そ
れ
か
ら
「嫁
御
を
お
か
り
し
享
」
と
て
嫁
が
退
く
。
嫁
は
別
室.
で,-
^
"
 

を
丸
髻
に
し
、
着
が
え
を
し
て
再
び
座
敷
に
出
る
。
こ
の
卯
三
献
四
献
了
む
。
か 

く
し
芸
。
の
ど,
rl
慢
な
ど
や
る
。

嫁
が
再
び
座
敷K

出
る
と
仲
人
が

「嫁
御
が
で
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
御
願
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
再
び
酒
を
注
ぐ
。
五
献
で
終
る
こ
と
に
な
る

〇

平
均
一
献I

時
問
、
五
献
で
五
、
六
時g

か
、
る
。
列
席
者
が
皆
五
献
や
る
。
献 

ガ
代
る
海
に
肴
が
代
る
。
た
と
え
ば
三
一:
"

は
油
を
つ
か
わ
ぬ
雉
の
吸
物
。
五
献
ま 

で
のm

に

「
ク
サ
ビ
を
嘴
い
て
貰
い
ま
す
」
と
二
HI
位
別
に
酒
を
ま
わ
し
た
り
す
る 

の
て
実
際
は
七
献
位
に
あ
た
る
。
五
献
で
納
杯
。
「
納
杯
後
は
御
し
の
ぎ
を
差
ヒ
げ
ま 

す
」
と
い
し
う
ど
ん
か
赤
飯
を
出
す
。
食
後
茶
が
出
る
。
嫁
が
お
茶
を
つ
い
で
茶- 

菓
子̂

项
つ
て
き
た
人
々
に
二
つ
づ
、
は
さ
ん
で
や
る
〇

送
人
の
見
送
り

宴
が
終
る
と
送
つ
て
き
た
人
々
は
似
る
。
婿
が
提
灯
を
つ
け
て
坂
迎
え
を
し
た
場 

所
か,

そ
の
倍
位
の
と
こ
ろ
ま
で
送
る
。

か
ね
つ
け
祝

本
座
の
す
ん
だ
あ
と
か
、
音
ヵ
ネ
ッ
ヶ
祝
。
歯
に
お
歯
災
を
染
め
て
人
妻
の
し 

る
し
を
す
る
祝
。
近
所
の
女
衆
を
招
き
近
づ
き
の
印
に
嫁
が
？

を
も
つ
て
皆
こ
酒 

を
注
い
で
ま
わ
る
。

氏
神
様
ま
い
り

翌
日
嫁
は
姑
に
つ
れ
ら
れ
、
手
拭
一
本
づX

を
も
つ
て
組
中
八
.:E

部
へ
ま
わ
る
。
 

は
十
五
、
六
軒
。
そ
の
時
氏
神
様
に
御
詣
り
す
る
。

里
か
ぇ
り

三
日n

そ
の
日
が
仏
滅
な
ど
で
：：
□

が
悪
い
と
き
は
五
：
U
H

に
姑
が
送
つ
て
ゆ
く 

(

い
な
い
時
は
舅
乂
は
親
戚)

。

婿
も
一
緒
に
ゆ
く
。

一
晩
で
必
ず
；g

る
。
嫁
の
吏
家
の
近
所
を
父
が
つ
い
て
婿
を 

つ
れ
て
挨
拶
に
歩
く
。
婿
家
へ
のW

り
に
は
嫁
の
父
か
/^
が
送
つ
て
く
る
。

婚
姻
圏

川
和
部
落
で
は
八
〇%

ま
で
村h

。
次
が
埼
玉•

秩
父
、
次
が
信
州
、
次
が
甘
楽
。
 

乗
物
が
な
い
の
で
大
抵一

日
行
程
の
範
囲
で
明
治
三
十
年
頃
ま
で
つ >

 

い
た
。
 

〇
野
栗
部
落
で
山
中
船
が
主
で
、
次
は
埼
玉
、
甘
楽
。

〇
住̂

附
で
は
磐
戸
、
桷
原
、
中
里
の
魚
尾
、
甘
楽

三
、
産 

育

セ
ッ
チ
ン
マ
イ
リ

生
ま
れ
た
子
の
額
に
「
犬
」
と
墨
で
か
く
。

女K

の
出
産
に
は
三
十
三
日
、
男S

と
き
は
三
十
二
日
過
ぎ
な
い
う
ち
は
橋
を
つ 

れ
なL

ど
う
し
て
も
ゆ
か
ね
は
な
ら
な
い
と
き
は
赤
子
に
シ
メ
シ(
褪S

を
か
ぶ
せ
て
ゆ 

く
。
で
な
い
と
お
天
と
う
様
の
バ
チ
が
当
る
と
い
う
。(

野
栗)

命

名

命
名
に
は
仲
人
の
名
を
貰
う
と
か
、
祖
父
の
名
を
つ
け
る
の
が
多
い
。
「
鍋
」
ょ
育 

た
な
い
家
で
つ
け
る
。

末
子
に
は
「
ト
メ
」
「
ス
エ
」
「
コ
メ
」
が
多
い
。

住
爵
の
区
長
は
中
沢
槌
勝
と
い
う
が
、
区
長
が
媒
妃
し
た
た
め
に
現
在
「
槌
」
を 

名
に
つ
け
た
も
の
が
六
人
、
勝
を
つ
け
た
も
の
も
あ
る
。(

住
居
附)



四
、
葬 

制

せ
ん
ご
り

大
病
人
が
あ
る
と
組
中
の
も
の
が
川
原
に
出
て
裸
で
水
を
か
ぶ
っ
て
呪
文
を⑴

え 

る
。
皆
の
水
を
か
ぶ
る
総
数
が
千M

に
な
る
ま
で
か
ぶ
る
。
利
根
郡
片
品
村
で
は
神 

社
の
ま
わ
り
を
千
Ini
ま
わ
る
の
を
「
せ
ん
ぐ
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
水 

に
入
っ
て
水
垢
離
を
と
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
生
き
返
っ
た
人
も
あ
る
と
云 

う
。

一
般
に
は
「
コ
リ
を
と
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
水
を
か
ぶ
る
と
き
「
ヒ
ィ
フ
ミ 

ョ.

J

と
大
声
に
呪
言
を
と
な
え
る
。

一
す
く
い
水
を
か
ぶ
る
ご
と
に
豆
で
数
え 

る
。
千
粒
の
豆
が
な
く
な
る
ま
で
や
る
。

組
中̂

戸
で
出
て
、
五
人
位
で
水
を
か
ぶ
る
。
五
人
で
や
れ
ば
二
百
|«>1
水
を
か
ぶ 

る
。
寒
中
で
や
る
。
人
数
が
多
く
な
れ
ば
INI
数
は
減
る
。

コ
リ
を
と
っ
た
豆
は
河
原 

に
お
い
て
く
る
。
万
場
で
も
や
っ
て
い
た
。
大
正
七
年
お
く
わ
婆
さ
ん(

野
栗
の
人) 

の
と
き
や
っ
た
。
そ
れ
以
後
は
あ
ま
り
き
か
な
い
。
こ
の
話
の
体
験
者
は
同
所
の
桜 

井
と
ら
さ
ん
と
い
う
七
十
三
歳
の
お
婆
さ
ん
で
、
他
に
は
も
う
話
だ
け
で
実
際
を
知 

る
人
は
な
か
っ
た
。

衆
の
共
同
の
力
に
よ
り
神
の
決
定
を
動
か
そ
う
と
す
る
型
式
で
あ
っ
た
ろ
う
。
 

告
げ
人

部
落
内
に
死
人
が
あ
る
と
区
長
に
告
げ
る
。
区
長
が
告
げ
を
出
す
。
毎
戸
の
主
婦 

が
ま
ず
代
表
で
挨
拶
に
ゆ
く
。
そ
の
あ
と
男
衆
が
全
部
仁
義
に
ゆ
く
。
そ
こ
で
村
の 

世
話
役
が
施
主
と
話
合
っ
て
葬
儀
の
日
取
り
を
き
め
役
割
を
き
め
る
。
こ
れ
に
よ
り 

村
役
場
、
寺
、
親
戚
に
告
げ
人
が
、
二
人
部
落
の
中
か
ら
き
ま
る
、
告
げ
人
は
告
げ 

に
い
っ
て
座
敷
に
上
り
膳
部
で
酒
を
馳
走
さ
れ
てW

り
告
げ
の
終
っ
た
こ
と
を
報
告 

す
る
。
組
の
人
が
す
べ
て
や
る
。

全
部
埋
葬
ま
で
終
る
こ
と
を
「
ト
リ
シ
マ
リ
」
と
い
う
。
御
通
夜i

や
ら
」

M
、
。

前 

の
二
晩
位
は
準
備
の
た
め
集
る
の
で
通
夜
の
よ
う
に
な
る
。

葬
儀
に
は
部
落
全
部
が
会
葬
す
る
。(

住
居
附
、
野
栗
沢)

穴
掘
り

乂
人
掘
り
は
組
の
中
は
忙
が
し
い
の
で
、
他
の
組
の
人
が
受
け
も
つ
。
住W

附
部
落 

は
上
で
組
と
下
手
組
に
分
れ
て
い
る
の
で
、
上
で
組
に
葬
儀
が
あ
れ
ば
下
手
組
か
ら 

穴
掘
り
が
で
る
。
野}
^

沢
は
全
部,
-C
四
十
七
軒
だ
が
、
野

栗

沢(

本
村)

か
奥
名
郷 

に
葬
式
が
あ
れ
ば
胡
桃
平
と1

犯
の 

二
部
落
か
ら
穴
掘
り
が
出
る
と
い
う
よ
う
に 

二
部
落
ずk

組
ん
で
い
る
。(

住
居
附•

野
栗
沢)

穴
掘
り
酒

穴
掘
り
に
使
う
鍬
や
大
工
道
具
は
施
主
の
う
ち
の
も
の
。
使
っ
た
あ
と
一
周
一
問i
 

墓
に
放
置
し
て
お
く
。
そ
の
あ
と
新
し
い
柄
を
つ
け
か
え
る
。
大
工
が
棺
お
け
を>
 

り
に
来
る
が
、
そ
の.
時
は
酒
を
か
け
て
、
道A

を
き
よ
め
る
。(

野
栗
沢)

き
よ
め
の
酒
と
し
て
一
升
出
す
。
道
具
に
酒
を
か
け
る
真
似
だ
け
す
る
と
こ
ろ
も 

あ
る
。(

住
居
附)

簡
単
な
と
こ
ろ
で
は
穴
掘
り
の
鍬
は
そ
の
土
の
つ
い
た
ま
乂
家
に
も
ちW

っ
て
か 

ら
土
を
落
す
。

(

平
素
の
畑
仕
事
の
と
き
は
畑
で
土
を
落
し
て
似
る)
(

川
名)

香

奠

香
奠
は
一
般
部
落
人
は.
百
円
乃
至
二
百
円
程
、
近
し
い
人
は
弔
旗
を
贈
る
。
大
幅 

一

丈

二

尺

白

紫

青

黄

黒

な

ど

。
弔
旗
は
あ
と
で
寝
衣
や
夜
具
の
裏
に
使 

う 

成
人
し
た
兄
弟
述
は
ス
ヶ
ア
ィ
と
い
う
こ
と
を
や
る
。
こ
れ
は
兄
弟
相
互
に
勿 

入
り
時
の
援
助
で
、
一
番
上
が
一
万
円
、
次
が
七
千
円
、
六
千
円
と
い
う
様
に
す
る
。
 

必
要
以
上
に
多
く
な
れ
ば
内
い
く
ら
か
を
戻
す
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
葬
式
当
日
よ 

葬
式
ft
頭
と
一
飯
を
出
す
。
引
き
物
に
は
葬
式B

頭
五
個
と
干
菓
子C 
(

奥
名
郷) 

念
仏
か
ゆ

葬
式
の
す
ん
だ
夜
、
土
地
の
史
の
人
た
ち
が
念
仏
に
来
る
。

こ
れ
に
は
お
粥
を
出 

す
。(

奥
名
郷)

忌
言
葉

葬
儀
の
と
き
云
っ
て
い
け
な
い
言
葉
は
「良
く
」
、
そ
の
他
笑
う
こ
と
、
祝
い
の
诗
こ 

使
う
言
葉
。(

野
栗
沢
他)



も
ん
ぱ
い(

門
牌)

葬
儀
の
あ
っ
た
家
で
は
一 

の 

門
に
法
名
を̂

い
た
も
の
を
出
し 

て
お
く
。
そ
れ
が
立
っ
て
い
る
IUJ
は
誰 

で
も
訪
ぅ
人
に
は一

飯
、

一
衍
を
施
す 

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
種
の
忌
中
札 

の
ご
と
き
も
の
だ
が
「
も
ん
ば
い
」
は 

門
に
お
く
位
牌
の
意
で
あ
ろ
ぅ
。
木
で 

塔
婆
の
様
に
し
台
を
つ
け
位
牌
の
形
に 

し
た
三
尺
位
も
の
、
あ
と
で̂
•

に
お
さ 

め
る
。(

川
和)

魔
除
け

死
人
を
棺
に
お
さ
め
た
あ
と
、
死
人

の
臥
て
い
た
と
こ
ろ
に
蚕
籠(

蚕
を
飼
ぅ
時
に
使
ぅ
竹
を
編
ん
で
長
方
形
の
筵
の
形 

に
し
た
も
の)

を
お
い
て
、
臼
で
四
隈
を
ト
ン
ト
ン
つ
く
。
あ
と
で
こ
の
蚕
籠
はM
 

の
卜-
に
二
つ
折
り
に
し
て
お
き
、
そ
の
ヒ
に
葬
儀
の
輿
を
お
く
。
そ
の
際
死
人
が
女 

で
あ
れ
ば
、
籠
は
竹
の
身
の
方
を
外
側
に
、
皮
の
部
分
を
内
側
に
し
、
死
人
が
男
で 

あ
れ
ば
身
を
内
側
に
し
て
二
つ
に
折
り
、
従
っ
て
竹
の
皮
の
部
分
を
外
側
に
す
る
。
 

死
体
を
悪
霊
か
ら
吖
る
た
め
の
呪
と
JA
ら
れ
る
。

子
墓

子
ffi
に
は
川
原
の
石
をH

印
に
立
て
、
前
に
小
石
を
お
く
。
七
才
以
T.
に
は̂I

導 

を
わ
た
さ
な
い
。d

導
は
一
般
に
松
明
代
り
に
わ
ら
に
赤
い
紙
を
つ
け
て̂I

導
を
わ 

た
す
が
、
七
才
以
下
に
は
こ
れ
が
な
い
。.

人
形
埋
め

一
年
に
二
度
葬
式
が
一
軒
の
家
で
で
る
と
木
で
槌(

人
形
の
浮
ご 

を
つ
く
り
、
三 

人=

を
避
け
る
為
に
AX
に
、
二
人H

の
と
き
に
坤•
め
る
。
今
は
お
雛
さ
ん
を
埋
め
る
。
 

と
も
草
履

什
は̂
^

を
つ
く
っ
て
会#

者
に
は
か
せ
た
。
野
で
は
き
tt
て
裸
で
^}
り
nJ
に
腰

か
け
て
足
を
洗
っ
た
。
長
zf
の
人
が
死
ん
だ
時
な
ど
は
、
股
き
tt
て
た
r.Y
ぃ
脫
を
价
っ 

て
く
る
こ
と
も
あ
っ
たC 

腹
は
普
通
の
と
違
っ
て
尻
を
し
め
な
い
、
と
も'7
く
腹
と 

ぃ
う
〇

今
は
紙
に
か
い
たG

腹
をn

分
の
股
物
に
は
さ
み
、
野
で
tt
て
る
。

き
よ
め

会
葬
か
ら)

.15
る
と
臼
のK

をk

に
し
て
あ
る
の
に
腰
か
け
タ
ラ
ィ
で̂

を
洗
い
塩 

で
き
よ
め
る
。

五
、
年

中

行

事

年

男

•

昔
は
年
男
に
な
る
と
火
打
ち
で
火
を
起
し
、
お
茶
を
い
れ
る
。
馬
鈴
薯
を
茹
で
て 

神
々
に
進
ぜ
る
。
十
六
ヶ
所
も
あ
げ
た
。

こ
の
ほ
か
朝
湯
を
た
て
た
。(

野
栗) 

 

正
月
物
を
あ
げ
る
順
序

お
こ
う
じ
ん
様

お
年
神
様

大
神
宮
様

成

IH
山

ち
よ
う
か
け(

帳
か
け)

勝
手
の
じ
ろ
う(

炉)

座
敷
の
じ
ろ
う(

炉)
(

川
和•

乙
以)

初
絵
売
り

正
月
一
日
子
供
が
初
絵
売
り
を
す
る
。
宝
船
の
絵
。H

ビ
ス
大
黑
の
絵
な
ど
き
つ 

い
色
彩
の
絵
を
打
っ
て
き
て
子
供
が
十
円
位
づx

で
れ
戸
を
ま
わ
っ
て
売
る
。
神
明 

の
下
に
貼
る
。
そ
の
絵
を
十
五
日
す
ぎ
に
便
所
に
貼
れ
と
昔
は
い
っ
て
い
た
が
今
は 

あ
ま
り
や
ら
な
い
。(

殆
ん
ど
全
村)

道
祖
神
ま
つ
り

蚕籠を敷いた女性の鎮(川和所兄) 

相葉 伸撮影



一
月
十
四
日
ヌ
デ
ン
ボ
ー
で
男
根
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
。
こ
れ
は
雹
害
除
に
つ
か 

わ

れ

る(

「
ま
じ
な
い
」
の
項
参
照)
(

川
和)

福
神
俵

I

月
十
四
日
の
物
づ
く
り
の
日
に
「福
神
俵
」
も
作
っ
た
。

三
つ
作
っ
て
三
宝
荒
神
に
そ
な
え
る
。
「
七
福
神
」
「宝
神
俵
」
と
い
う
。(

川
和
、 

野
栗
、
住
居
附
等)

六
、 
相

互

扶

助

出
産
が
あ
る
と
す
ぐ
米
を
も
っ
て
ゆ
く
。(

一
升
位)

そ
の
外
に
御
祝
は
別
に
す
る(

住
居
附)

医
者
を
部
落
ま
で
来
て
貰
う
家
に
は
、
す
ぐ
と
り
あ
え
ず
見
舞
に
ゆ
き
大
体
金
百 

円
位
も
っ
て
ゆ
く
。(

住
居
附)

七
、 
労 

働

荷
駄
と
駄
賃

一
日
に
十
石
の
米
が
信
州
か
ら
通
っ
た
。
昔
は
三
斗
五
升
俵
だ
っ
た
が
馬
に
二
俵 

つ
け
、
馬
方
が,
rl
分
で
一
斗
六
升
背
負
っ
た
。
そ
れ
で
一
駄
は
八
斗
六
升
乙
母
と
勝 

山
と
の
問
の
峠
は
ヒ
ノ
キ
峠
だ
が
、
別
に
八
文
峠
と
も
い
っ
た
。
こ
の
峠
を
越
え
る 

駄
賃
が
八
文
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

徒
歩
の
荷
は
ヵ
チ
ン
俵
と
い
っ
た
。(

川
和
、
乙
母)

I

人
前
の
力

麦
俵
は
六
斗
入
り
で
二
十
貫
だ
が
、
ど
う
に
か
か
つ
い
だ
。
十
五
貫
の
荷
が
大
体 

の
標
準
で
一
人
前
。
村

に

「
モ
チ
ア
ゲ
石
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
五
十
貫
と
い
わ 

れ
る
。
「
ヵ
ッ
ギ
石
」
の
方
は
四
十
二
貫
あ
っ
た
。
こ
れ
を
も
ち
あ
げ
た
り
、
か
つ
い 

だ
り
し
た
も
の
は
幅
が
き
い
た
。

黑
沢K

吉

さ

ん(

川
和
部
落
七
〇
才)

の
曾
祖
父
久
治
さ
ん
は
十
五
、
六
才
の
と

き
四
十
二
貫
の
ヵ
ッ
ギ
石
を
か
つ
い
だ
。
家
に
：
^

く)
て
：
^

の
乳
を
の
ん
で
き
て
か
つ 

い
だ
。
当
時
は
大
抵
の
家
は
子
供
は
二
人
位
で,

大
き
く
な
る
ま
で
以
乳
を
飲
ん
だ
。
 

嫁
を
と
る
頃
ま
で
母
乳
を
の
む
者
も
あ
っ
た
。
久
治
郎
さ
ん
が
乳
を
の
ん
だ
の
も
当 

時
と
し
て
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
一
人
前
と
い
う
の
は
十
五
貫
を
か
つ
ぐ
力
と
、

一
升
飯
、

一
升
酒
を
食
べ 

の
む
こ
と
で
あ
っ
た
。(

川
和•

乙
母)

の
ぼ
り
う
な
い

耕
作
に
は
「
の
ぼ
り
う
な
い
」
を
し
、
「
く
だ
り
う
な
いJ

は
士
が
な
く
な
る
か
ら 

し
な
い
。(

住
居
附)

八
、 
食 

制

ボ
ツ
コ
ヌ
キ

男
の
一
人
前
は
一
升
酒
、

一
升
飯
で
あ
っ
た
。
寺
(

吉
洋
寺)

の
大
般
若(

施
餓 

鬼)

の
と
き
、
桐
の
木
の
胴
に
飯
を
つ
め
る
。
ふ
だ
ん
は
粟
、
稗
が
常
食
だ
っ
た
が
、
 

こ
の
時
だ
け
は
米
の
飯
で
昼
食
を
す
る
が
、
こ
れ
を
ボ
ッ
コ
ヌ
キ
と
い
い
、

一
人
前 

一
升
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
は
五
八
：！位
で
あ
っ
た
。
米
は
正
门
の
ヒ
ヶ
：

3

位
し
か 

食
べ
な
い
。
正
月
の
餅
さ
え
雑
穀
の
餅
が
多
か
っ
た
。
庚
申
の
時
は
四
介
位
は
皆
食
べ 

た
。(

川
和)

バ
ン
ダ
イ
餅

木
を
切
っ
た
あ
と
で
、
餅
を
練
り
は
た
い
て
つ
く
る
。

こ
れ
は
崔
が
や
る
特
有 

の
た
ベ
も
の
。(

住
居
附)

九
、 
祭 

礼

川
和
部
落
の
鎮
守
は
諏
訪
神
社 

祭
は
九
月
二
十
七
日(

旧̂

二
十
匕H
)
 

で
、
獅
子
舞
も
や
る
が
、
と
り
た
て
た
神
IV
は
な
い
。

住
居
附
部
落
の
鎮
守
は
や
は
り
諏
訪
神
社
旧
七
月
二
十
七
日
の
祭
り
で
、
そ
の



日
fa
戸
甘
酒
を
つ
く
っ
て
神
社
に
も
っ
て
ゆ
き
、
子
供
や
备
戸
の
人
に
の
ま
せ
る
。
 

作
る
技
術
を,H

慢
し
合
う
。

こ
の
際
不
幸
や
産
の
あ
っ
た
家
は
作
ら
な
い
。
み
ん
な
腹
一
杯
に
な
っ
て
もW

を 

こ
わ
し
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
。
伝
染
病
が
流
行
し
た
あ
る
年
だ
け
遠
慮
し
て
祭
を 

Ik
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
病
気
に
かk

っ
た
の
で
又
盛
ん
に
な
っ
た
。
 

も
っ
て
ゆ
く
の
は
二
升
乃
至
三
升
位
で
あ
る
。

笠
丸
神
社 

住
居
附
の
人
も
信
仰
し
て
い
る
が
、
土
地
は
乙
父
部
落
分
の
池
平
で 

あ
る
。
両
部
落
の
入
り
く
ん
だ
境
あ
た
り
の
山
の
中
で
あ
る
。•
昔
は
、
池
が
あ
り
、
 

そ
れ
が
明
神
様
の
池
だ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
が
、
今
か
ら
み
る
と
水
の
出
る
ょ 

う.
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
と
も
か
く
或
る
女
が
池
で
生
理
の
不
浄
を
洗
っ
た
の
で
、
 

太
蛇
が
唐
沢(

笠
丸
出
口)

に
出
て
き
て
長
く
延
び
て
い
た
。
後
に
中
里
村
の
仙
ヶ 

淵
に
い
っ
て
了
っ
た
と.
い
う
伝
説
が
あ
る
。

こ
れ
で
笠
丸
様
は
女
人
禁
制
に
な
っ
て 

ぃ
る
。

新
羽
神
社 

は
も
と
は
八
幡
様
で
あ
っ
た
。
野
栗
、
野
栗
沢
、
新
羽
の
旧
三
村
が 

合
併
し
て
鎮
守
'/:
な
っ
た
。
祭
の
時
は
川
に
神
輿
が
渡
御
す
る
。
こ
の
神
社
が
お
石 

を
借
り
て
き
て
い
ぼ
や
あ
ざ
を
な
で
る
と
癒
る
。
御
礼
に
は
河
原
か
ら
奇
麗
な
石
を 

と
っ
て
倍
に
し
て
返
す
。

j

最
も
盛
大
な
も
の
は
野
栗
の
権
現
様
で
あ
る
。
上
野
村
は
八
月
一
日
か
ら
三
日 

問

.«
休
み
だ
が
、
こ
れ
は
権
現
様
の
祭
が
八
月|

日
(

旧
六
月
十
六
日)

だ
か
ら
そ 

れ
に
参
詣
す
る
為
で
、
い
わ
ば
上
野
村
の
鎮
守
の
様
な
信
仰
的
な
位
置
を
占
め
て
い 

る
。
花
火
を
あ
げ
お
讎
も
あ
る
。
神
輿
が
川
の
中
に
渡
御
す
る
。
川
の
中
に
は
ゴ
タ 

イ
シ
ョ
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
、
ま
わ
り
に
堤
を
つ
く
り
三
度
ま
わ
っ
て
神
主
が
军 

み
、
嶽
(

明
神
嶽)

の
方
を
見
て
神
輿
が
渡
御
す
る
と
き
、
三
ヶ
所
か
ら
「
才
—
イ
」 

「
ホ
イ
」
と
呼
び
、
そ
の
あ
と
神
輿
が
川
に
入
る
。
神
社
の
う
ら
の
清
水
の
流
れ
に 

竹
を
二
つ
割
り
に
し
た
一
尺
程
の
樋
が
い
く
つ
も
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
乳
の
出 

な
-
*

人
ガ 

権
現
の
、
'

、
タ
ラ
シ
の
水
を
貰
っ
て
の
む
と
乳
が
出
て
く
る
と
い
う
信
仰 

か
ら
で
竹
樋
は
御
礼
ま
い
り
に
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

祭
神
に
つ
い
て
の
伝
説
で
は
日
本
武
尊
の
遺
髪
を
祀
っ
た
と
い
う
。
又
弟
橘
媛
の

遺
髪
だ
と
も
い
ぅ
。

十
、
講
の
種
類
に
は

講
に
榛
名
講
、
伊
勢
講
の
ほ
か
、
峠
さ
ま(

碓
氷
峠•

熊
野
神
社)

、
少
林.
山
、
黒 

滝

山

両

神

様(

秩
父)

、
御
荷
鉢
山
、
八
日
見
山
、
城
峯
神
社(

秩
父)

の
信
仰
も 

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
札
を
貼
っ
て
い
る
。(

川
和)

代 

参 

伊
勢
講
の
代
参
に
は
四
十
ニ
オ
の
厄
年
を
過
ぎ
た
人
が
身
を
清
め
て
ゆ 

く
。
庭
に
お
仮
屋
を
つ
く
っ
て
：

g

っ
て
き
た
人
が
御
仮
屋
に
つ
く
と
あ
と
燃
や
し
て 

了
ぅ
。

十
一
、
俗
信
と
山
の
怪
異.

漆
に
か
せ
た
と
き

漆
に
か
せ
た
と
き
は
お
わ
ん
に
孔

Y

あ
け
て
さ
げ
る
。

足
の
痛
い
と
き

足
の
痛
い
と
き
は
子
の
権
現
に
草

S

を
作
っ
て
あ
げ
る
と
癒
る
。

耳
だ
れ

神

行
(

し
ん
ぎ
ょ
ぅ.

地
名) 

り
阿
弥
陀
様
に
願
を
か
け
れ
ば
癒
る
。
 

頭
の
病
む
時
、
胸
の
い
た
む
時 

頭
の
病
む
時
は
、
川
和
部
落
の
吉 

汁
寺
門
前
の
地
蔵
様
に
頭
巾
を
あ
げ 

?。

胸
の
い
た
む
時
は
前
垂
れ
を
あ 

り
れ
ば
癒
る
。

眼

病

川和の楽帥呈•眼病除

相
葉伸撮影



眼
を
病
む
者
は
川
和
橋
の
た
も
と
の
薬
師
党
に
「
め
」
の
字
を
五
つ
か
い
て
あ
げ 

る
。
御
札
ま
い
り
も
「
め
」
の
字
を
か
い
て
上
げ
る
。

耳
の
病

も
と
勝
山
部
落
に
あ
っ
た
片
耳
地
蔵
は
耳
を
病
む
人
が
拝
め
ば
霊
験
が
あ
ら
た
か 

で
、
特
に
耳
だ
れ
に
は
よ
く
効
く
と
い
わ
れ
る
。
今
は
一
家
と
共
に
中
里
村
平
原
に 

移
っ
て
い
る
。(

以
上
川
和)

乳
の
出
る
水

野
栗
の
権
現
様
に
樋
を
あ
げ
て
社
殿
の
後
の
清
水
を
貰
え
ば
、
乳
が
良
く
出
る
と 

い
う
。
こ
の
頃
は
人
ば
か
り
で
な
く
、
豚
の
乳
の
少
い
の
に
利
用
し
た
ら
、
豚
の
乳 

f

よ
く
出
る
様
に
な
っ
た
と
い
う
。
行
っ
て
み
る
と
一
尺
ば
か
り
の
竹
を
二
つ
割
り 

に
し
た
奉
納
樋
が
、
何
本
も
清
水
の
流
れ
に
添
え
て
あ
っ
た
。(

野
栗)

い
ぼ
あ
ざ 

、

新
羽
神
社
の
小
石
を
貰
っ
て
い
^'
や
あ
ざ
を
な
で
る
と
癒
る
。
御
礼
は
河
原
の
奇 

麗
な
石
を
拾
っ
て
倍
に
し
て
上
げ
る
。(

新
羽)

日
射
病
の
呪

病
人
を
庭
に
腰
か
け
さ
せ
菅
笠
を
か
ぶ
せ
、
柄
杓
で
水
を
三
杯
か
ら
五
杯
か
け
る 

と
癒
る
。
柄
杓
に
は
七
合
位
入
る
。
呪
文
を
と
な
え
な
が
ら
か
け
る
。

目
か
い
ご

め
か
い
を
か
ぶ
る
と
で
き
る
。
癒
す
の
に
は
井
戸
に
ふ
る
い
を
半
分
見
せ
る
。(

勝 

山
部
落)

橋
の
上
か
ら
川
へ
め
か
い(

芋
堀
り
め
か
い)

を
半
分a

せ
る
。

い

ぼ

、'I

まi

八
幡
様
の
石
を
か
り
て
き
て
な
で
る
。
あ
と
で
倍
に
し
て
返
す
。(

奥
名
钡) 

雨
だ
れ
の
落
ち
る
と
こ
ろ
へ
米
粒
を
い
ぼ
に
あ
て
た
の
を
塊
め
る
。
そ
れ
の
腐
る 

诗
癒
し
て
く
れ
る
。

い
ぼ
べ
つ
と(

大
き
な
蛙)

を
つ
っ
つ
く
と,
门
い
汁
が
で
る
。
 

こ
呔
が
つ
く
と
い
ル
が
で
き
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
、
こ
う
で(

手
に
熱
を
も
ち
、
手 

首
が
い
た
く
な
る
病
気)

に
な
る
と
、
障
子
の
穴
か
ら
手
を
出
し
て
、
両
親
の
丈
夫 

な
末
子
に
糸
で
し
ば
っ
て
貰
う
と
癒
る
。

し
び
れ
が
切
れ
る
と
ゴ
ミ
を
二
つ
額
に
つ
け
る
と
な
お
る
。

「
シ
チ
ン
ビ
ョ
ー
シ
チ
ン
ピ
ョ
ー
い
た
い
と
こ
ろ
は
隣
の
山
に
ふ
っ
と
べ
」
と
い 

ぅ
と
瘤
が
癒
る
。

歯
を
抜
い
た
ら
上
歯
は
流
の
下
に
、
下
歯
は
屋
根
の
上
に
本
人
が
す
て
る
。
そ
の
時 

「
お
れ
の
歯
が
先
に
生
え
ろ
鬼
の
歯
が
あ
と
に
生
え
ろ
」
と
唱
え
る
。

夜
泣
きi

雄
鶏
の
絵
を
か
い
て
、
さ
か
し
ま
に
そ
の
子
の
寝
て
い
る
部
屋
に
貼
っ 

て
お
く
。(

以
上
奥
名
郷)

雨

乞

不
二
穴
へ
代
参
を
派
し
て
水
を
貰
い
に
ゆ
く
。
竹
筒
の
中
に
入
れ
、
川
の
中
に
壇 

を
つ
く
っ
て
か
ざ
っ
て
お
き
水
を
か
け
た
り
し
て
汚
す
。
そ
の
ま\

雨
が
降
る
ま
で 

お
く
。(

川
和)

榛
名
か
ら
池
の
水
を
借
り
に
い
っ
た
。
笛
太
鼓
鐘
を
な
ら
し
な
が
ら
祈
願
す
る
。
 

(

川
和)

お

嶽(

明
神
の
嶽)

の
中
腹
の
岩
の
穴
に
あ
る
水
を
借
り
て
く
る
。
六
尺
位
の
穴 

が
青
れ
て
い
る
と
水
が
一
杯
に
あ
る
。
雨
が
降
る
頃
は
水
が
な
く
な
る
。
貸
し
て
い 

る
か
ら
だ
と
い
っ
て
い
る
。(

住
居
附)

天
気
ま
つ
り.

そ
の
他

雨
が
降
っ
て
困
っ
た
時
、
香
煎
を
な
め
な
が
ら
百
万
遍
を
や
る
。(

川
和)

〇
火
の
炎
え
屑
に
足
を
の
せ
る
と
親
の
頭
を
ふ
ん
だ
ご
と
に
な
る
。

〇
親
を
に
ら
む
と
柿
の
木
虫
に
な
る(

背
中
にH

が
あ
る) 

ゃ
く
じ
」
 

〇
い
か
〇'
で
生
搰
が
音
を
出
す
と
火
源
様
が
屁
を
ひ
っ
た
か
ら
ミ
ナ
シ
客
人(

お
土 

産
を
も
た
な
い
お
客)

が
来
る
か
ら
い
ろ
り
の
す
み
の
ゴ
ミ
を
く
ベ
ろ
。(

野
栗) 

〇
尺
と
り
虫
に
頭
ま
で
の
ぼ
ら
れ
る
と
寿
命
が
ち
ぢ
ま
る
。(

住W

附)

山
の
神

深
夜
山
に
ゆ
く
と
、
木
を
伐
る
音
が
す
る
、
伐
る
音
だ
け
で
実
際
は
伐
っ
て
い
な 

い
〇山

の
神
の
お
使
い
オ
コ
ジ
ョ
は
昔
沢
山
い
た
。
廿
日
鼠
の
少
し
大
き
い
も
の
、
二 

坪
位
の
と
こ
ろ
に
山
に
な
っ
て
い
た
。
石
を
投
げ
た
ら
石
の
下
に•
か
く
れ
た
。
リ
ス



の
色
、
H-
は
人
IMJ
の.
斗
の
様
、
蛙
の®

く
様
な
〇I

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
四
打
ち 

殺
し
た
ら
、
石
の
下
に
は
穴
も
な
い
の
に
皆
か
く
れ
た
。
オ
コ
ジ
ョ
の
こ
と
を
「
山 

才
—
サ
キ
」
家
に
い
る
の
は
「
才
丨
サ
キ
」(

い
た
ち
位)

と
い
う
。
川
和
部
落
の
黒 

沢

Irf
A-
さ

ん(

七
十
歳)

は
二
十
五
才
の
頃
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
毛
が 

'
二
本
の
こ
れ
ば
生
き
返
り
た
た
る
の
で
焼
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い〇

味
は
ま
ず 

い
。
茶
褐
色
で
耳
は
人
Ir.J
の
ょ
う
だ
。
オ
コ
ジ
？
は
背
屮
に,
rl
い
条
が
あ
る
〇
捕
え 

て
た
た
ら
れ
た
話
も
あ
る
。(

川
和)

山
の
神
の
木

住
居
附
の
中
沢
某
は
山
の
神
を
勘
当
し
た
。
そ
れ
は
山
犬
が
猪
を
食
っ
て
い
る#
 

に
彼
が
そ
の
猪
を
犬
か
ら
奪
っ
た
〇
山
犬
は
山
の
神
の
使
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
の
神 

が
復
讐
と
し
て
彼
の
飼
犬
を
奪
っ
た
。
彼
は
怒
っ
て
、
己
の
地
所
内
の
山
の
神
を
背 

ft
い
出
し
て
笠
丸
出Z

に
移
し
た
。
あ
と
彼
に
は
个
幸
が
あ
り
、
村
に
は
疫̂

が
入
っ 

て
き
た
。
そ
こ
で

11:
む,
な
く
山
の
神
を
も
と
の
場
所
に
迎
え
て
安̂

し
た
。
現
在
そ 

こ
に
あ
る
木
を
山
の
神
の
木
と
い
っ
て
い
る
。(

fl:w

附)

山
の
神
は
役
に
は
立
た
な
い
が
亂
を
あ
て
る
。

山
の
木
をW

っ
て
下
に
も
ち
出
し
た
時
足
をW

っ
て
死
ん
だ
人
も
あ
る
。.,
切
る
時 

も
出
す
時
も
必
ず
it
故
が
あ
る
。
明
治
十
二
年
に
神
の
木
をW

っ
た
ら>

風
雨
と 

な
っ
て
十
人
程
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。
神
木
はH

っ
て
も
仲
売
り
し
て
も
崇
が
あ
る
。
 

山
の
祌
に
あ
げ
てM

え
て
あ
っ
た
石
楠
花
を
拝
ん
で
も
っ
て
き
た
ら
五
尺
四
方
も 

あ
る
大
石
楠
花
も
だ
ん
だ
ん
ち
ぢ
ま
っ
た
。
と
っ
て
き
た
人
は
発
5E
しJ
o
r
p
J
J

附) 

山
の
神
は
女
で
執
念
が
強
い
の
で
崇
は
恐
ろ
し
い
。(

住K

附)

狐
っ
き
の
話

0

川
の
稲
荷
か
ら
借
り
て
く
る
と
、
狐
が
夫
婦
で
来
る
か
ら
子
が
生
れ
る
。
夫
婦 

を
；§

し
て
もP

は®

る
。
こ
れ
が
キ
ツ
ネ
モ
チ(

又
は
才
丨
サ
キ
モ
チ)

こ
な
っ
た
。
 

キ
ツ
ネ
が
つ
い
た
と
い
う
。

〇
黑
沢
し
め
さ
ん
に
狐
が
つ
い
た
。
五
十
年
前
の
話
だ
が
、和
尚
が
理
趣
分
経
を
も
っ 

て
部
屋
に
人
っ
た
ら
、
キ
ツ
ネ
は
す
ぐ
わ
か
っ
て
、
「
く
そ
坊
上
、
埋
趣
分
経
だ
」
と 

T1-
破
し
た
。
問
答
し
た
ら
ょ
く
わ
か
っ
て
、
「
出
て
ゆ
く
か
ら
、
皆
の
け
て
く
れ
れ,
ょ

出
る
」
と

I'
っ
た
。
皆
の
い
た
ら
病
人
が
す
ぐ
立
っ
て
歩
い
た
。
瀕
死
の
病
人
の
よ 

う
で
な
か
っ
た
。
う
し
ろ
を
ふ
り
む
い
て
笑
っ
た
。
そ
の
時
病
人
は
倒
れ
て
仮
死
状 

薄
に
な
っ
た
。

〇
別
の
キ
ッ
ネ
ッ
キ
の
話
に
、
文
字
を
知
ら
な
い
人
が
、
文
字
を,H

II1
にk

か
ら
も 

下
か
ら
も
読
ん
だ
。

〇
劝
の
話 

野
栗
の
人
が
ハ
レ
モ
ノ
が
出
来
た
が
、
医
者
が
yj
る

IfiH

を
も
っ
て
き 

た
ら
な
く
な
っ
た
。

〇
野
栗
で
女
の
狐
つ
き
の
ハ
レ
モ
ノ
が
移
動
す
る
の
で
、
人
が
搁
ん
で
「搁
ま
え
た
」 

と
い
っ
た
ら
、
臭
い
ハ
レ
モ
ノ
が
手
に
残
っ
た
。
狐
は
糞
を
し
た
と
い
っ
た
。

〇
狐
つ
き
の
黒
沢
嘉
吉(

川
和
の
人
、
五
六
十
年
前)

は
梁
を
手
で
ぶ
ら
さ
が
っ
て 

あ
る
い
た
。

〇
二
十
年
位
前
に
死
ん
だ
川
和
の
江
川
宇
十
郎
さ
ん
は
狐
に
つ
か
れ
た
が
後
に
治
っ 

て
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「狐
が
一
緒
に
炉
に
座
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
をI1

に
出 

す
こ
と
も
で
き
な
い
。
物
を
食
べ
た
い
と
忠
っ
て
も
狐
が
食
べ
てf

う
。
他
の
人
に 

は
本
人
が
食
べ
た
よ
う
に
み
え
る
。
本
人
の
そ
ば
に
狐
が
い
て
も
他
の
人
に
は
狐
は, 

足
え
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。(

川
和)

五
年
前
に
六
十
余
才
で
死
ん
だ
In
村
八
十
さ
ん
は
才
丨
サ
キ
に
つ
か
れ
た
と
時
 々

身
を
も
が
い
た
。
本
人
に
は
見
え
た
ら
し
く
。
く
す
ぐ
ら
れ
た
と
か
ひ
っ
か
か
れ
た 

と
い
っ
た
。
行
列
を
な
し
て
通
る
と
も
い
っ
たC

鍋
や
釜
を
し
や
も
じ
で
叩
く
と
い 

け
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
才1

サ
キ
に
エ
サ(

フ
チ)

を
や
る
時
だ
か
ら
寄
っ 

て
く
る
力
ら
だ
と
い
う
。
オ
ー
サ
キ
も
狐
も
、
馬
の
中
荷
に
の
っ
て
く
る
と
い
う
。
 

オ
サ
キ
モ̂

の
家
か
ら
嫁
を
も
ら
え
ばm

え
る
と
い
う
。(

、
n

/<<;-
付)

下
仁

HL
稲
荷
は
キ
ッ
ネ
を
祀
っ
た
神
社
で
四
月
七
日
頃
部
落
か
ら
講
が
出
る
。- 

才
—
サ
キ
上
げ
と
い
っ
て
飯
を
ヘ
ギ
に
包
ん
で
し
げ
、
何
粒
か
残
せ
と
い
う
と
残
っ 

て
い
る
。(

住
居
附)

野
栗
沢
で
万
場
か
ら
来
た
女
が
最
近
狐
に
つ
か
れ
た
。
そ
の
家
の
蔵
に
穴
が
あ
い 

て
い
た
の
で
草
を
さ
し
こ
ん
だ
ら
、
女

は

「俺
の
出
入
す
る
穴
を
ふ
さ
い
た
。
草
平 

は
け
し
か
ら
ん
奴
だ
」
と
い
っ
た
〇



(

穴
を
ふ
さ
い
だ
の
は̂

'K
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。)

狐
に
つ
か
れ
た
の
を
S:
川
稲
荷
で
「
封
」
を
し
て
も
ら
う
と
お
と
な
し
く
な
る" 

P

年
、
卜/
1:
年
位
で
期
限
がW

れ
る
と
乂
症
状
を3

；

し
て
く
る
.0
封
を
し
て
貰
う
の 

は
狐
の
飼
料
を
や
る
の
で
お
と
な
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。(

野
栗
沢)

怪

異

災
沢
知-£

と
い
う
人
が
夕
方

lii
で
そ
の
父
に
あ
っ
た
。
そ
ば
へ
よ
る
と
い
な
い
。
 

家
にW

る
と
臥
屮
の
父
は
熟
睡
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
三H

ftl
た
っ
て
父
は
死
ん 

だ
。(

当
峙
/！:
卜
：
一
卞
位)

あ
と
で
よ
く
考
え
る
と
、
rl
い/f

物
を
き
て
お
り
、
荇
通 

よ
り
人
き
か
っ
た
。
幽̂

か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
。(

川
和)

死
人
が
あ
る
と
か(

川
和
の
/f
祥
寺)

に
米
る
足.
け
が
し
て
、P

を
あ
け
る
！V
が 

し
た
が
、
あ
と
を
し
め
た!7

は
し
な
い
。
ド
fl
III
で
八,

ル
ハ
マ
と
い
う
人
が
死
ん
だ 

と
き
、
村
の
衆
が
山
道H

41
も
ドf:

||1
に
迎
え
に
い
っ
た
。.
处
人
を
か
つ
い
で
き
た 

が
、
沙
汰
の
く
る

lin
に
ハ
マ
さ
ん
が
來
た
。f

供
を
ご
一
人
も
四
人
も
残
し
て
死
ん
だ 

の
で
、Y

に
知
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
。

/I:p

年

IJiJ
の
站
で
あ
る
。
ハ
.,f

祥
年
fK
職 

未
し-
人I
 II

屮
ト
メ
さ
んL

/£
ネ
談)
(

川
和)

ik
l!
は
よ
く
死
人
を
魔
物
に
さ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
峙
は
災̂

が
岀
て 

荒
れ
た
も
の
で
あ
る
。(

川
和)

狐
に
だ
ま
さ
れ
た
話

川
和

部

济

の

沢

沾*

さ
ん
は4
1

平
泣
|»
に
狐
に
だ
ま
さ
れ
た
。
大
平
と
い
う 

所
へ
い
っ
た
時
人
き
な
道
が
あ
る
。
步
い
て
ゆ
く
と
?:-
に
突
き
あ
た
っ
た
。
よ

く

見

•  

る
と®

で
あ
っ
た
。
薮
を
こ
え
て
ゆ
く
と
橋
が
あ
る
。
し
は
ら
く
行
く
と
乂
橋
が
あ 

り
渡
っ
た
。
橋
を
い
く
つ
も
渡
っ
た
。•
个
忍
破
に
忠
っ
て
一
服
つ
け
た
。
そ
れ
で
正 

気
に•
返
っ
た
。
三4

分
位
の
所
を
一
時
問
も
か
か
っ
た
。
同
じ
橋
を
い
く
ど
も
渡
っ 

た
の
で
あ
っ
た
。(

川
和)

〇 

ー
ッ=

人
道
が
鍋
;,;
-IJ

り
と
い
う
官
林
に
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。(

(KW

附)

.  

〇
山
姥
に
盃
を
も
ら
っ
た
と
い
う
人
が
い
た
。
人
にW

せ
た
ら
い
け
な
い
と
い
う
の 

で
あ
っ
た
が
ふ
と
人
にW

せ
て,

っ
た
ら
叫
も
な
く
死
ん
だ
。
盃
は
蜂
の
？
'

P-
の
よ 

う
な
も
の
で
で
き
て
い
た
と
い
う
。(

fLw

附)

〇
笠
丸
に
妙
な
人
がI'
た
」
詁
声
が
す
る
の
で
人
っ
て
ゆ
く
と' 

人•
た
け
し
か
い
な 

か
っ
た
。
炉
の
そ
ば
に
菜
を
B.V
い
て
IJ1M

で
：

S

い
だ
ら
人
き
く
な
り
、
煮
て
く
れ 

た
と
い
う
。(

fliw

附)

雹
害
除

川
和
部
落
で
は-

の
物
づ
く
り
のU

に
、
餅
位
の
太
さ
で
こ
尺
位
にW
 

れ
た
丸
木
の
！/J
根
を
つ
く
る
。

一
方
の
端
を

.1
三
寸
、
皮
を
の
こ
し
て
屯
頭
の
形
に 

し
、
他
は
皮
を
削
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
道
祖
神
に
あ
げ
る
。
十
地
で
は
「
オ
キ
ン 

マ
ラ
」
と

か

「
ド
ゥ
ロ
ク
ジ
ン
の
ヒ
ヨ
ー
ヶ
神
」
と
い
っ
て
い
る
。
水

は

「
オ
カ
ツ 

ド
」
乂

は

「
ヌ
デ
ン
ボ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
木
で
別
に
山
桐
と
も
呼
ば
れ,

桐
の
；：：
 

に
以
た
軽
い
水
で
あ
る
。
大
き
く
な
る
と
す
ぐ
枯
れ
る
し
、
役
に
立
た
な
い
木
で
ド 

駄
に
し
て
も
す
ぐ
割
れ
る
。
木
は̂
.
M

に
あ
る
の
で
こ
れ
を
使
う
。
7J
根
は,a

作
の 

呪
だ
が
、
こ
の
ロ
色
々
の
農H

の
形
に
つ
く
る
。

こ
のH

作
っ
た
「
粥
か
き
榨
」
は
雹 

害
の
恐
れ
の
時
に
、
体
の
先
に
火
を
つ
け
て
投
げ
れ
ば
の
が
れ
る
と
い
う
。

こ
の
榨 

は
一
年
叫
は
神
棚
に
あ
げ
て
お
く
。
雹
害
の
峙
は
呪
言
を
と
な
え
な
が
ら̂

く
投
げ 

あ
げ
る
。

ス
ビ
ヨ
ー

村
の
人
は
ス
ビ
ョ
ー
と
い
っ
て
い
る
値
物(

学
名
ス
ベ
リ
ヒ
ュ
ゥ)

の
枝
を
折
-) 

て
き
て
家
の
戸
门
に
さ
げ
るC

I12
病
除
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
つ
け
る
と
き
は
き
ま
っ 

て
い
な
い
。
随
時
に
と
っ
て
き
て
戸n

に
さ
げ
る
。

スビョー(川和所兒)

鎌は関係がない

相葉 伸撮影



ぬ

る

で

の

刀(

蛇
よ
け)

ぬ
る
で
の
木
で
刀
を
つ
く
り
、

一
本
便
所
に
お
く
。

こ
の
刀
で
扱
え
ば
蛇
は
お
と
な
し
く
な
る
。

蛇
は
一
般
に
大
带
に
す
る
。
そ
の
家
の
死
人
が
蛇
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
信
仰
も 

あ
る
の
で
大-
IV
に
す
る
。
特
に
屋
敷
蛇
は
絶
対
に
殺
さ
な
い
。

こ
の
刀
は
正
月
十
四 

日
物
づ
く
り
の
日
に
つ
く
る
。

狩
獵
の
話

〇
ィ
タ
チ
は
入
に
追
わ
れ
る
と
、
一
寸
人
を
ふ
り
か
え
る
。
そ
の
時
後
ろ
肢
で
立
ち
、
 

前
肢
で一

寸
耳
を
か
し
げ
る
の
は
気
味
が
悪
い
。
耳
は
人
間
の
に
似
て
い
る
。(

住 

屈
附)

〇
貉
に
ば
か
さ
れ
た
人̂

あ
る
。
貉
は
真
正
面
に
向
く
と
す
ぐ
逃
げ
る
。
横
向
き
の 

ま
ま
近
づ
い
て
捕
え
る
。

〇
郗
に
サ
ン
マ
を
と
ら
れ
た
話
も
あ
る
。

〇
犬
は
貉
を
襲
う
と
き
は
四
足
と
心
臓
を
嚙
む
。

こ
れ
だ
け
嚙
ま
な
い
と
生>

か
え 

る
。

〇
狸
の
空
死
と
い
う
が
、
実
は
息
を
し
な
く
な
る
。
心
臓
が
強
い
の
で
時
問
が
た
つ 

と
生
き
返
る
。(

住
居
附)

十
二
、
そ 

の 

他

村
へ
や
っ
て
く
る
旅
人

大
正
の
初
め
頃
ま
で
よ
く
来
た
も
の
。

〇
祭
文
よ
み

〇
ゴ
ゼ(

三
味
線
を
も
つ
女)

〇
押
売

〇
へ
ィ
ト
ゥ(

乞
食)

〇
お
獅
子

〇
漆
か
き
職
人(

今
も
来
て
い
る
。
ヵ
キ
ガ
マ
、
皮
ム
キ
ガ
マ
を
も
っ
て
搔
く
、
福

井W

か
ら
七
十
八
才
の
爺
さ
ん
が
拾
度
野
栗
に
き
て
い
た
1]
絵
参
照
。)

〇
ロ
よ
せ

ミ
ヵ
ン
箱
位
の
包
み
を
も
っ
て
そ
れ
に
よ
り
かX

り
、$

に
水
を
入
れ
、
山
^.
な 

ど
幹
の
青
い
も
の
で
か
き
ま
わ
さ
せ
て
初
め
る
。

「
こ
れ
か
ら
云
う
の
は
お
母
あ
さ
ん
の
い
う
こ
と
だ
」
な
ど
と
い
っ
て
初
め
る
。
 

遺
族
は
涙
を
流
し
て
そ
れ
を
閒
く
。

(

以
上
、
川
和
、
乙
母
、
野
栗
等
殆
ん
ど
全
村)

方

言

オ
ホ
リ
ノ
ゥ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ 

(

有
難
度
ご
ざ
い
ま
し
た)

シ
ョ
ー
シ
ナ
イ 

(

可
愛
想)

イ

シ

イ

£

心
い)

ヵ
レ
ル 

(

食
べ
ら
れ
る)

ッ
ミ
の
毛 

(

陰
毛) 

(

川
和•

野
栗
等)

造
り
酒
屋

新
羽
に
百
石
造
り
の
造
り
酒
屋
が
二
軒
、
横
原
と
乙
父
に
各
一
軒
あ
っ
た
。
 

新
羽
か
ら
は
「
正
勝
」
と
い
う
銘
酒
が
出
た
。
正
月
に
は
農
家
は
皆3

か
か
を
あ 

t

て
酒
浸
り
に
な
っ
た
。

米
の
市
場

白
井
で
米
の
市
場
が
fe
月
六
ノ
日
に
開
か
れ
た
。



住
居
附•

野
栗•

奥
名
郷
の
聞
書 

上 

野 

勇

一
、
住 

居 

附

•
オ
コ
ジ
ョ

0

牙
ゴ
ジ
ョ
は
山
の
神
の
お
使
い
で
、
山
奥
に
い
る
。N

が
丸
く
、
き
ね
ず
み
に
似 

て
、•

へI

ゲ
(

灰
毛X

背
に
黒
い
筋
か
ま
た
白
い
筋
が
あ
っ
て
お
と
な
し
い
。
耳 

は
人
間
の
耳
に
似
て
い
る
。

〇
県
で
堰
堤
を
作
っ
た
時
、
小
屋
の
杉
皮
を
は
い
だ
ら
い
た
。
丸
く
な
っ
て
い
て
、
 

し
っ
ぽ
は
立
っ
て
い
る
。
ど
が
ら(

胴)
.

は
太
い
。

オ
サ
キ

〇K

が
朝
茶
を
の
み
な
が
ら
、
「
ゥ
ヮ
ッ
タ
ィ
ラ
の
お
じ
ご
が
火
事
だ
」
と
い
ぅ
の
で 

村
中
さ
わ
ぎ
に
な
っ
た
。
白
ぎ
つ
ね
の
お
つ
げ
が
夢
で
あ
っ
た
。

〇
オ
サ
キ
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
、
チ
ュ
—
ダ
ン
、
ゲ
ダ
ン
と
い
ぅ
時
期
に
さ
わ
ぐ
夺
が
あ 

る
。
二
十
年
目
、
六
十
年
目
に
め
ぐ
っ
て
来
て
、
ゲ
ダ
ン
の
時
余
計
さ
わ
ぐ
。

：

.  

〇K

さ
ん
が(

オ
サ
キ
ッ
キ
と
い
わ
れ
て
い
る)

通
っ
た
と
思
っ
た
が
、
あ
し
か
た 

〇
養
蚕
を
他
人
に
見
せ
た
が
ら
な
い
。

〇
繭
を
見
せ
な
い
。

〇
小
便
を
ひ
っ
か
け•
て
行
く
。

〇
繭
を
売
る
時
、
は
か
り
に
オ
サ
キ
が
の
る
。

〇
オ
サ
キ
は
め
い
た
ち
に
似
て
い
る
。
耳
が
丸
い
。
実
物
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
 

〇
子
守
が
着
物
に
つ
つ
ん
で
子
守
っ
た
。

O
T
 • H

が
、
オ
サ
キ
が
こ
こ
ら
に
来
て
い
る
っ
て
、
追
っ.
て
廻
っ
た
が
、
ひ
っ
か

か
れ
た
。
行
列
を
な
し
て
通
る
。

〇
い
ま
で(

今
で
も)

鍋
や
鉢
の
ふ
た
を
し
ゃ
も
じ
で
た
た
く
と
、
寄
っ
て
来
る
と 

い
っ
て
お
こ
ら
れ
る
。

〇
嫁
に
来
る
時
の
中
荷
に
乗
っ
て
来
る
。
そ
こ
の
う
ち
で
子
を
ふ
や
す
。

〇
め
い
た
ち
を
と
っ
て
つ
ん
だ
す
と
、
そ
こ
の
う
ち
の
も
の
は
い
や
な
顔
を
す
る
。

山
仕
事•

山
の
信
仰

〇
バ
ン
ダ
ィ
モ
チ
は
、
け
ん
た
の
上
で
マ
サ
キ
リ
の
み
ね
で
つ
く
る
。

〇
モ
リ
キ(

神
木)

の
木
の
葉
一
枚
で
も
け
つ
に
た
け
て
お
く
な
。

〇
モ
リ
キ
を
切
っ
て
持
ち
出
し
た
の
が
全
部
ま
い
っ
た
。

〇
山
の
神
様
の
木
を
切
っ
て
、
下
に
出
す
時
つ
ぶ
さ
れ
て
足
をW

っ
た
。

〇M

っ
た
人
も
、
モ
リ
キ
を
切
る
と
た
た
る
。
门
分
で
切
ら
ず
中
売
り
に
た
の
ん
で 

も
た
た
る
。

〇
某
は
人
の
頭
を
な
め
る
よ
う
な
人
問
だ
が
、
く
び
を
く
く
っ
て
死
ん
だ
。
 

O
N
 • T

が
、
山
の
神
の
つ
か
い
も
の(

山
犬)

が
し
し
を
と
っ
た
の
を
、n

分
の 

犬
が
と
っ
た
よ
う
に
し
て
持
っ
て
来
た
。
す
る
と
、
家
来
が
不
埒
を
し
た
と
い
う 

の
で
、
そ
の
犬
を
山
の
神
に
と
ら
れ
た
。

〇
山
の
神
様
を
し
よ
ょ
い
出
し
て
、

•

下
へ
持
っ
て
行
っ
た
〇
す
る
と
病
気
が
は
や
っ 

た
の
で
、
ま
た
元
の
所
へ
戻
し
た
。

〇
お
ぶ
す
な
様
は
、
つ
が
の
ま
わ
り
に
い
た
が
、
方
角
が
よ
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
、
 

今
の
位
置
に
移
し
た
。

O
H

は
天
狗
様
の
杉
の
木
を
切
っ
て
、
こ
な
し
き
ら
な
い
う
ち
に
気
が
ふ
れ
た
。
 

〇
稲
含
の
山
の
神
に
あ
げ
て
あ
る
し
や
く
な
げ
を
こ
い
で
来
た
が
、
気
が
ふ
れ
た
。
 

五
尺
も
あ
る
木
は
だ
ん
だ
ん
弱
っ
た
。



〇
神
様
は
役
に
は
た
た
な
い
が
ば
ち
は
あ
て
る
。

〇
か
つ
ら
の
枝
、
芽
を
、
ば
ん
ど
り
が
た
べ
る
。

妖

怪

〇
鍋
割
の
官
林
に
、

一
つ
ま
な
こ
が
出
た
。

〇
鍋
割
で
、
山
男
に
杯
を
も
ら
っ
た
。
人
に
見
せ
ち
や
い
け
な
い
と
、
,

わ
れ
こ
：
、
 

見
せ
た
ら
く
ま
ん
ば
ち
の
巣
に
似
て
い
た
。

*

〇
笠
丸
に
昔
山
男
が
い
た
。
ほ
ら
穴
が
あ
っ
て
、
表
か
ら
見
る
と
話
し
声
が
す
る
が
、
 

入
っ
て
見
る
と
一
人
だ
。
い
ろ
り
の
そ
ば
に
葉
を
ま
い
て
い
る
。
あ
お
い
で
い
る 

う
ち
に
、
大
き
く
な
っ
た
の
を
煮
て
く
れ
た
。

〇
下
仁
忠
稲
荷
の
音
にひ

び
.
：,

て
い
るS

Q

い
る
所
は
、J

あ

げ
を
す
養 

に
は 

今
来
た
ぬ
れ
た
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。
赤
飯
を
あ
げ
て
、
い
く
つ
ぶ
残
し 

て
お
く
と
い
え
ば
、
そ
の
通
り
残
し
て
お
く
。

〇
秋
、
む
じ
な
の
穴
を
見
つ
け
て
お
い
て
、
針
金
で
輪
を
作
り
、
出
て
来
る
と
こ
ろ 

を
つ
か
ま
え
る
。
寒L

の
で
と
こ
炭
を
お
こ
し
て
、
出
て
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
 

針
金
に
ひ
っ
か
か
れ
ば
、
鳴
る
ょ
う
に
鈴
を
つ
け
て
お
く
。
そ
の
待
ょ
、
ひ
っ
か 

力
り
そ
こ
な
っ
て
、
お
く
り
に
入
っ
た
。
十f

時
十
二
時
に
な
る
。a

か
の
む
じ 

な
力
鳴
い
て
通
る
。
う
さ
ぎ
が
ト
ン
コ
ト
ン
コ
歩
く
。
世
の
中
が
生
き
物
た
ら
ナ 

た
。
す
る
と
、
飛

fr
機
の.K

が
す
る
。
戦̂

で
も
す
る
か
な
と
、
弟
と
い
っ
て

-  

た
。
そ
の
う
ち
段
々
気
持
が
悪
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
松
明
を
つ
け
て
お
く
り
こ 

入
る
。

メ
ク
ラ
ド
ン
ブ
の
tf
が
、
飛
行
機
に
閒
え
た
の
だ
が
眠
れ
な
く
な
っ
た〇

-  

こ
の
時
は
と
れ
な
か
っ
た
。

〇
捉
ヶ
岡
の
家
畜
11:
ハ
進
会
のW

り
、
磐
卩
か
ら
七
曲
り
に
か
か
っ
」
」寺
は
おf

ろ
月 

夜
た/

た
が 

そ
の
う
ち
に
い
く
ら
か
小
雨
が
降
っ
て
米
た
の
で
、

ー
ニ
〇
1*]
で 

來
を
バ
っ
て3

る
と
、
黑
い
も
の
が
出
て
來
て' 

小-
S

の
屮
に
と
び
こ
ん
だ
。
 

ね
こ
じ
ゃ
ね
え
む
じ
な
だ
と
忍
っ
た
。
出
な
い
小
便
を
し
っ
て
考
え
た
。
傘
を 

つ
ほ
め
て
み
た
ら
、
傘

が

い

い
•

へ
だ
。
く
を
か
ぶ
っ
て
道
が
九
尺
あ
る
。
け
つ 

力
ら
い
ざ
っ
て
い
け
ば
大
史
夫
だ
。

こ
っ
ち
をW

な
け
り
ゃ
大t

火
と
、

け
つ 

を
む
け
て
、
た
く
り
た
く
り
步
い
て
、
傘
で
ぶ
っ
と
ば
し
て
く
び
ね
っ
こ
を
つ
卜

ま
え
た 

そ

の

足

でT

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
寄
っ
た
。
「
な
ん
ち
ゅ
う
馬
鹿
野
郎
だ 

が
、
こ
の
下
で
と
っ
た
ん
ベ
え
」
とT

さ
ん
が
い
っ
た
。

〇
む
じ
な
に
は
、
学
校
っ
子
や
、
女
し
は
よ
く
だ
ま
さ
れ
た
。
え
さ
を
探.

に
よ
く 

出
た
。
ま
が
め
に
出
た
む
じ
な
は
、
年
と
る
ほ
ど
ず
る
く
な
る
。

〇
む
じ
な
が
ひ
ら
り
と
、
う
さ
ぎ
に
な
る
。
前
足
が
少
し
し
か
つ
か
な
い
か
ら
三
本 

足
に
見
え
る
。
あ
し
が
た
が
小
さ
い
方
が
あ
と
に
な
る
。

〇
む
じ
な
の
あ
し
が
た
は
、
ち
ど
り
。
夫
婦
で' 

一
つ
通
っ
た
よ
う
に
通
る〇

0

年
を
と
る
と
、
く2

毛
が
は
え
て
い
る
。

〇
馬
鹿
っ
面
し
て
い
る
と
、
ひ
ょ
い
と
荷
を
ひ
ん
ぬ
く
。

〇
し
よ
い
こ
に
、
さ
ん
ま
を
し
ば
っ
て
来
る
と
、
う
し
ろ
か
ら
来
て
と
る
。S
4

-  

七
八
年
頃
。
 

丨

- 

〇 K

さ
ん
が
道
の
下
に
つ
き
お
と
さ
せ
た
。

〇
タ
ノ
キ
は
人r

に
な
れ
て 

流
し
も
と
に
来
る
。
ず
う
ず
う
し
く
な
る
と
、
飼
犬 

と
同
じ
だ
。

〇
タ
ノ
キ
は
心
臓
が
丈
夫
で
、
セj

ズ
ヵ
に
入
れ
て
お
い
て
も
生
き
か
え
る
。

そ
の
他

〇
先
祖
代
々
充
りn

い
な
し
で
、
土
地
に
は
値
が
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
で' 
y
 

か
ら
余
り
変
化
は
な
い
。
 

t
 

〇
昔
、
剣
道
の
先
生
が
い
て
、
試
介
に
来
る
と
、
犬
を
出
す
。
犬
を
ft
か
す
と
、,H
 

分
が
出
た 

犬
が
竹
刀
を
と
る
。
犬
も
へ
い
き
ん
よ
く
や
る
。
修
業
人
に
廣
を
し 

L

て
挨
拶
を
さ
せ
る
。S

さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
犬
を
は
た
き
こ
ん
だ
のi
 
一
人
で
、
 

あ
と
は
竹
刀
を
と
ら
れ
て
、
逃
げ
て*

っ
た
。

〇
馬
庭
の
先
生
は
、
思
庭
の
山
のW

え
る
と
こ
ろ
は
、
鳥
を
た
め
柄
杓
で
お
さ
え
こ
。
 

〇
某
は
乙
父
の
役
人
に
ほ
め
ら
れ
た
。
村
の
士
人
の
う
ち' 

丈

出

か

け

、
袴
が 

足
り
な
い
の
で
、
羽
織
を
裏
が
え
し
に
し
て
入
っ
て
い
っ
た
。



二
、
野 

栗

産

育

〇
野
栗
の
権
現
様
に
、
竹
の
樋
を
あ
げ
る
。
乳
の
ほ
そ
い
人
は
太
く
な
る
。
豚
の
子 

が
七
つ
生
れ
て
、
乳
が
ほ
そ
い
の
で
、
と
い
か
け
を
し
た
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

〇
お
み
た
ら
し
の
水
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
身
に
入
れ
れ
ば
太
る
。

〇
女
は
お
産
を
し
て
三
十
三
日
、
タ
ヵ
パ
シ
ョ(

橋)

を
廻
ら
な
い
。

〇
神
参
り
し
な
い
う
ち
に
、
日
に
あ
て
る
と
ば
ち
が
あ
た
る
。
遠
く
に
つ
れ
て
行
く 

に
は
し
め
し
を
か
ぶ
せ
る
。

葬

制

〇
口
寄
せ
は
、
甲
州
か
ら
来
た
。
箱
を
紺
の
風
呂
敷
に
包
ん
で
、
ど
ん
ぶ
り
に
水
を 

入
れ
て
、
草
の
葉
で
か
ん
ま
し
て
か
ら
始
め
た
。

〇
重
病
の
時
は
、
川
で
コ
リ
を
と
る
。
こ
の
時
は
豆
を
数
と
り
に
使
う
。
組
内
は
み 

ん
な
裸
で
、
水
を
か
ぶ
る
。
「
ヒ
フ
ミ
ョI
と
と
な
え
る
と
、
だ
め
と
思
っ
た
の
が

生
き
か
え
る
。

セ
ン
ク
リ
を
と
る
と 

い
う
。
大
勢
ほ
ど
早
く
終
る
と
い
う 

の
で
、

一
軒
一
組
で
五
人
出
た
こ
と 

が
あ
る
。
セ
ン
グ
リ
と
っ
て
も
死
ん 

だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
る
。

〇
死
ん
だ
も
ん
の
身
近
の
も
の
が
よ
る 

(

さ
わ
る)

と
、
鼻
血
を
出
す
。
馬 

で
も
そ
う
だ
。
十
一
頭
生
利
で
死
ん 

だ
が
、
主
が
よ
る
と
、
鼻
血
を
出
し 

た
。

〇
便
所
の
刀
で
、

へ
び
を
よ
る
と
、
 

動
か
な
く
な
る
。
や
し
き
廻
り
に 

出
る
と
、
死
ん
だ
も
ん
が
出
た
と

い
つ
て
よ
ろ
こ
ぶ
。

〇 

一
年
に
二
人
死
ぬ
と
、二
人n

の
時
に
は
、墓
に
杵
か
藁
槌
か
お
ひ
な
様
を
い
け
る
。

禁

忌

〇
親
を
に
ら
む
と
か
き
の
む
し
に
な
る
。
か
き
の
む
し
は
目
が
あ
と
の
方
に
あ
る
。
 

〇
も
え
く
じ
を
足
で
ふ
む
と
親
不
幸
。

〇
木
を
も
と
か
ら
く
ベ
る
と
、
身
上
が
さ
か
さ
に
な
る
。

ま
じ
な
い

〇

木
の
皮
が
は
げ
る
と
、
ひ
げ
ん
様
が
庇
を
し
つ
た
か
ら
、
ミ
ナ
シ
キ
ャ
ク
ジ
ン(

み 

や
げ
の
な
い
客
人
、

へ
一
と
一
、
お
し
う
り)

が
来
る
ぞ
と
い
つ
て
、
来
な
い
よ 

う
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
り
の
そ
ば
の
ご
み
を
入
れ
る
。

〇
獅
子
に
頭
を
か
ん
で
も
ら
う
と
、
か
ぜ
を
引
か
な
い
。

〇
う
る
し
か
き
の
め
し
を
食
う
と
、
か
せ
な
い
。

三
、
奥

名

郷

、

狩
な
ど

〇
ア
オ
シ
シ
、
ア
オ
タ
、
か
も
し
か
。

〇
く
ま
を
と
る
と
、
あ
と
のM

が
あ
た
る
よ
う
に
片
耳
と
つ
て
、
山
の
神
に
あ
げ
る
。
 

〇
う
さ
ぎ
と
い
う
と
と
れ
な
い
。

ナ
ガ
と
か
ヤ
ロ
ー
と
い
う
。

〇
さ
る
も
ヤ
マ
ノ
オ
ツ
ツ
ア
ン
と
か
、

エ
テ
と
い
う
。

〇
く
ま
は
、
お
く
ま
ん
様
の
お
使
い
だ
。

〇
朝
つ.
ぱ
ら
か
け
す
を
ぶ
つ
と
と
れ
な
い
。

〇
朝
つ
ぱ
ら
ミ
ヨ
ー
ゲ
ン(

う
な
ぎ
に
似
て
、
ひ
げ
が
あ
る)

を
と
る
と
と
れ
な
い
。
 

〇
山
鳥
の
羽
が
十
二
節
以
上
あ
る
と
尾
が
光
る
。

〇
オ
ッ
ト
ー
ド
リ
と
い
う
の
は
、
オ
ッ
ト
ー
、
オ
ッ
ト
ー
と
鳴
く
の
で
、
仏
法
僧
と 

同
じ
だ
と
い
う
。

〇
や
ま
う
さ
ぎ
は
、
ホ
イ
ホ
イ
と
、
人
間
の
呼
ぶ
よ
う
に
鳴
く
。
 

〇
シ
イ
ッ
ク
、
ッ
ク
リ
イ
ヨ
、
ッ
ク
リ
イ
ヨ
と
嬋
が
鳴
く
と
、
土
用
が
あ
け
て
行
く
。

野栗権現の竹樋

近藤義雄撮影



〇
こ
一
ろ
ぎ
が
土
用
が
あ
け
る
三
日
前
に
鳴
く
と
、
霜
が
早
い
。

〇
山
の
蚊
が
キ
—
ン
、
キ
ー
ン
と
島
く
。

〇
き
ば
と
は
、
か
な
し
ぶ
を
食
べ
る
。

〇
せ
き
れ
い
を
と
る
と
鍋
釜
が
割
れ
る
。

行

事

〇
黒
沢
家
は
、
ほ
と
ん
ど
檜
の
門
松
を
立
て
る
。

婚

姻

〇
お
す
わ
様
は
、
お
ん
な
神
様
だ
か
ら
こ
こ
は
婿
と
り
が
多
い
。
士
一
軒
の
う
ち
五 

軒
、
相
続
人
が
そ
な
わ
ら
な
い
。
男
の
子
が
死
ん
だ
よ
う
に
な
る
。

こ
と
わ
ざ

〇
あ
わ
食
っ
て
出
世
し
た
の
は
、
ほ
お
じ
ろ
と
沼
田
の
村5

J
〇

山
の
神 

ン

〇
十
七
日
に
、
山
の
神
様
が
ハ
ツ
リ
オ
ノ
で
す
ね
を
削
っ
た
の
で
、
そ
の
日
は
仕
事 

を
し
な
い
。

〇
十
七
日
は
山
の
神
様
の
日
な
の
に
、

マ
サ
キ
リ
で
木
を
切
っ
て
い
る
ゲ
ら
こ
、
木 

カ
ノ
ボ
リ
カ
エ
ツ
て
死
ん
だ
。

〇
四
月
十
七
日
は
大
祭
で
、
村
中
集
ま
る
。

〇
バ
ン
ダ
ィ
モ
チ
は
、
ゥ
ル
ノ
コ
メ
を
ふ
か
し
て
二
三
人
で
つ
く
。
ね
ば
る
も
の2

。
 

一

寸
は
ば
の
串
を
つ
く
っ
て
い
も
串
の
よ
う
に
し
て
焼
く
。

〇

十
七
日
に
祭
ら
な
か
っ
た
家
の
子
ど
も
が
、
七
日
間
か
く
さ
れ
た
。
何
を
食
べ
て 

た
の
か
出
て
来
た
時
や
せ
て
い
な
か
っ
た
。

〇
こ
び
き
の
か
か
あ
が
、
子
を
つ
れ
て
米
と
ぎ
に
出
て
い
な
く
な
っ
た
。

士

、
日 

目
に
見
つ
か
っ
た
。
す
ぐ
そ
ば
ま
で
探
し
に
来
た
が
、
そ
ば
で
だ
ま
っ
て
ろ

く!2/
、
 

う
か
ら
、
六
回
だ
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

禁

忌

〇̂

て
ん
と
様
が
、
朝
あ
が
る
時
、.
ジ
ャ
が
飲
む
ベ
え
と
し
た
が
、
藤
の
ヮ
ツ
カ
を 

投
げ
た
ら
ジ
ャ
の
首
に
か
か
っ
て
お
て
ん
と
様
が
助
卜
っ
た
。
そ
れ
で
、
お
て 

ん
と
様
が
朝
お
れ
を
拝
む
よ
り' 

足
元
の
ふ
じ
っ
つ
る
に
気
を
つ
け
ろ
と
い
っ
た

の
で
、
「朝
藤
花
繩
」(

を
燃
し
て
は
い
け
な
い)

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

〇̂

^

飯
、
汁
か
け
飯
を
し
て
は
い
け
な
い〇

新
羽
のH

は
四
、
牽

前

、
朝
汁 

力
け
飯
を
し
て
出
か
け
た
が
苗
動
車
が
落
ち
て
死
ん
だ
。

〇
エ
ゴ
は
、
お
い
べ
す
様
の
お
使
い
だ
ち
ゃ
、
殺
す
と
く
せ
ら
れ
る
。

〇
や
し
き
の
へ
び
は
や
し
き
神
康
だ
。

オ
コ
ジ
ョ

〇
お
く
り
の
畑
に
、
昼
寝
し
て
い
る
と
出
て
来
た
。
色
は
雪
の
よ
う
に
白
く
、
大
き 

さ
は
ね
ず
み
ぐ
ら
い
で
、
恰
好
は
娥
犬
の
よ
う
だ
。
冬
は
氷
っ
た
よ
う
こ
な
っ
て 

い
る
。
背
に
は
黒
い
筋
が
あ
る
。

〇
畑
う
な
し
に
行
っ
た
ら
出
た
の
で
、
た
た
い
た
ら
筑
ぐ
ら
い
な
巣
が
あ
っ
て' 

出 

る
と
も
出
る
と
も
沢
山
出
た
。
と
ろ
う
と
し
た
が
、
眠
く
な
っ
た
の
で
や
め
に
し 

才
—
サ
キ

〇
オ
コ
ジ
ョ
に
似
て
、
ね
こ
の
子
ぐ
ら
い〇

耳
は
人
間
の
耳
に
似
て
い
る
。
殺
し
た 

ら
た
た
っ
た
。
死
骸
は
と
も
ぐ
い
す
る
。
本
人
に
た
た
ら
な
い
で
、
う

ち

こ

た

た

；  

る

の

でN

に
た
た
っ
て
、
ロ
が
き
け
な
く
な
っ
て
死
ん
だ
。

〇
虎
の
絵
を
か
け
て
お
く
と
い
い
。

〇
オ
ー
サ
キ
モ
チ
は
、
か
ま
わ
な
け
れ
ば
た
た
らk

、
。

妖

怪

〇
ヤ
マ
ン
ボ
。
夜
泣
く
と
、
で
か
い
男
が
来
る
。
い
い
子
な
ら
大
き
く
す
る
。
悪
' 

と
高
い
岩
の
上
か
ら
ほ
う
り
お
と
す
。
権
現
岳
の
上
で
見
つ
か
っ
た
こ
と 

る〇
I
 

岩
の
棚
に
い
た
の
で
ひ
も
で
ず
り
あ
げ
た
。

〇
タ
カ
ン
ボ,

(

き
つ
ね
の
化
け
た
も
の)

と
和
尚
と
、が
、
タ
カ
ゾ
リ
ヤ
マ
の
裏
こ 

あ
こ
の
と
こ
ろ
で
、
拝
み
っ
こ
を
し
て
、
タ
カ
ンf

が
負
け
て
出
て
歩か

.
;  

く,

た
力
喜
年
の
ね
ん
が
あ
け
て
、
昭
和
十
三
年
頃
に
ま
た
出
て
来
た
。
 

馬
を
引
い
て
河
原
を
歩
き
廻
り
、
さ
か
な
を
と
ら
れ
た
者
が
あ
る
。

神
様
の
疆
に
く
そ
を
す
る
く
ら
い
の
人
だ
ベ
五
月
あ
た
り
、
野
栗
？
 

焼
酎
を
のS

っ
て
来
る
と
、
赤
い
着
翁
織
の
娘
が
前
を
歩
い
て
い
た
。
赤
い



手
さ
げ
か
ば
ん
を
持
っ
て
い
る
。
娘
は
気
が
な
げ
な
歩
き
方
を
し
て
い
る
の
で
、
 

追
い
つ
め
よ
う
と
す
る
が
追
い
つ
ま
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
、
ふ
い
と
い
な
く
な
っ 

て
し
ま
っ
た
。
む
じ
な
に
だ
ま
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

〇
む
じ
な
に
だ
ま
さ
れ
て
朴
の
葉
っ
ぱ
を
頭
に
つ
け
て
蹴
っ
た
も
の
も
あ
る
。
 

〇
ひ
の
き
の
坂
の
せ
ん
の
滝
の
近
く
に
む
じ
な
が
出
て
、
あ
ず
き
を
と
ぐ
よ
う
な
、
 

ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
音
を
た
て
た
。
と
ら
え
た
時
は
毛
が
白
く
な
っ
て
い,-
こ
。

禁

忌

〇
さ
わ
な
か
の
二
本
立
ち
、
お
ね
の
三
本
立
ち,

ま
ど
木
は
、
山
の
神
の
休
み
木
、
 

と
ま
り
木
と
い
っ
て
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。

〇
魚
尾
の
モ
リ
キ
を
、
お
ら
が
く
だ
っ
て
売
っ
た
ら
、
お
や
じ
が
病
気
、
子
ど
も
が 

二
人
か
死
ん
だ
。

〇
飼
っ
た
ね
こ
の
あ
と
つ
ぎ
を
さ
せ
る
な
。

〇
朝
さ
る
の
話
を
す
る
と,

ア
カ
メ
ザ
ル
と
い
っ
て
、

ロ
ン
が
あ
る
。
夜
さ
る
の
話 

は
、

ョ
ザ
ル
マ
ル
モ
ー
ケ
と
い
っ
て
い
い
。

〇
家
で
口
笛
を
吹
く
と
、
サ
ン
ボ
ー
コ
ー
ジ
ン
サ
ン
が
逃
げ
出
す

〇

〇
い
ろ
り
の
薪
を
フ
ン
ガ
ケ
ル
と
、
親
の
頭
を
ふ
む
。

〇
養
蚕
中
、

ョ
メ
ゴ
サ
ン
と
い
わ
な
い
と
、
ね
ず
み
に
と
ら
れ
る
。

ま
じ
な
い

〇
か
ぜ
の
時
、
豆
で
背
中
を
こ
す
っ
て
、
三
本
辻
に
出
す
。

〇
か
ぜ
の
時
、
う
る
し
の
木
に
針
を
さ
し
、
な
お
し
て
も
ら
え
ば
ぬ
く
。

〇
あ
つ
け
の
時
に
は
、
庭
に
出
し
て
、
腰
か
け
さ
せ
、
ま
じ
な
い
を
と
な
え
、
菅S
 

.

を
か
ぶ
せ
、
柄
杓
に
四
五
杯
く
ら
い
水
を
か
け
る
。

〇
や
ん
め
の
時
は
、
め
を
五
つ
書
い
て
、
薬
師
様
に
あ
げ
る
。

〇
メ
カ
イ
を
か
ぶ
る
と
、
メ
カ
ゴ
に
な
る
。
イ
モ
フ
リ
メ
カ
イ
を
よ
っ
ち
ゃ
い
ナ 

な
い
。
橋
の
上
で
、
メ
カ
イ
を
半
分
見
せ
て
、
水
神
様
に
「
な
お
し
て
ぐ
れ
れf
 

全
部
見
せ
ま
す
」
と
い
う
。

〇
井
戸
に
ふ
る
い
を
半
分
見
せ
、
な
お
れ
ば
全
部
見
せ
る
。
 

〇
え
ぼ
、
八
幡
様
の
お
石
を
か
り
て
来
る
。

〇
え
ほ
、
米
粒
を
雨
だ
れ
お
ち
に
う
め
る
。
く
さ
る
時
に
は
な
お
るC

〇
米
粒
で
、
い
ぼ
を
な
で
る
。

〇
い
ぼ
ベ
っ
と
一
(

い
ぼ
蛙)

を
、
つ
っ
つ
い
て
、
片
が
つ
く
と
い
ぼ
が
出
来
る
。
 

〇
こ
一
で
、
障
子
の
穴
か
ら
手
を
出
し
て
、
両
親
の
史
夫
な
末
の
子
に
縫
い
糸
で
、
 

し
ば
っ
て
も
ら
う
。

〇
し
び
れ
、
ご
み
を
額
に
三
つ
つ
け
る
〇

〇
こ
ぶ
が
出
た
時
は
、
「
ち
ち
ん
ぴ
よ
—
ぴ
よ
—
、
.

い
た
い
と
こ
ろ
は
、
と
な
り
の
山 

へ
と
ん
で
い
け
」
と
い
う
。

〇
ヤ
ィ
バ
の(

乳
歯
が
ぬ
け
か
わ
る)

時
は
、
親
が
ぬ
い
て
や
る
。
し
た
っ
ぱ
は
更 

所
、
う
わ
っ
ぱ
は
流
し
の
下
に
「
お
れ
の
歯
が
先
に
は
え
ろ
、
鬼
の
歯
が
あ
と
で 

は
え
ろ
」
と

か

「鬼
の
歯
よ
り
、
丈
夫
な
歯
が
は
え
ろ
」
と
唱
え
て
棄
て
る
。
 

〇
夜
泣
き
は
お
ん
と
り
の
絵
を
か
い
て
、
子
の
上
に
さ
か
さ
に
は
る
。

〇
勝
山
に
小
判
の
土
用
干
し
を
す
る
ほ
ど
の
家
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
旅
の
者
が
見
た 

の
で
、
作
番
頭
が
後
を
追
っ
て
殺
し
た
。
主
人
が
証
拠
が
な
け
れ
ば
駄H

じ
ゃ
な 

k

力
と
い
う
ん
で
、
ま
た
行
っ
て
、
耳
を
と
っ
て
来
た
。
そ
れ
か
ら
た
た
る
の
で
、
 

耳
の
片
方
と
れ
た
地
蔵
様
を
作
っ
て
拝
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
は
絶
え
た
。
耳
だ1 

の
時
は
、
こ
の
耳
神
様
を
祈
れ
ば
な
お
る
。



上

野

村

東

部

の

民

俗 

関
口

 

正 

己

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
調
査
し
た
も
の
で
、
野
栗
沢
、
野
栗
、
新
羽
、
 

勝
山
、
川
和
地
区
の
も
の
で
あ
り
、
部
落
名
は
各
項
の
終
り
に
一
括
し
て
記
し
た
。

一
、
禁 

忌

〇
黍
餅
は
神
様
に
お
供.
克
し
な
い
。
そ
の
わ
け
は①

黍
は
土
用
の
八
日
に
生
ま
れ
た 

か
ら
生
ま
れ
日
が
わ
る
い
。②

ま
た
黍
は
、
と
う
の
国
か
ら
持
っ
て
来
た
も
の
で
、
 

こ
の
時
、
お
ば
あ
が
、
ふ
ん
ど
し
に
包
ん
で
来
た
も
の
だ
か
ら
、
昔
天
竺
の
神
様 

が

「
た
な
も
の
」
を
お
ろ
す
時
、
黍
は
あ
ま
り
う
ま
い
の
で
お
ろ
さ
な
い
と
い
わ 

れ
て
、
持
ち
お
ろ
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
あ
る
親
切
な
神
様
が
、
腹
へ
入
れ
て
持 

ち
下
し
た
の
で
そ
れ
を
ひ
ど
い
と
い
わ
れ
、
神
様
に
お
供
え
は
し
な
い
。
 

〇
と
う
も
ろ
こ
し
の
種
は
皮
を
つ
け
た
ま
ま
で
保
存
す
る
。
皮
を
む
い
て
保
存
す
る 

と
、
蒔
い
た
時
に
鼠
や
鳥
に
ほ
ら
れ
る
か
ら
。

〇
野
栗
権
現
の
お
祭
り
前
は
、
小
麦
わ
ら
に
腰
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。
で
き
も 

が
で
き
る
。
そ
の
わ
け
は
、
昔
野
栗
様
の
女
神
が
、
信
濃
路
に
御
進
軍
し
た
序
に
、
 

こ
の
地
に
御
休
養
な
さ
れ
て
、
御
座
に
、
小
麦
の
稈
を
菅
や
茅
の
繩
で
あ
ん
で
用 

い
た
も
の
だ
か
ら
、
八
月
一
日
の
お
祭
り(

川
原
の
わ
ら
の
上
に
御
神
輿
を 

の
せ
る
行
事
が
あ
る)

が
く
る
ま
で
は
、
腰
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
な 

お
、
こ
の
お
祭
り
の
時
に
小
麦
餅
を
七
十
五
個
流
す
の
は
、
女
神
が
こ
こ
に
い
た 

時
、
小
麦
餅
を
食
べ
た
か
ら
と
い
う
。

〇
四
十
九
日
の
前
の
新
し
い
墓
へ
お
参
り
し
て
、
古
い
墓
を
つ
い
で
に
お
参
り
し
て 

は
い
け
な
い
。
古
い
墓
が
呼
ぶ
か
ら
。

〇
お
つ
け(

汁)

を
お
椀
に
つ
ぐ
時
に
、
ナ
ベ
の
つ
る
越
し
に
つ
い
で
は
い
け
な
い
。

〇
朝
、
山
へ
行
く
時
、
猿
の
こ
と
を
ザ
ル
と
い
っ
て
は
い
け
な
い
、
け
が
を
す
る
。
 

必

ず

「
山
の
オ
ッ
チ
ャ
ン
」
と
い
う
。

0

お
茶
を
つ
ぐ
時
、
左
へ
つ
ぐ
と
、
お
客
に
対
し
出
て
い
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

〇
軒
下
の
雨
だ
れ
の
く
ぼ
み
へ
小
便
を
す
る
な
。
お
こ
と
神
様
が
日
向
ぼ
っ
こ
し
て 

い
る
か
ら
•〇

〇
家
の
人
が
死
ん
で
四
十
九
日
間
は
神
様
を
お
が
ん
で
は
い
け
な
い
。
拝
む
と
神
様 

が
け
が
を
さ
せ
る
。

〇
は
き
物
家
の
あ
が
り
は
な
を
降
り
て
は
い
け
な
い
。
昔
、
葬
式
の
時
、
お
供
を
し 

た
人
が
上
ば
き
を
は
い
て
お
い
て
、
お
墓
ま
で
い
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
縁
起
が
わ 

る
い
。(

以
上
野
栗)

〇
新
し
い
は
き
物
を
お
ろ
す
時
、
上
か
ら
は
き
お
ろ
し
て
は
い
け
な
い
。
死
ん
だ
人 

が
家
か
ら
出
る
時
は
き
物
を
は
い
て
出
る
か
ら
。

〇
寺
へ
松
の
木
を
植
え
て
は
い
け
な
い
。
「寺
で
ま
つ
」
と
い
う
か
ら
。

〇
寺
の
松
の
木
を
切
る
と
人
が
死
ぬ
。

〇
十
七
日
に
は
生
の
木
を
伐
っ
て
は
い
け
な
い
。
.
十
七
日
は
山
の
神
様
の
日
だ
か
ら
。
 

〇
夜
、
爪
を
は
ぎ
っ
て
は
い
け
な
1'
。
も
し
切
る
時
は
「
夜
の
爪
は
な
ん
の
爪
」
と 

人
に
言
っ
て
も
ら
い
自
分
が
「
タ
ヵ
の
爪
」
と
い
う
こ
と
を
三
回
い
う
。

〇
キ
ネ
お
ろ
し(

臼
か
ら
キ
ネ
を
外
へ
お
と
す
こ
と)

を
す
る
と
七
代
た
た
る
。
そ 

の
時
に
は
馬
の
ス(

尾
の
毛)

で
臼
と
杵
を
せ
お
っ
て
、
屋
の
棟
に
上
が
ら
ね
ば 

な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
用
意
に
小
正
月
の
物
作
り
に
オ
ツ
ヵ
ド
で
小
さ
い
臼
と
杵 

を
作
っ
て
お
く
の
だ
と
い
う
。

〇
川
和
の
杉
林
の
杉
の
葉
を
ひ
ろ
っ
て
も
し
て
は
い
け
な
い
。
火
事
に
な
る
。
 

〇
家
の
人
が
死
ん
で
四
十
九
日
た
た
な
い
う
ち
に
魚
を
と
る
な
、
死
者
が
あ
の
世
に



い
く
時
、
魚
で
す
べ
っ
て
転
が
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
。

〇
四
十
九
日
ま
で
お
荠
に
い
っ
て
は
い
け
な
い
。
神
様
が
け
が
れ
る
か
ら
。

〇
赤
ん
ぼ
が
で
き
て
か
ら
お
宮
へ
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
赤
ん
ぼ
は
赤
い
か
ら
、
神 

様
は
赤
い
物
を
嫌
が
る
。
け
が
れ
る
か
ら
。

〇
新
し
い
家
へ
引
越
し
て
き
た
時
、
床
の
叫
へ
赤
い
花
を
さ
し
て
は
い
け
な
い
。
赤 

い
物
は
火
に
た
と
え
て
、
火
が
寄
る
と
い
う
。

〇
不
二
穴
へ
人
が
入
る
と
風
が
吹
く
。

〇
乙
母
の
畑
の
カ
キ
の
木
を
伐
る
と
大
水
が
出
て
乙
母
の
村
が
流
さ
れ
る
。(

以
上
川

和)
〇
夜
、
頭
の
毛
を
洗
う
と
親
の
死
に
目
に
会
え
な
い
。

〇
夜
タ
ビ
を
は
い
て
ね
る
と
、
親
の
死
にH

に
会
え
な
い
。(

以t

野
栗
沢) 

〇
カ
ラ
臼
を
つ
く
と
い
け
な
い
。
縁
起
が
わ
る
い
。
そ
の
時
に
は
、
馬

の

ス(

尾
の 

毛)

で
臼
を
し
ょ
っ
て
、
屋
根
を
三
Inl
lnl
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

〇
箸
と
箸
で
、
物
を
は
さ
み
合
っ
て
は
い
け
な
い
。
死
人
の
仲
を
ひ
ろ
う
時
、
そ
う 

す
る
か
ら
。

〇
火
が
消
え
て
い
る
の
を
、,
二
人
で
吹
く
と
お
た
ふ
く
に
な
る
。
又
、
山
へ
い
っ
て 

け
だ
も
の
に
お
い
か
け
ら
れ
た
時
逃
げ
ら
れ
な
い
。(

以
上
勝
山)

〇
機
を
ま
く
時
の
糸
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
。
陰
毛
が
生
え
な
く
な
る
。

〇
朝
飯
に
汁
を
か
け
て
食
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
日
に
災
い
が
く
る
。

〇
乙
母
の
松
元
家
は
カ
ボ
チ
ャ
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
。

〇
七
月
三
日
の
晩
に
は
ネ
ギ
畑
へ
入
る
な
。

〇
夕
方
火
わ
る
さ
を
し
て
は
い
け
な
い
。
寝
小
便
が
出
る
か
ら
。(

以
上
川
和)

•  

〇
鍋
に
シ
ャ
ク
シ
を
入
れ
た
ま
ま
煮
て
は
い
け
な
い
。
お
釈
迦
様
が
こ,
の
世
の
道
具 

に
お
生
ま
れ
に
な
る
の
で
、
シ
ャ
ク
シ
に
も
生
ま
れ
る
の
で
こ
れ
が
一
番
お
そ
ろ 

し
い
と
い
っ
た
か
ら
。

〇
は
だ
か
で
便
所
へ
行
く
と
、
金
の
損
失
を
す
る
。

〇

夜

「
コ
ヶ
ッ
コ
ゥ
」
と
い
っ
て
は
い
け
な
い
。

〇
ミ
ミ
ズ
に
小
便
を
か
け
る
と
チ
ン
ボ
が
は
れ
る
。

〇
杖
を
二
本
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

〇
竹
と
木
の
箸
で
御
飯
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
骨
を
ひ
ろ
う
時
に
竹
と
木
の
箸
で 

は
さ
む
か
ら
。

〇

膳
の
ヒ
に
御
飯
を
右
に
お
き
、
お
つ
け
を
左
に
お
い
て
は
い
け
な
い
。
 

〇
魚
を
や
く
時
に
ホ
ウ
の
木
を
も
し
て
や 

い
て
は
い
け
な
い
。
ら
い
病
に
か
か
る 

と
い
う
。

〇
イ
ロ
リ
のK

の
中
へ
カ
キ
の
種
を
入
れ
る
な
。
物
を
つ
く
る
時
の
ア
ク
が
き
か
な 

く
な
る
。

〇
野
栗
権
现
様
の
氏
子
は
黍
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
。
 

〇
ネ
ギ
の
く2

味
を
や
い
て
は
い
け,
な
い
。
イ
ロ
リ
の
火
ゲ
ン
様
と
仲
違
い
を
し
て
い 

る
。(

以h

野
栗)

二
、
呪 

ぃ

〇
カ
ッ
ヶ
を
な
お
す
に
は
、
井
戸
へ
行
っ
て
「
「
井
戸
神
様
と
便
所
神
様
と
夫
婦
だ
そ 

う
だ
」
「
誰
に
閒
い
た
」
と
申
し
ま
す
と
「
カ
ッ
ケ
に
き
き
ま
し
た
」
と
答
え
る
。
 

(

野
栗
沢)

〇
長
い
お
客
を
：？
し
た
い
時
、㈠

ホ
ウ
キ
に
ほ
っ
か
ぶ
り
さ
せ
て
お
く
。㈡

坐
ぶ
と 

ん
の
下
へ
イ
ロ
リ
の
灰
を
い
れ
る
。㈢

ぞ
う
り
を
外
向
き
に
し
て
、

ヨ
ウ
ジ
で
あ 

お
ぐ
。

〇
は
れ
も
の
に
は
、
「鯉
」
と
い
う
字
を
三
つ
書
い
て
、
九
字
をW

る
。
「
り
ん
、
ひ
ょ 

う
、
と
う
、
し
ゃ
あ
、
か
い
、
じ
ん
、
れ
つ
、
ざ
い
、
ぜ
ん
」
と
'1.,1i

え
る
。
よ
く 

数
え
る
と
、
き
き
め
が
な
く
な
る
。

〇U

に
ご
み
が
入
っ
た
時
、㈠

「
ご
み
だ
ら
で
ろ
、
土
だ
ら
と
け
ろ
」
と
三
!'
>1

い
っ 

て
ふ
く
。㈡

右
の
ロ
に
入
っ
た
時
は
、
左
の
方
へ
ベ
ロ
を
三
|'»|
出
し
て
、
右
のU
 

を
ふ
く
。
(-)
「
〇
〇
さ
ん
の
ま
な
く
の
ご
み
を
出
さ
な
い
と
、
ジ
イ
ゴ
、
パ
ア
ゴ 

の
ま
な
く
へ
ご
み
を
一
升
、
は
を
一
升
ぶ
っ
こ
む
ぞ
」
と
い
っ
て
、
三
Ini
ふ
く
。
 

㈣

て
ん
と
う
様
て
ん
と
う
様
お
れ
のU

の
ご
み
を
出
し
と
く
れ
。
太
陽
の
御
恩
恵
、



7

ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
ア
」
と
い
う
。

〇
馬
が
逃
げ
て
つ
か
ま
ら
な
い
時
、
東
西
南
北
に
マ
セ
を
か
い
、
「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ヶ
ン 

ソ
ワ
カ
ア
」
と
三
ly]
唱
え
る
と
す
ぐ
と
ま
る
。(

以
上
野
栗)

〇
コ
ウ
テ
が
お
き
た
時
一H

雨
戸
を
し
め
な
が
ら
「
コ
ウ
デ
の
や
せ
男
、

コ
ウ
デ
こ 

う
す
り
ゃ
、

コ
ウ
デ
よ
く
な
る
」
と
い
っ
て
後
を
ふ
り
む
か
ず
に
く
る
。㈡

鍋
の 

つ
る
ご
し
に
手
を
入
れ
て
、
男
の
人
な
ら
女
の
し
ま
い
子
に
、
女
の
人
な
ら
男
の 

し
ま
い
子
に
、
糸
で
し
ば
っ
て
も
ら
う
。(

野
栗)g

「
朝
日
さ
す
、
こ
う
か
の
山 

の
や
せ
男
、
ま
ね
く
と
す
れ
ば
、
こ
う
で
よ
く
な
る
」
と
女
の
、
丈
,,

っ
て
、M
 

糸
で
し
ば
れ
ば
な
お
る
。(

勝
山)

〇
や
け
ど
の
時
は
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
身
を
こ
が
し
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ヶ
ン
ソ
ワ
カ 

ア
」
と
三M

と
な
え
る
。(

野
栗)

〇

 
く
さ
が
さ
の
時
「
馮
」
と
い
う
字
を
三
INI
書
い
て
、
墨
を̂

を
く
れ
る
よ
う
に
何 

M

も
め
た
ぬ
る(

野
栗)

〇
歯
が
い
た
い
時
、

一
日
に
一 M

耳
を
二
つ
に
お
っ
て
、
翁
を
す
え
る
〇
こ
れ
を 

一
日
に
一
|«>1
に一

つ
ず
つ
多
く
や
り
一
週
Ir.l
や
る
。S

栗)

〇
針
を
な
く
し
た
時
「
清
水
の
お
と
ば
の
滝
は
に
ご
れ
ど
も
う
せ
た
る
針
の
い
で
ぬ 

こ
と
な
し
」
と
三
1<>1
い
う
。

〇
家
の
中
で
物
が
な
く
な
っ
た
時
「
お
か
ぎ
様
に' 

何
々
が
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
、
 

す
ぐ
昆
つ
け
て
く
れ
、
兒
つ
か
れ
ば
す
ぐ
ほ
ど
き
ま
す
か
ら
」
と
い
う
。
 

〇
蛇
の
で
な
い
呪
い
。
「
こ
の
や
ぶ
に
か
の
こ
ま
だ
ら
の
虫
あ
ら
ば
、
山
た
つ
姫
こ
と 

く
と?
fi
nl
ら
れJ

と
三
|««1
い
い
、
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」
と
三
〇
、
う
。
 

〇
や
ぶ
に
入
る
時
「
ア
ブ
ラ
ム
ン
チ
ン
ソ
。ハ
カ
」
と
三
：
^

え
れ
ば
蛇
に
あ
う
こ
と 

は
な
い(

以t

勝
山)

〇
平
心
虫
に
さ
さ
れ
た
時
、
渋
柿Q

汁
、
ハ
エ
、
蚊
を
退
治
す
る
に
は
お
茶
が
ら
、
 

タ
ン
に
は
松
や
に
、
し
も
や
け
に
は
サ
ツ
マ
ィ
モ
、
は
れ
物
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ 

の
シ
ン
の̂

焼
(

野
栗)

三
、
兆

〇
オ
ン
ド
リ
が
寝
床
に
入
っ
て
か
ら
鳴
く
と
、
家
に
よ
い̂

が
あ
る
。
よ
い
IV
が
あ 

る
と
き
に
は
ど
ん
ど
ん
続
く
。
悪
い

*K
な
ら
悪
い
IV
が
つ
づ
く
。

〇
屋
根
の
石
が
落
ち
る
と
不
忠
議
な
こ
と
が
あ
る
。

〇
水
の
ふ
え
る
夢
を
み
る
と
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
。
赤
ん
坊
は
生
ま
れ
る
寺
こ
水
を 

つ
か
う
か
ら
。(

勝
山)

〇
鳥
が
水
を
あ
び
て
と
び
立
っ
た
方
向
の
人
が
死
ぬ
と
い
う
。

〇
犬
が
遠
ぼ
え
す
る
と
人
が
死
ぬ
。(

以k

勝
山)

〇
ホ
ー
キM

が
出
る
と
伝
染
病
が
は
や
る
。

〇
流
れM

の
時̂

一
升
と
三
|«'|
い
え
ば
金
持
に
な
る
。

〇
茶
柱
が
立
つ
と
こ
の
日
は
縁
起
が
よ
い
。

〇
烏
が
夜
な
く
と
火
IV
が
あ
る
。(

以h

野
栗)
•

〇H

夜
鳥
は
夜
に
ほ
れ
て
嗚
く
と
い
う
。(

勝U
)

〇
キ
ジ
が
な
く
と
天
気
が
わ
る
く
な
る
。
ま
た
地
震
が
す
る
。

〇
鍋
の
底
へ
火
が
つ
く
と
風
が
吹
く
。

〇
畳
が
ピ
カ
ピ
カ
し
な
い
と
曇
る
か
、
雨
が
ふ
る
。

〇
雲
を
出
す
と(

雲
が
两
に
く
る
と)

天
気
に
な
り
、
入
れ
る
と
雨
が
ふ
る
。
 

'
〇
火
ゲ
ン
様(

ィ
ロ
リ
神
様)

がK

を
す
る
と
珍
し
い
客
が
く
る
。
火
が
シ
ユ
ッ 

シ
ユ
ッ
と
も
え
る
と
得
の
と
れ
な
い
客
が
く
る
。

〇
月
が
ツ
ィ
星
す
る
と
人
が
死
ぬ
。
抱
きM

す
る
と
人
が
生
ま
れ
る
。(

以
ヒ
野
栗)



乙

父

の

民

俗

乙
父
は
多
野
郡
ヒ
野
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
り
、
神
流
川
の
両
岸
に
発
述
し
て
い 

る
部
落
で
あ
る
。

コ
ー
チ
の
数
は
十
四
、
世
帯
数
は
約
百
三
十(

昭
和
三
十
四
年
八 

月
现
在)

〇
現
在
で
は
コ
ン1

1

ャ
ク
、
餅
炭
、
養
蚕
、
材
木̂

を
主
な
収
入
源
と
し
て 

い
る
。
部
落
の
人
の
は
な
し
に
よ
る
と
、
以
前
の
収
入
の
第
一
は
養
蚕
で
あ
り
、
和 

紙
、
板
割
の
収
入
が
そ
れ
に
次
い
で
い
た
と
い
う
。
現
在
、
収
入
の
第
一
位
を
占
め 

て
い
る
コ
ン1

1

ャ
ク
は
、
昭
和
の
は
じ
め
か
ら
本
格
的
に
栽
培
し
た
も
の
と
い
う
か 

ら
、
IM•
史
は
ま
だ
浅
い
。
米
は
わ
ず
か
し
か
と
れ
な
い
。
以
前
は
甘
楽
や
信
州
方
面 

か
ら
馬
の
背
に
の
せ
て
は
こ
ん
だ
と
い
う
が
、
現
在
で
は
藤
岡
方
面
か
らM

い
入
れ 

て
い
る
。

今
で
は
乙
父
の
中
央
部
ま
で
バ
ス
の
便
が
あ
り
、
万
場*

藤
岡
方
面
と
の
連
絡
が 

つ
い
て
い
て
、
新
し
い
文
化
が
次
々
と
入
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う 

と
こ
ろ
で
、
部
落
の
老
人
か
ら
馬
子
唄
を
聞
い
た
り*

た
ぬ
き
や
狐
に
化
か
さ
れ
た 

は
な
し
を
閒
い
て
い
る
と
、
時
流
の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

〇

さ
て
、
私
は
今M

の
調
査
で
は
全
日
程
を
乙
父
で
す
ご
し
た
。
中
川•

後
藤
両
氏 

も
乙
父
に
お
い
て
、
车
と
し
て
医
学
的
な
立
場
か
ら
、
俗
信.

つ
き
物
な
ど
に
つ
い 

て
詳
細
な
調
査
を
さ
れ
た
。
ま
た
萩
原
氏
は
主
と
し
て
芸
能
方
面
に
つ
い
て
調
査
さ 

れ
た
。
し
た
が
っ
て
私
は
、
以
ヒ
三
氏
と
は
別
の̂

項
に
つ
い
て
、
概
略
報
告
す
る 

こ
と
に
す
る
。
も
と
よ
り
短
時
日
の
調
査
で
あ
っ
た
の
で
、K

俗
の
全
般
に
つ
い
て 

の
調
査
は
不
可
能
で
あ
り
、
私
の
調
査
し
え
た
範
囲
に
お
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
 

な
お
、
四
日
叫
に
わ
た
る
調
査
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た
だ 

い
た
。
本
文
中
に
一
々
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
都
合t

?i
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

紙h

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
ヒ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

井 

田 

安 

雄

一
、
住 

居

家
の
間
取
図

茶
の
問
は
客
座
敷

シ
モ
デ
ー
に
家
族
が
や
す
む

ヵ
ミ
デ
ー
は
家
の
親
方
夫
婦
が
や
す
む

へ
ヤ
は
物
お
き(

食
べ
も
の
を
入
れ
て
お
く)

お
産
は
シ
モ
デ
ー
で
す
る
。
産
室
は
な
い
。

勝

手

,
親
方
は
東
か
南
向
き
に
坐
る
。
て
い
ざ
し
き
に
、
て
い
し
ゆ
以
外
の
も
の
が
坐
る 

と
、
「
米
を
買
え
」
と
い
わ
れ
た
。

母

屋

主
人
夫
婦
の
住
む
母
屋
を
オ
モ
ヤ
と
い
う
。

/
•

作
業
、
物
置
に
用
い
ら
れ
る
付
属
家
屋
は
、

コ
ヤ
と
か
モ
ノ
オ
キ
と
い
う
。
こ
れ 

ら
の
建
物
は
別
棟
で
あ
る
。

寝

室

母
屋
以
外
に
寝
お
き
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

機
織
場

機
織
の
た
め
の
別
のa

物
は
な
く
、
縁
で
織
っ
た
。

家
の
神
様

神
棚
に
は
、
天
照
皇
大
神
宮
様
、
歳
徳
神
様
、
三
宝
荒
神
様
、
山
の
神
様(

大
山 

ず
み)

、
鎌
く
わ
の
そ
う
ぜ
ん
さ
ま
が
ま
つ
っ
て
あ
る
。
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力
ま
が
み
さ
ま
は
、
台
所
に
あ
り
、
大
が
ま
を
つ
か
っ
た
と
き
に
ま
つ
る
。
大
が 

ま
を
つ
か
ぅ
の
は
、
一
貢
か
四
月
に
、
紙
の.
原
料
を
ふ
か
す
、
か
ず
ふ
か
し
の
と
き 

と
’
味
噌
た
き
の
時
で
あ
る
。

ヒ
ー
ゲ
ン
様
は
い
ろ
り
の
神
様
で
あ
る
。

屋
敷
神
様
は
稲
荷
様
で
あ
る
。

便
所
神
様
は
女
の
神
様
で
あ
る
。
正
片
十
四
日
の
物
づ
く
り
の
日
に
お
そ
な
と
、
 

お
ま
つ
わ
き
ざ
し
な
ど
を,

女
衆
が
も
っ
て
い
っ
てA

C

ナ
る
〇

ヵ
マ
ガ
ミ

ヵ
マ
ガ
ミ
は
ムI 1
所
に
あ
る
。
お
ま
つ
り
す
る
の
ょ
、

一
、
三
月
か
四
月
に
、
か
ず
ふ
か
し
の
と
き
〇
こ
の
と
き
、
紙
の
原
料
の
か
ず
を
ふ 

か
す
。

(-:
ミ
ソ
の
ま
め
を
に
た
と
き(

ミ
ソ
タ
キ)

〇
 
(

乙
父
沢)

火
火
種
を
た
や
さ
な
い
の
は
、
年
越
の
晩
で
、
年
寄
が
し
て
い
る-•

火
替
を
す
る
こ
と
丈
別
こ
な、

〇

火
Jt
と
し
て
は

火
打
石

つ
け
木

火
打
が
ね

た
か
ん
ぼ
ぅ(

火
つ
ぼ)

な
ど
が
あ
るP

た
か
ん
ぼ
ぅ
の
中
に
、
き
の
こ
の
粉(

ふ
く
ち
き
の
こ)

を
入
れ
て 

火
打
石
で
火
を
お
こ
し
て
、
火
つ
ぼ
に
火
を
つ
け
る
。

二

衣
 

服

晴

着
乙父の民家

井田安雄撮影

件 棚 乙父小須氏七 
井IH安雄撮影



晴
着
の
こ
と
を
よ
そ
い
ぎ
と
い
う
。

晴
着
は
、
む
こ
に
な
る
と
き

一  

対
つ
く
っ
た
。
そ
れ
ま
で
入
用
の
と
き
は
、
親
、
 

兄
な
ど
の
も
の
を
か
り
て
ま
に
あ
わ
せ
た
。

嫁
の
晴
着
は
、
実
家
で
つ
く
っ
て
く
れ
る
。

晴
着
の
材
料
は
ち
り
め
ん
で
あ
る
。

嫁
の
晴
着
の
こ
と
を
、
タ
ン
ス
の
こ
や
し
な
ど
と
い
う
。

ふ
だ
ん
着

ふ
だ
ん
着
の
こ
と
は
、
ふ
だ
ん
着
と
い
い
、
材
料U

木
綿
で
あ
る
。

仕
事
着

仕
事
着
の
こ
と
は
、
ヤ
マ
ッ
キ
と
い
い
、
材
料
は
木
綿
で
あ
る
。

畑
仕
事
も
山
仕
事
も 

同
じ
も
の
を
き
て
い
る
。

腰

卷

女
の
腰
巻
の
こ
と
は
、
ふ
ん
ど
し
と
い
い
、
木
綿
で
つ
く
っ
た
。

腰
巻
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
二•

三
才
の
頃
で
あ
っ
た
。

は
き
も
の

昔
は
、
せ
き
だ(

革
の
う
ら
に
か
ね
を
う
っ
た
も
の)

、
が
す
じ
よ
う
り(

た
け
の 

こ
が
わ
で
つ
く
っ
た
も
の)

ぞ
う
り(

わ
ら
で
つ
く
っ
た
も
の)

な
ど
を
つ
か
っ
た
。

三
、
食 

制

主
食
は
、
麦
七
に
米
三
ぐ
ら
い
の
割
八
II
で
あ
る
。

問
食
は
、
ご
じ
ょ
う
は
ん
と
い
い
、
三
時
頃
、
ヤ
キ
モ
チ
を
た
べ
る
。

食
事
の
回
数

普
通
の
日
の
食
事
は
、
あ
さ
は
ん
、
お
ひ
る
、
よ
う
は
ん
の
三M

で
あ
る
。

座
席
順

旦
那
と
お
か
み
さ
ん
の
食
卓
の
席
は
き
ま
っ
て
い
る(

い
ろ
り
の
順
と
同
じ)

が
、
 

他
の
も
の
は
き
ま
っ
た
席
は
な
い
。

食
事
の
方
法

前
は
箱
膳•

平
膳
な
ど
が
あ
つ.
た
が
、
今
は
チ
ヤ
ボ
ダ
ィ
を
つ
か
つ
て
い
る
。
 

食
事
の
場
合
の
食
物
の
分
配
は
、
お
か
み
さ
ん
は
、
一
番
さ
き
に
旦
那
さ
ん
に
も
つ 

て
や
る
。
嫁
は,

分
の
旦
那
や
子
供
に
も
つ
て
や
る
。

こ
れ
は
、
時
と
場
合
に
よ
つ 

て
ち
が
つ
て
い
る
。

大
食
の
も
の
を
オ
オ
メ
シ
ク
ラ
ィ
、
小
食
の
も
の
を
シ
ョ
ゥ
シ
ョ
ク
と
い
う
。
 

副
食
物
は
、
ヤ
キ
モ
チ
、
い
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
さ
つ
ま
な
ど
で
あ
る
。

食
用
植
物

川
の
り
、
山
ふ
き
、
う
ど
、
わ
ら
び
、
た
な
つ
ぺ
一
、
き

の
こ(

し
い
た
け
、
か 

わ
ぶ
き
、
つ
ち
い
、
く
り
た
け
、
し
し
だ
け
、

ね
ず
み
だ
け
、

い
さ
へ
い
、

ま
い
た 

け)

お
け
ら 

け
の
し
た
、
と
と
き 

み
つ
ば
、
せ
り
、
よ
も
ぎ
、
み
ず
な
、
た
ん
ぽ 

ぼ
、
た
け
の
こ
、
ふ
じ
の
根(

か
た
く
り
こ)
,

う
り
つ
ぱ
、
と
ち
の
み
、
く
り
、
く 

る
み
、
あ
け
び
、
山
な
し
、
も
も
、
ぐ
み
、
や
ま
ぶ
ど
う
、
ま
つ
ぶ
ど
う
、
ま
つ
え 

び
、
よ
つ
と
ど
め
、
こ
な
し
、
さ
ん
し
よ
う
の
み
。

く
い
あ
わ
せ

へ
び
——

な
ま
の
ね
ぎ

き
じ-
-

き
の
こ

か
に-
-

ひ
や
み
ず(

氷)

禁

忌

ほ
う
の
木
で
魚
を
焼
い
て
た
べ
る
と
、
ら
い
び
ょ
う
に
な
る
。
と
り
の
は
ら
に
、
 

ど
り
と
い
う
も
の
が
あ
る(

あ
か
ぎ
も)

。
そ
れ
を
食
べ
る
と
ら
い
び
ょ
う
に
な
ら
な 

% 

〇五
月
の
節
供
に
と
ろ
を
た
べ
、
そ
の
あ
と
で
お
茶
を
の
む
な
。

晴
の
日
の
食
物

祝
い
ご
と
の
と
き
に
赤
飯
を
す
る
。

乙
父
神
社
の
お
ま
つ
り(

四
月
五
日)

の
と
き
赤
飯
を
す
る
。

節
供
の
と
き
は
、
小
豆
め
し
を
す
る
。

祝
い
ご
と
や
お
ま
つ
り
の
と
き
は
、
こ
ん
ぶ
と
あ
ぶ
ら
げ
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。



四
、
村 

制

神
寄
の
五
人
組

五
六
軒
を¥

位
に
し
て
い
て
、
今
の
隣
保
班
の
小
さ
い
も
の
。
戦
時
中
、
隣
保
班 

の
制
度
が
で
き
た
が
、
隣
保
班
はk

野
村
全
体
で
八
十
七
組
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
組 

が
多
す
ぎ
る
の
で
、
十
七
軒
で
一
班
に
し
た
。

も
と
は
神
寄
で
は
十
五
軒
あ
っ
て
、
そ
れ
を
五
軒
す
つ
組
ん
で

か
よ
り
ぅ
わ
で
組

か
よ
り
な
か
組

か
よ
り
し
た
で
組

と
い
っ
た
。
組
の
仕
事
ど
し
て
は
、
ま
わ
り
番
の
伍
長
が
区
長
か
ら
の
伝
達
事
項
を 

組
rt
に
伝
え
た
り
、
て
ん
ま
の
割
り
あ
て
を
し
た
り
、
税
金
を
あ
つ
め
て
納
税
組
合 

長
に
渡
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
須
田
と
相
馬

小
須E

姓
(

組)

は
コ
ー
チ
内
の
熊
野
神
社
を
氏
神
と
し
て
い
る
。
相
馬
姓(

組) 

は
コ
ー
チ
内
の
神
明
宮
を
氏
神
と
し
て
い
る
。
両
姓
と
も
昔
は
同
族
で
あ
っ
て
平
将 

の
後
えL

で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
、
現
在
の
ょ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
改
姓 

し
た
。
乙
父
の
神
社
の
境
内
に
は
、
木
の
宮
で
何
年
te
に
か
つ
く
り
な
お
す
の
で
あ 

る
が
、
相
馬
分
が
六
社
、
小
須
川
分
が
五
社
つ
く
っ
て
あ
る
。

家
例
は
全
く
同
じ
で
、
正
月
に
は
し
ら
が
ゆ
を
つ
く
る
。
こ
れ
は
、
十
粒
程
の
小 

豆
を
い
れ
て
つ
く
る
。
禁
忌
作
物
は
別
に
な
い
。

オ
メ
ヤ

乙
父
沢
に
は
黒
沢
姓
が
二
軒
あ
る
。
乙
父
の
黒
沢
家
と
は
菩
提
寺
が
ち
が
う
。
古 

い
家
で
あ
る
の
で
、
乙
父
沢
の
黒
沢
沢
太
郎
氏
の
家
を
、
乙
父
沢
で
は
オ
メ
ヤ
と
い
っ 

て
い
る
。
部
落
の
オ
メ
ヤ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

オ
カ
シ
ラ
サ
マ

上
野
村
に
オ
カ
シ
ラ
サ
マ
と
い
わ
れ
た
家
が
八
軒
あ
っ
た
〇
名
主
の
家
で
あ
る
。
 

オ
カ
シ
ラ
サ
マ
が
い
か
ぬ
と
会
議
に
な
ら
ぬ
と
い
わ
れ
た
。

花

酒

乙
父
神
社
の
お
ま
つ
り(

四
月
五
日)

に
は
、
ょ
そ
へ
行
っ
た
も
の
は
お
客
に
く 

る
。
乙
父
か
ら
嫁
を
も
ら
っ
た
も
の
は
、
嫁
を
も
ら
っ
て•
は
じ
め
て
の
お
ま
つ
り
っ 

時
に,

村
に
対
し
て
婿
の
つ
き
あ
い
と
し
て
、
花
酒
か
、
金
を
出
す
。

お
て
ん
ま

乙
父
全
体
あ
る
い
は
コ
ー
チ
で
す
る
共
同
作
業
の
こ
と
を
、
お
て
ん
ま
と
い
う
。
 

コ
ー
チ
の
お
て
ん
ま
と
し
て
は
、

コ
ー
チ
の
道
普
請
が
あ
る
。

こ
の
ほ
が
に
へ 

村
や
コ
ー
チ
と
は
無
関
係
に
、
車
普
請
と
い
う
の
が
あ
る
。
水
車 

は
希
望
者
で
組
合
を
つ
く
っ
て
経
営
し
て
い
る
が
、
合
同
修
理
を
年
二
回
し
、
そ
の 

ほ
か
に
臨
時
に
共
同
作
業
を
し
て
い
る
。

車
仕
事
は
女
衆
が
し
、
男
衆
は
車
の
修
理
と
か
、
米
な
ど
の
運
搬
を
し
て
い
る
。

堰(車)普請 乙父

井田安雄撮影

車普請 乙父

井田安雄撮影



薪
炭
は
本
庄
、
藤
岡
、
深
谷
方
面
、
埼
玉
方
面
が
主
で
あ
る
。

炭
焼
専
門
の
人
は
い
な
い
。
副
業
程
度
で
あ
る
。

木
炭
組
合
が
あ
っ
て
、
官
林
を
払
下
げ
て
も
ら
っ
て
、
農
閑
期
に
焼
く
。
組
合
に
は 

誰
で
も
入
れ
る
が
、
官
林
に
は
制
限
が
あ
っ
て
、
人
数
の
制
限
を
し
て
い
る
。
炭
焼 

は
農
業
の
小
さ
い
人
が
や
っ
て
い
る
。

夏

が
り(

切
り
か
え
は
た)

自
分
の
土
地
、
あ
る
い
は
他
人
の
土
地
で
、
山
林
と
し
て
経
営
が
あ
わ
な
い
と
こ 

ろ
で
、
将
来
皇
に
で
き
る
ょ
う
な
と
こ
ろ
を
、
八
月
上
1U
頃
、
個
人
的
に
尭
き
丈
ら
っ 

て
い
る
。

山
の
草
を
刈
っ
て
、
小
さ
な
木
な
ら
切
り
と
っ
て
、
乾
燥
さ
せ
て
焼
き
、
そ
の
あ 

と
を
う
な
っ
て
そ
ば
を
ま
く
。

警
察
に
とV

け
て
焼
く
。

他
人
の
土
地
を
焼
く
と
き
は
、
昔
か
ら
地
主
が
、
お
前
が
つ
く
る
な
ら
い
く
ら
で 

も
か
す
と
い
っ
て
貸
し
た
。
昔
は
無
料
で
貸
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

今
で
は
少
し
ば
か
り
小
作
料
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
ご
く
ろ
う
ち
ん
と
し 

て
、
二
三
年
は
た
だ
で
貸
す
が
、
そ
の
あ
と
は
小
作
料
を
は
ら
う
。
小
作
料
に
つ
い 

て
は
、
当
事
者
同
士
で
相
談
で
き
め
て
い
る
。

五
、
農 

耕

乙
父
部
落
の
生
業

昔
の
収
入
の
第
一
は
養
蚕
で
あ
り
、
次
に
紙
と
か
板
割(

山
仕
事
が
あ
っ
た)

。
こ 

ん
に
ゃ
く
は
昭
和
十
年
代
か
ら
主
産
業
に
な
っ
て
き
た
。
炭
焼
も
最
近
は
じ
ま
っ
た 

も
の
で
あ
る
。

以
前
の
収
入
の
順
位

一
、
養

蚕

二

、
紙

‘三
、
板
割

現
在
の
収
入
順
位

一
、
こ
ん
に
ゃ
く
二
、
薪

炭

三

、
養
蚕•

材
木

現
在
で
は
、
製
紙
は
自
家
用
程
度
で
あ
る
。

大
小
麦
も
自
家
用
程
度
。

こ
ん
に
ゃ
く
は
下
仁
田
へ
出
荷
し
て
い
る
。

養
蚕
は
群
馬
蚕
糸
が
主
。

麦
打
ち

<—
麦
こ
き

麦
や
き

一

脱
穀
機足

ぶ

み

モ
ー
タ
ー

発

動

機

小灰の慣出し(乙父)

井田安雄撮影

夏かり(向って左の山の頂上付近) 

乙父 井出安雄撮影



肥
料
は
全
然
や
ら
な
い,
。

昔
は
二
年
ぐ
ら
い
つ
く
つ
て
、
次
の
土
地
に
う
つ
つ
た
が
、
今
で
は
十
年
ぐ
ら
い 

つ
く
つ
て
、
次
の
土
地
を
み
つ
け
て
い
る
。

麦
の
脱
穀
方
法
の
変
化

麦
や
き
は
、
麦
束
の
先
に
火
を
つ
け
る
と
、
の
ぎ
と
わ
ら
の
ほ
そ
い
と
こ
ろ
が
や 

け
て
下
に
穂
が
お
ち
る
。
む
し
ろ
の
上
に
穂
を
と
つ
て
、
穂
先
を
杵
で
つ
い
て
、
穂 

先
の
麦
の
粒
を
ば
ら
す
。
杵
の
か
わ
り
に
ま
が
つ
た
棒
で
麦
の
穂
を
た
た
い
て
粒
を 

ば
ら
す
場
合
も
あ
る
。
麦
や
き
を
す
る
と
、
ク
ロ
ホ
が
で
な
い
と
い
う
。

•

乙
父
の
水
車

仲
間
が
連
名
で
株
を
つ
く
つ
て
、
水
車
を
つ
く
つ
た
。

水
車
を
つ
か
う
場
合
、
荷
の
も
ち
は
こ
び
は
男
が
し
た
が
、
水
車
を
調
節
し
た
り
、
 

水
か
げ
ん
な
ど
は
女
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

水
車
を
使
う
番
は
割
り
当
て
で
き
ま
つ
て
い
る
。

な
が
ず

材
料
は
か
ず(
楮)

、
早
い
人
は
十
二
月
に
伐
り
と
り
、
二
月
に
ふ
か
す
が
、
ふ
つ

う
は
、
十
二A

か
ら
三
月
ま
で
の
叫
に
き
り
と
り
、
ふ
か
す
。

pqH

に
な
っ
て
ふ
か 

す
の
で
は
お
そU

で
あ
る
。
 

-

か
ず
は
、
生
の
ま
ま
、
き
り
と
っ
て
す
ぐ
に
ふ
か
す
。

大
が
ま
で
ふ
か
す
。
か
ま
は
共
同
の
も
あ
る
が
、
個
人
も
ち
の
が
ふ
つ
う
。

ふ
か
し
た
も
の
は
あ
く
で
に
て
、
そ
れ
を
水
あ
ら
い(

さ
ら
す)

し
て
、
ッ
ユ
を 

し
ぼ
っ
て
、
紙
の
た
た
き
ムM
板
(

今
は«

|«)

の
上
で
た
た
い
て
、
ぶ
っ
き
っ
て
、
 

V

れ
を
ふ
ね
の
中
に
ぶ
っ
こ
ん
で
、
た
も
を
調
合
し
て
、
適
当
に
水
と
た
も
と
か
ず 

を
混
合
し
て
、
舟
の
中
で
し
の
棒
で
か
ん
ま
し
て
、
州
(

紙
の
型
の
も
の
で
、
か
や 

の
類
で
つ
く
っ
た)

で
す
く
い
あ
げ
て
、
か
ん
だ(

か
み
台)

の
ヒ
で
手
で
な
す
る
。

一
枚
ず
つ
み
ご
を
は
さ
ん
で
、
ほ
す
と
き
は
紙
い
た
に
は
り
つ
け
て(

女
衆
が
す 

く

?
)
、

竹
の
皮
の
は
け(

ほ
う
き)

で
、
な
で
つ
け
て
紙
い
た
に
つ
け
る
。
そ
れ
を
天 

n

で
あ
ぶ
る
と
で
き
あ
が
る
。
そ
の
ふ
ち
を
き
っ
て
仕
上
り
と
な
る
。

用
途-
-

障

子

紙(

き
が
み)

、
ご
へ
い
そ
く
。

か
す
の
材
料
で
つ
く
っ
た
の
が
蚕
座
紙
。

か
み
す
き
が
で
き
な
い
と
一
人
前
の
嫁
で
な
い
と
い
っ
た
。

か
ず
を
小
川
の
仲
買
に
売
っ
て
、
春
の
生
活
を
し
て
い
た
家
も
あ
る
。

コ
ン
ニ
ヤ
ク

コ
ン
ニ
ャ
ク
玉
を
、
家
の
庭
先
で
、
日
当
り
の
い.
い 

と
き
を
ね
ら
っ
て
、
た
る
に
水
を
く
み
こ
ん
で
洗
う
。
 

V

の
玉
を
す
い
の
う
で
す
く
い
あ
げ
て
干
し
、
せ
ん
で 

つ
い
て
き
り
ぼ
し
に
し
て
、
そ
れ
を
細
い
す
ず(

さk 

の
類)

の
串
に
さ
す
。

き
り
ぼ
し
を
十
〜
十
五
本
に
ま
と
め
て
、
上
図
の
如 

〜
つ
る
し
て
干
す
。
干
し
た
も
の
を
ぬ
い
て
、
袋
、
か 

ま
す
に
い
れ
て
売
る
。
そ
れ
を
あ
ら
こ
と
い
う
。
こ
こ 

ま
で
の
仕
事
は
女
衆
が
主
に
す
る
。

女
衆
が
主
に
す
る
仕
事
は
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
洗
い
、

コ 

ン-1

ヤ
ク
さ
し
、
養

蚕
(

は
き
た
てk

ま
ゆ
か
き)

な

水車小屋(乙父)

井田安雄撮影

水車小屋内部(乙父)

井田安雄撮影

-巾•んほ5 
ひついと



ど
で
あ
り
、
力
衆
の
什̂

は
山
(1:
ゼ
がk

で
あ
る
。
こ
の
辺
は
、
か
か
あ
天
ド
の
家 

が
冬
い
。

時
計
山

乙k

か
ら
み
て 

人
峙d

の
頂h

に
太̂

が
き
た
と
き
が

11:.
午
(

夏
冬
同
じ)

、
小 

時̂
;

の
頂
に
太
陽
が
き
た.
と
き
は
、
卜
時
半
か
ら
卜-

時
と
し
て
、•
仕

IV
のH
b
 

て
に
な
っ
た
。

農
事
暦

節
分
か
ら
百
日H

に̂

を
ま
く
と
よ
い
と
い
う
。

六
、
山 

林

山
林
の
こ
と

昔
は
個
人
持
の
山
は
あ
っ
た
が
、
個
人
持
の
山
は
、
明
治
七
年
頃
、
税
金
が
卨
い 

と
い
う
の
で
、
皆
政
府
に
お
さ
め
て
し
ま
っ
た
〇
年
貢
が
お
そ
ろ
し
か
っ
た
の
で
あ 

る
。
収
入
が
な
い
の
に
税
金
の

;1
flj
当
を
く
っ
た
の
で
、k

地
官
林
が
乙
父
部
落
に
は 

火
変
多
く
で
き
た
。
政
府
は
た
だ
で
卜-
地
し
て
し
ま
っ
た
。

塩
の
沢
に
は
乙
父
の

Ill
ハ
同
の
山
が
あ
っ
た
が
、
個
人
も
ち
に
ま
か
せ
て
し
ま
い
、
 

さ
ら
に
、
そ
れ
を
、
先
祖
が
他
闻
か
ら
来
た
と
い
う
部
落
外
の
人
に
お
っ
つ
ナ
て
し
ま 

っ
た
。

k

地
官
林
で
は
、
枯
木
、
芝
取
り
は
誰
で
も
し
て
よ
か
っ
た
。

ま
ぐ
さ
ば
は
別
に
あ
っ
た
。
地H

の
原
野
に
ま
ぐ
さ
ば
が
あ
り
、
か
り
し
き
場
と 

I

っ
た
。
大
き
い
人
は
か
り
し
き
場
を
三\

四
反
も
ち
、普
通
ft,

rl
一
〜
二
反i
t

っ 

て
い
た
。
そ
こ
か
ら
单
を
刈
っ
て
お
い
て
、
春
、
こ
ん
に
ゃ
く
のk

に
、
ひ
な
こ
よ 

け
、
く
さ
よ
け
、
肥
料
と
し
て
か
ぶ
せ
た
。
あ
る
い
は
、
羊
、
山
羊
の
冬
の
か
こ
い 

(

乾
燥
し
て
お
く)

に
し
て
お
い
た
。

山
小
屋

山
小
屋
に
は
二
種
あ
る
。

H

、
村
の
人
が
炭
焼
き
の
作
業
場
と
し
て
つ
く
っ
た
も
の
。
丸
太
を
つ
か
い
、
木

の
皮
で
屋
根
を
ふ
い
た
。

食
べ
も
の
は

rl
っ
て
も
っ
て
い
っ
た
。

一
年
中
小
屋
に
い
る
人
も
あ
り
季
節
的
な
人
も
い
る
。

小
屋
は
村
か
ら
通
え
な
い
距
離
の
と
こ
ろ
に
つ
く
る
。

一
年
中
い
る
人
は
、
土
地
の
人
だ
が
、
土
地
を
も
た
ず
、
木
出
し
、
炭
焼
き
な 

ど
に
従
事
し
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
。

㈡

、
渡
り
も
の
の
小
屋
も
あ
る
。

こ
れ
は
越
中
・
信
州•

越
後
な
ど
か
ら
来
た
人
が
、
日
当
り
の
い
い
と
こ
ろ
で 

は
農
業
に
従
事
し
、
森
林
地
帯
で
は
、
薪
炭
作
り
に
従

-K
し
た
。

日
当
り
の
い
い
と
こ
ろ
に
い
る
人
は
、
だ
ん
だ
ん
と.
yl
山
に
出
た
。
こ
う
い
う 

人
た
ち
の
中
に
は
、
生
地
に
か
え
る
人
も
、
こ
こ
に
定
着
す
る
人
も
あ
っ
たC 

こ
の
辺
で
は
、
渡
り
も
の
で
成
功
し
た
も
の
を
、
や
ま
あ
が
り
と
い
っ
て
い
る
。
 

す
か
り

す
か
り
は«

す
げ
で
つ
く
っ
た
。
す
か
り
に
は
、
山
べ
ん
と
う
、
砥
/!
、
な
た
な 

ど
を
い
れ
て
、
山
へ
背
負
っ
て

fl:
1v
に
い
っ
た
。

す
か
り
を
つ
く
る
の
に
、
ふ
つ
う
の
も
の
は
二
日
位
、
い
い
も
の
は

PH
日
位
卜
か 

る
〇

狩
と
漁

上
野
村
で
は
、
狩
と
し
て
、
熊
、
鹿
、
む
じ
な
、
て
ん
、
い
た
ち
、
う
さ
ぎ
、
き 

じ
、
や
ま
ど
り
な
ど
が
と
れ
る
。
漁
と
し
て
は
、
や
ま
め
、
あ
ゆ
、
は
や
、
う
な
ぎ
、
 

ぎ
ぎ
ょ
う
、
か
じ
か
な
ど
が
と
れ
る
。

狩
の
分
け
前

熊
を
ぶ
っ
た
も
の
は
、
初
矢
の
も
の
が
一
割(

売
っ
た
金
の
一
割)

を
と
り
、
あ 

と
は
平
均
し
て
分
け
た
。

肉
は
平
均
し
て
食
べ
た
。
皮
と
か
、
熊
の
い
は
売
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ど
ん
な
動
物
で
も
、
ぶ
っ
こ
み
七
分
、
ぶ
っ
と
め
三
分
、
と
し
た
。

大
物
を
と
っ
た
と
き
は
、
手
も
り
ば
か
り
で
わ
ナ
た
。

各
部
分
を>

分
し
て(

つ
か
ん
で
み
て>

分
し
た)

、
ど
れ
で
も
す
き
な
や
つ
を
と



ら
せ
た
。

つ
か
ん
だI

や
ま
を
手
も
り
と
い
う
。

昔
は 

ふ
っ
た
人
に
は
か
し
ら
を
与
え
た
。
今
は
、
仲
間
の
場
合
は
等
分
し
て
い 

る
。
し
か
し
、
え
も
の
が
大
物
の
場
合
は' 

追
っ
て
き
た
も
の
に
は
、

SB
っ
た
日
数 

倍
に
し
、
た
ち
あ
っ
た
村
人
に
は|

日
と
し
て
計
算
し
て
分
け
た
。
例
え
ば
、
五
人 

で
三
日
間
追
っ
た
と
す
れ
ば

五X

三=

十
五

と
な
り
、
村
人
が
十
五
人
い
た
と
す
れ
ば

十
五X

一
 =

十
五

と
の
割
合
で
分
け
た
。
え
も
の
を
追
っ
て
い
た
日
数
は
、
犬
の
様
子
な
ど
を
み
れ
ば
、
 

す
ぐ
わ
か
る
と
い
う
。

七
、
労 

働

、ノ 

.

女
の
仕
事

は
た
け
仕
事
、
糸
ひ
き
、
養
蚕
の
手
伝
、
大
小
豆
、
麦
作
、
か,
み
す
き
な
ど
が
主 

で
、
こ
ん
に
ゃ
く
つ
く
り
は
最
近
の
仕
事
で
あ
る
。
 

 

女
衆
の
小
づ
か
い
銭

女
衆
の
小
づ
か•
い
銭
は
親
か
ら
も
ら
っ
た
。
は
た
お
り
と
か
、
か
み
す
き
を
し
て
、
 

そ
れ
を
売
っ
て
、
金
は
親
に
や
っ
て
、
そ
こ
か
ら
小
づ
か
い
銭
を
も
ら
っ
た
。
紙
は 

紙
買
い
が
ま
わ
っ
て
き
て
買
っ
た
。
-

I

人
前
の
仕
事

賃
金
は
、
男
十
に
対
し
て
女
八
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
営
林
署
の
下
刈 

り
の
賃
金
は
、
今
は
一
日
男
三
百
五
十
円
に
対
し
て
、
女
二
百
五
十
円
で
あ
る
。
 

単
衣
は
、
裁
っ
て
仕
上
げ
ま
で
、
早
い
人
は
一
日
、
ふ
つ
う
の
人
は
二
日
ぐ
ら
い 

か
か
る
。

半
天
は
、
半
天
半
日
と
い
う
が
、
せ
ん
た
く
、
の
り
づ
け
を
し
て
や
る
と
、
三
日 

ぐ
ら
い
は
か
か
る
〇

羽
織
は
、
ぬ
い
あ
げ
る
ま
で
、
つ
ょ
い
人
は
二
日
、
ふ
つ
う
の
人
で
三
日
ぐ
ら
い

か
か
る
。

機
織
で
は
、
は
ん
ば
た
し
と
い
つ
て
、
高
は
た
の一

種
で
織
つ
た
場
介
に' 

き
ぬ 

で
は
一
日
一
ひ
ろ
半
か
ら
二
ひ
ろ
お
れ
ば
つ
よ
い
方
で
あ
つ
た
。
も
め
ん
半
分
、
 

き
ぬ
半
分
ま
ぜ
て
お
れ
ば
、

一
日
に一

ひ
ろ
半
ぐ
ら
い
お
れ
た
。
な
お
、
こ
の
辺
で 

は
、
も
め
ん
は
よ
そ
か
ら

JI
つ
た
。
き
ぬ
は,
rl
分
の
蚕
か
ら
と
つ
た
。

糸
ひ
き
で
は
、
二
わ
く
の
場
合
は
、
八
〜
九
升
ひ
け
る
人
は
て
ん(

一
番
は
や
い) 

で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
六
〜
七
升
で
あ
る(

こ
れ
は
、
製
糸
工
場
で
の
こ
と)

〇

炭
焼
き
は
、
男
が
月
産
一
人
七
十
俵
は
お
お
ご
と
で
あ
る
。
腕
の
強
い
人
は
、
月 

産
九
十
俵
ぐ
ら
い
は
焼
く
。

草
刈
り
は
、

一
日
に
七
、
八
十
把
ぐ
ら
い
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
強
い
人
は
百
把
ぐ 

ら
い
は
刈
る
。
こ
れ
は
、
三
尺
程
の
藤
の
つ
る
で
ゆ
わ
え
た
と
き
の
は
な
し
で
、
こ 

れ
を
小
た
ば
と
い
う
。
大
た
ば
に
す
る
と
、
四
、
五
十
把
ぐ
ら
い
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
 

大
た
ば
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
か
り
し
き
に
し
、
小
た
ば
の
草
は
飼
料
に
す
る
。
草
刈 

り
は
男
が
し
て
、
女
は
し
な
い
。

ぼ
や
切
り
は
、
男
で
一
日
二
十
把
ぐ
ら
い
が
ふ
つ
う
と
い
わ
れ
た
。
女
は
あ
ま
り 

で
な
い
。

い
ぐ
わ
う
な
い
は
、
男
が
し
て
、

一

日
三
畝
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
つ
て
、
男
は
力
仕
事
に
つ
よ
く
、
男
女
同
じ
く
ら
い
の
仕
事
は
、
く 

さ
む
し
り
、
ま
ゆ
か
き
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
き
り
ぼ
し
を
く
し
に
さ
す
仕
事UM
ど
で
、
 

こ
れ
ら
の
仕
事
に
、
む
し
ろ
女
の
方
が
早
い
場
合
も
あ
る
。

男
は
、
え
ん
が
ふ
り
が
平
に
で
き
れ.
ば
(

き
れ
い
に
で
き
れ
ば)

一
人
前
と
い
つ 

た
。女

は
、
紙
す̂

が
う
ま
く
で
き
れ
ば
一
人
前
と
い
つ
た
。

I

人
前
の
年
令
は
、
男
女
と
も
満
十
八
才
か
ら
五
十
才
ぐ
ら
い
ま
で
で
あ
る
。
 

一
人
前
と
い
う
の
は
、
仕
舊
の
力
量
に
よ
る
。

一
人
前
で
な
い
も
の
の
こ
と
は
、
 

半
人
足
と
い
う
。

一
人
前
に
な
つ
た
こ
と
を
認
め
る
儀
式
は
な
い
が
、
最
近
は
成
人
式
を
や
つ
て
い 

る
〇



村
人
足
で
は
、
中
学
卒
業
か
ら
七
十
才
ぐ
ら
い
ま
で
を
、

一  

人
前
と
し
て
認
め
て 

ぃ
る
。

夜
な
べ
は
、
昔
は
ラ
ン
プ
を
つ
け
た
り
、
ひ
で
を
と
ぼ
し
た
り
し
て
、
れ
家
ご
と 

にL

た
。
男
は
わ
ら
じ
や
ぞ
う
り
つ
く
り
、
女
は
、
た
び
づ
く
り
や
つ
な
ぎ(

は
た 

に
お
っ
た
く
ず
糸
を
つ
な
い
だ)

を
し
た
。
大
体
、
夜
の
十
二
時
す
ぎ
ま
で
し
た
。

山
仕
事
に
は
、
弁
当
の
箸
を
も
っ
て
行
か
な
い
。
お
ひ
る
に
つ
か
う
箸
をk

手
に 

で
き
れ
ば
一
人
前
と
い
っ
た
。
箸
木
は
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
な 

れ
た
人
に
な
る
と
、
山
へ
行
き
な
が
ら
、
箸
木
をU

当
つ
け
て
お
く
と
い
う
。

労
力
を
か
え
す
こ
と
を
、
エ
エ
ー
ッ
コ
と
い
う
。

こ
れ
は
、
金
を
払
わ
な
い
共
同 

仕
事
の
こ
と
で
、
友
人
ど
う
し
、
仲
の
い
い
人
、
同
じ
ょ
う
な
力
の
家
で
、
麦
こ
な 

し
、
桑
原
う
な
い
、
蚕
あ
げ
、
屋
根
ふ
き
な
ど
を
、
い
そ
が
し
い
と
き
に
し
た
。

労
力
を
か
り
た
と
き
は
、
か
え
す
の
は
、
同
じ
仕

*K
で
か
え
す
と
は
か
ぎ
ら
な 

い
。

一
日
の
仕
事
に
対
し
て
は
、

一
日
で
か
え
す
。
ま
た
あ
る
仕

IV
を
手
伝
っ
て
も 

ら
っ
た
と
き
に
、
特
技
、
た
と
え
ば
着
物
を
ぬ
っ
て
か
え
す
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
 

労
力
を
か
え
す
場
合
は
良
心
的
に
す
る
が
、
子
供
で
か
え
し
て
も
差
は
つ
け
な
い
。
 

女
の
出
か
せ
ぎ

新
町
、
本
庄
、
高
崎
、
前
橋
の
製
糸
工
場
へ
行
っ
た
。
十
二
、
三
才
か
ら
二
十
五
、
 

六
才
ま
で
の
人
が
い
っ
た
。
女
の
子
が
四
人
も
あ
れ
ば
、大
尽
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ 

た
。

精

農

土
間
に
わ
ら
じ
が
二
十
束
も
か
か
っ
て
お
り
、
せ
い
ず
か
り
が
立
派
に
と
と
の
っ 

て
い
る
百
姓
は
、
精
こ
ん
が
い
い
と
い
っ
た
。

八
、
交 

易

他
か
ら
買
う
も
の

乙
父
は
、
下
仁
田
と
か
、
秩
父
の
小
鹿
野
町
が
、
昔
の
取
引
先
で
あ
っ
て
、
市
日 

に
は
、
市
買
い
も
ん
と
い
う
の
で
、
村
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
地
方
へM

い
も
の

に
行
っ
た
。

米
—
藤
岡
、
以
前
は
北
甘
楽
、B

州
か
らn

っ
た
。

魚
—
藤
岡
、
鬼
石

砂
糖•

塩
•

衣
料•

日
川
品
雑
貨
—
藤
岡

種
物1

信
州
。
蚕
種
は
以
前
は
估
州
と
甘
楽
方
面
ょ
りn

っ
た
。

薬
—
越
中

め
ん
ば
—
以
前
はW

州
ょ
りn

っ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど

ri
わ
な
い
。

他
へ
出
す
も
の

薪
炭
—
藤
岡
、
鬼
石

川
材
—
埼
玉
、
藤
岡
、
鬼
石
方
面

ま
ゆ
—
群
馬
蚕
糸(

藤
岡)

こ
ん
に
ゃ
く
—
ド
仁

III

し
い
た
け
—
東M

の
市
場

自
給
で
き
る
も
の

V

類
•

炎
類

村
へ
来
た
職
人

大
工
—
以
前
は
近
在
か
ら
き
た
が
、
今
は
村
内
の
も
の
。

板

割
(

笹
板)

—
最
近
は
近
所
の
人
。

う
る
し
か
き
一
越
前
か
ら
き
た
。

う
る
し
か
き
は
め
ん
ぱ
な
ど
も
つ
く
る
。

あ
か
ぬ
り
—
お
は
ち
、
し
や
も
じ

し
ら
き
—
か
み
の
は
ち
な
ど

き
ば
ち
—
う
ど
ん
こ
を
こ
ね
る
と
き
に
つ
か
う
。
小
掠
さ
ん
が
つ
く
っ
た

〇  

う
る
し
か
き
で
、
村
へ

fl:
み
つ
い
た
も
の
も
あ
り
、
越
前
屋
な
ど
と
い
う
の
が
そ 

れ
で
あ
る
。

村
へ
来
た
芸
人

ご

ぜ

越
後
か
らH

の
み
え
な
い
女
の
人
が
来
た
。
手

JI
き
と
い
っ
て
、n

分
の
娘
が
つ



t

て
来
た
こ
の
人
は
、
三
味
線
を
ひ
い
て
、
端
歌
を
歌
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
、
 

六
年
力
ら
四
十
年
頃
ま
で
さ
か
ん
に
き
た
。
さ
む
い
時
分
に
き
た
。
昼
は
か
ど
を
ま
っ 

っ
て
い
た
が
、
夜
は
宿
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
泊
っ
て
い
て' 

村
の
人
丈
、
そ
こ
へ
行 

っ
て
、
金
を
払
っ
て
う
た
を
き
い
た
。

あ
め
屋

新
町
、
本
庄
あ
た
り
か
ら
き
た
。
き
た
の
は
明
治
四
十
年
頃
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
 

祭
文
屋 

V

ほ
ら
貝
を
ふ
い
て
、昔
の
物
語
を
か
た
っ
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
か
は
わ
か
ら
な
か
っ 

た
。

こ
む
そ
う

げ
っ
き
ん
ひ
き

杓
の
娘
が
糸
ひ
き
を
し
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
行
っ
て
、
歌
を
う
」こ
っ
た
り
し
こ
。
 

い
ち
っ
こ(

口
寄
せ)

人
の
一
代
の
こ
と•
を
、
茶
わ
ん
に
水
を
い
れ
て
、
そ
れ
を
か
き
ま
わ
し
な
が
ら
い 

t

あ
て
た
。
い
っ
ち
こ
に
み
て
も
ら
う
と
、
運
が
よ
く
な
る
と
、
っ
た
。

春

駒

じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
が
よ
く
き
た
。
新
町
、
本
庄
あ
た
り
か
ら
き
；̂

九
、
族 

制

戸
主
の
こ
と
は
、
オ
ヤ
ジ
、
オ
ヤ
カ
タ
、
タ
イ
シ
ョ
ウ
と
よ
ぶ
。

主
婦
の
こ
と
は
、
カ
カ
ア
、
オ
ッ
カ
ア
、
オ
カ
タ
と
よ
ぶ
。

戸
主
権
の
譲
渡
さ
れ
な
い
夫
婦
の
こ
と
は
、
若
日|

那
、
若
大
一
守
、
嫁

と

、
っC

、
 

る
〇父

の
こ
と
をr

供
は
、
オ
ト
ツ
ア
ン
、
オ
ヤ
ジ
と
い
い
、
母
の
こ
と-H

、

オ
ツ
カ 

サ
ン
オ
ッ
カ
ア
と
呼
ん
で
い
る
。

祖
父
母
の
こ
と
は
、
ォ
ジ
イ
サ
ン
、
才•,
ハ
ァ
サ
ン
と
い
い
、
曾
祖
父
母
の
こ
と
は
、
 

ヒ
イ
ジ
ー
ヒ
て.
ハ
—
と
い
う
。
祖

父/a

、

忖
祖
父
：

2

と
も
に
い
る
場
今
こi
m

父
母
の
こ
と
は' 

ヮ
ゲ
エ
オ
ジ
—
、
ヮ
ヶ
エ
オ
バ
～
と

に

、
特
祖
父
母
の
こ
と
は
、
 

ト
シ
ヨ
リ
ノ
オ
ジ
ー
、
ト
シ
ヨ
リ
ノ
オ
ベ_

 

呼
ぶ
。

孫
の
こ
と
は
マ
コ
と
い
う
。
曾
孫
の
こ
と
は
ヒ
コ
マ
ゴ
と
い
う
。
そ
の
つ
ぎi

ヤ 

シ
ャ
ゴ
、
そ
の
つ
ぎ
は
ク
ッ
チ
ャ
ゴ
と
い
う
。

I

人
つ
子
の
こ
と
は' 

ヒ
ト
リ
ッ
コ
と
い
う
〇
親
が
い
う
葛
介
丈
ヒ
ト
ッ
ブ
ダ'
不 

と
い
う
。

隠
居
の
こ
と
は
、
イ
ン
キ
ョ
と
い
う
。

隠
居
の
理
由
は
、
家
の
が
情
に
よ
つ
て
ち
が
う
。
年
を
と
つ
て
、
親f

の
仲
が;
ffi 

t

と
き 

生
活
が
大
ご
と
な
と
き
な
ど
に
隠K

す
る
。
楽
隠
/?;-
の
昜
八z
i

、

-A
ト
オ 

前
後
か
ら
出
る
。

相
続
人
に
嫁
を
も
ら
つ
て
、
親
子
の
仲
が
わ
る
く
な
つ
て
、
寝
お
き
だ
け
別
の
と 

こ
ろ
で
す
る
隠K

も
あ
る
。

隠
居
の
年
よ
り
の
と
こ
ろ
へ
二' 

三
男
が
で
て
あ
と
を
と
る
場
八,

丈,' 

シ
ン
タ
ク 

と
呼
び
、
屋
号
を
隠W

と
い
う
。

隠
居
は
、
屋
敷
の
中
か
、
そ
の
そ
ば
に
小
さ
な
家
を
た
て
て
す
む
。

隠W

の
ヵ
マ
ド
は
本
家
と
は
別
で
あ
る
。

隠
居
は
、
村

法
S

介
は' 

隠2
5

の
代
は
免
除
さ
れ
る
が
、•

二
、
啻

が

隠

リ 

の
あ
と
を
つ
ぐ
場
合
は
、

一
戸
前
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る〇

隠
店
は
本
家
を
ホ
ン
ヶ
と
よ
ん
で
い
る
。

隠W

が
本
家
に
対
し
て
指
図
す
る
こ
と
は
な
い
。

隠W

と
本
家
の
耕
作
は
別
の
場
介
が
多
い
。

隠

W-
の
本
家
で
の
座
席
は
、
本
庵
で
あ
る
。

仏
壇
は
本
家
と
一
緒
で
あ
る
。

盆
は
本
家
と
一
緒
に
す
る
が
、
正
月
は
別
に
す
る
。

法

IV
は
本
家
と一

緒
に
す
る
。

隠K

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
葬
式
は
本
家
で
だ
す
。

隠
店
に
属
す
る

IH
畑
を
、
イ
ン
キ
ョ
ヅ
ク
リ
と
か
イ
ン
キ
ョ
メ
ン
と
い
い
、
そ
の 

土
地
は
前
も
つ
て
き
め
て
お
く
。
そ
の
十
地
は
、
大
体
隠

M;-
が
食
え
る
程
度
の
十
也



で
あ
る
。
隠

M;-
の
財
産
は
、
あ
と
で
、
本
家
に
か
え
す
約
束
を
し
て
で
る
場
八M
も
あ 

る
〇

•

相
続
を
あ
と
つ
ぎ
と
い
う
。
代
が
か
わ
れ
は
、
シ
ン
シ
ョ
ゥ
が
か
わ
ると

-
"

う 

相
続
人
が
受
け
つ
ぐ
も
の
は
財
産
と
神
仏
で
あ
る
。

相
続
は
、
男
親
が
な
く
な
っ
た
時
と
か
、
主
人
が
七
十
才
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
と
き 

に
す
る
。
屮
ご
けC

三
十
才
〜
五
、
六
十
才)

の
場
介
は
財
産
を
手
ば
な
さ
な
い
。
 

三
十
才
前
は
わ
か
ご
け
と
い
う
。

戸
主
権
を
に
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
財
布
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
か
、
し
ん
し
ょ
う 

ま
わ
し
と
か
い
う
。

こ
れ
は
、
財
産
を
う
け
つ
い
で
い
る
こ
と
と
は
ち
が
い
、
ロ
常 

生
活
で
の
さ
い
は
い
の
こ
と
で
あ
る
。

主
婦
の
場
合(

主
婦
権)

し
ん
し
よ
う
ま
わ
し
は
嫁
に
き
て
す
ぐ
ゆ
ず
る
場
合 

嫁
と
相
談
し
て
だ
ん
だ
ん
に
ゆ
ず
る
場
介
と
が
あ
る
。
主
婦
の
場
介
、
こ
の
こ
と
を
、
 

お
ば
ん
し
を
ま
か
す
と
い
う
。

戸
主
権
、
主
婦
権
を
あ
ら
わ
す
特
別
の
し
る
し
は
な
い
。
そ
れ
を
ゆ
ず
る
場
合
は

一
度
で
な
く,

仕̂

に
よ
っ
て
別
々
に
ま
か
せ
てL 
く

嫁
を
も
ら
っ
て
里
が
え
り(

三
日U
)

を
し
て
か
ら
、
嫁
がW

っ
て
き
た
と
こ
ろ 

で
、
嫁
が
ま
だ
仕
度
を
と
ら
な
い
で
い
る
と
き
、
今
日
か
ら
嫁
の
こ
し
ら
え
た
も
の 

を
な
ん
で
も
た
べ
る
か
ら
、
好
き
な
も
の
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
と
い
っ
て
ま
か
せ
た
。
 

仕
事
は
そ
の
と
き
ど
き
、
お
し
え
て
い
っ
て
ま
か
せ
る
場
八

I-J
も
あ
る
。
そ
の
と
き 

特
別
の
作
法
は
な
い
。(

乙
父 

今
井
と
く
さ
ん
の
は
な
し)

相_

人
が
幼
少
の
と
き
は
、
オ
ジ
な
ど
を
後
見
人
に
す
る
。
ま
た
、
如
に
婿
を
と 

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
姉
婿
と
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
場
介
の
相
統
は
姉
夫
婦
が
し 

て
、'
弟
は
分
家
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
相
談
で
き
め
る
。

ヒ
ト
マ
ケ 

縁
組
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
、
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

ィ
ツ
ケ
苗
字
の
同
じ
も
の
を
い
う
。

血
統
血
の
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

ホ
ン
ケ•

オ
メ
ヤ
新
宅
か
ら
の
本
家
の
呼
び
名
。

か
か
ぁ
天
下

孖
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
夫
の
こ
と
を,

八M

と
か
、
べ
べ
つ
き
ん
を
か
ふ' 

てt 

る
と
い
う
。
そ
ん
な
家
庭
を
、
か
か
あ
天•
卜
と
い
う
。

ヘ
ソ
ク
リ•

キ
ュ
—
デ•

ホ
マ
チ

家
族
が
主
人
に
内
証
に
た
め
た
金
免
衆
に
か
く
し
た
ぜ5

を
、

ヘ
ソ
ク
リ
と 

勺
証
ゼ
ニ
と
い
う
。
ヘ
ソ
ク
リ
は
、̂

と
か
と
し
ょ
り
の
卜
証
念
の
こ
と
で
岁
る 

ま
た
、

ヘ
ソ
ク
リ
の
こ
と
を
、
キ
ュ
ー
デ
と
か
、
ホ
マ
チ
とL

う
。

へ
ソ
ク
リ
の

(1:
方
は
、

収
入
の
一
部
を
た
め
て
お
く
。

く
ず
も
の
を
売
る
。

こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
ぬ
す
み
う
り
し
て
、

へ
ソ
ク
リ
を
つ
く
る
も
の
も
あ
る
。
 

あ
さ
ん
が
内
職
で 

へ
ソ
ク
リ
を
た
め
る
の
も
あ
る
。

人
がt

lv
を
休
ん
で
い
る
と
き
、
キ
ュ
ー
デ
か
せ
ぎ
を
し
て
、
金
を
た
め
る
の
も 

あ
り
、
ま
た
、,
11
分
の

(1:
1V
を
す
ま
せ
て
お
い
て
、
手
の
ま
わ
ら
なL

家
へ
す
け
に 

、
っ
て
、h

つ
か
い
を
も
ら
っ
て
く
る
こ
と
を
、
ホ
マ
チ
：：
2
1

とI

う

蚕
を
は
い
て
、
二
番
ご
を
、
お
っ
か
あ
の
ホ
マ
チ

fk
iv
に
や
る
と
い
う
場八

：！

も
あ

る
〇

ク
ズ
マ
ユ
を
お
ば
あ
さ
ん
の
キ

rl.
レ
デ 

に
し
て
お
け
な
ど
と
い
ぅ
場
八I 1
も
あ
るC 

若
い
人
の
小
づ
か
い
か
せ
ぎ
も
、
キ
ュ 

1

デ
と
い
ぅ
。

ま
た
、
例
え
ば
、
百

I1]
の
予
算
の
と
こ 

ろ
を
八
七

I1]
で
川
が
た
り
れ
ば
ノ
ニ
十

I1] 

を
だ
ま
か
し
て
お
き(

大

IV
に
し
て
お
き), 

ヘ
ソ
ク
リ
に
し
て
お
い
て
、
家
の
た
め
に 

つ
く
し
た(

か
た
い
嫁
の
場
合)

。

ヘ
ソ
ク
リ
は
、
着
物
の
ヘ
リ
な
ど
に
ぬ 

い
つ
け
て
お
い
た
り
し
た
。

ヘ
ソ
ク
リ
の
つ
か
い
み
ち
は
、
子
供
の

きんちゃくとへソワリ近、乙乂ノ 
井nr安雄撮影



小
づ
か
い
や
、
家
.

11-
の•
个
足
分
を
補
う
場八

：：

に
つ
か
つ
た
り
し
た
。,

ヘ
ソ
ク
リ
と
キ
ュ
ー
デ(

ホ
マ
チ)

は
わ
け
が
ち
が
つ
た
。

キ
ュ
ー
デ
の
方
は
わ
る
い
と
こ
ろ
は
な
い
。

ヘ
ソ
ク
リ
の
方
は
主
人
が
み
と
め
て
い
な
い
が
、
キ
ュ
ー
デ
の
方
は
、
主
人
が 

み
と
め
て
い
る
。

ヘ
ソ
ク
リ
は
、
と
つ
て
お
き
の
金
で
、
な
か
な
か
だ
さ
な
い
金
で
あ
る
。
キ
ュ
ー 

デ
は
、
小
づ
か
い
金
で
、
だ
し
入
れ
の,

11
由
な
金
で
あ
る
。

ヘ
ソ
ク
リ
も
、
キ
ュ
ー
デ(

ホ
マ
チ)

も
、
お
つ
か
あ
の
ふ
と
こ
ろ
に
は
い
る
の 

で
、
同
じ
こ
と
に
な
る
。

•

内
証
に
金
を
か
り
る
こ
と
を
、

へ
ソ
ク
リ
金
を
ほ
り
だ
す
の
が
う
ま
い
と
い
う
。

十
、
婚 

姻

昔
は
近
親
結
婚
が
多
か
つ
た
。

婿
が
嫁
を
も
ら
い
に
行
つ
た.
と
き
は
、
婿
は
嫁
の
家
で
末
座
に
坐
つ
た
。

嫁
が
来
る
と
、
部
落
の
人
口
ま
で
、
敷
物
、
お
鈍
子
、
さ
か
な
な
ど
を
も
つ
て
出 

迎
え
に
行
く
。
こ
れ
を
さ
か
む
か
え
と
い
う
。
さ
か
む
か
え
に
行
く
も
の
は
、
組
の 

も
の
多
勢
、
旦
那
衆
、
新
郎
側
の
も
の
、
近
親
の
も
の
で
嫁
の
と
こ
ろ
へ
行
か
な
い 

も
の
令
部
で
あ
る
。
村
の
入
口
の
道
路
のk

に
敷
物(

む
し
ろ)

を
し
き
、
お
铫f
 

を
三
本
、
さ
け
の
さ
か
な(

祝
い
は
品
を
つ
か
う)

と
し
て
、
よ
う
か
ん
、
す
し
、
 

に
し
め
の
さ
か
な
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。
よ
う
か
ん
は,

祝
儀
に
は
つ
き
も
の
で 

あ
る
。

嫁
が
く
る
と
組
の
代
表
者
が
挨
拶
を
す
る
。

「
組
を
代
表
し
て
さ
か
む
か
い
に
ま
い
り
ま
し
た
〇
」

嫁
の
側
の
挨
拶
と
し
て

「
ま
こ
と
に
ご
丁
重
の
お
で
む
き
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

す
が
、
い
ず
れ
座
敷
へ
参
り
ま
し
て
、
ゆ
つ
く
り
ち
よ
う
だ
い
い
た
し
ま
す
。) 

と
い
う
。
こ
の
と
き
は
酒
も
飲
ま
ず
、
ご
ち
そ
う
も
た
べ
ず
に
す
ま
せ
る
。
挨
拶
の

あ
と
、
組
の
も
の
が
先
頭
に
立
っ
て
式
場
へ
行
く
。
結
婚
式
が
は
じ
ま
る
と
、
嫁
さ 

ん
が
式
場
に
出
て
き
て
挨
拶
を
し
て
、
祝
の
品
を
だ
し
て
か
ら
、
さ
づ
け
と
い
う
の 

が
で
る
。
お
す
い
も
の
の
わ
ん
に
、
さ
づ
け
と
い
う
も
の
を
だ
し
、
赤
飯
、
す
し(

も 

ち
の
場
合
も
あ
る)

を
た
べ
き
っ
て
か
ら
酒
と
お
す
い
も
の
が
で
る
。
そ
れ
か
ら
祝 

宴
に
入
る
の
で
あ
る
。
お
客
は
令'
部
す
い
も
の
の
わ
ん
に
三
こ
ん
な
り
五
こ
ん
酒
を 

の
む
。

里
が
え
り
は
三
日H

か
五
日H

に
す
る
。

嫁
さ
ん
が
着
い
た
ら
、
お
勝
手
か
ら
入
る
。
そ
の
と
き
、
し
ゅ
う
と
め
が
一
门
お 

茶
を
の
ん
で
、
そ
れ
を
嫁
が
の
ん
で
か
ら
、
奥
の

Irll
へ
つ
れ
こ
む
。

年
上
の
女
房
を
好
み
、
金
の
わ
ら
じ
を
は
い
て
も
め
っ
け
ろ
と
い
っ
た
。

一
番
い 

い
の
は
、
め
ま
す
と
い
っ
て
、
女
が
一
つ
年
ヒ
の
も
の
で
あ
る

〇

通
婚
圏 

部
落
外
と
部
落
内
の
通
婚
の
割
は
以

riu
は
、
四
対
六
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
 

婚
姻
の
場
合
の
基
準
は
、
相
手
の
性
格
、
家
柄
、
財
産
な
ど
で
あ
る
。

嫁
を
も
ら
う
場
八Z

は
台
所
か
ら
も
ら
え
と
い
う
。

嫁
を
く
れ
る
場
介
は
、
せ
っ
ち
ん
や
よ
り
下
へ
行
け
と
い
う
。

年
を
と
っ
た
娘(

三
十
才
を
こ
え
た
も
の)

を
、
は
ん
ご
け
と
い
う
。

お
っ
か
け
よ
べ
え

ど
う
ろ
く
じ
ん•

薬
師
様(

娘
が
あ
そ
び
に
で
る
の
で
べ
べ
薬
師
と
い
う)

、
観

IV 

様
(

七
日
七
晩
の
お
こ
も
り
あ
り)

の
晩
、
む
す
め
が
あ
そ
び
に
で
て
き
た
の
で
、
 

村
の
若
い
衆
が
か
つ
い
だ
と
い
う
。
こ
ん
な
と
き
は
、
よ
そ
も
の
が
、
村
の
娘
を
ね 

ら
わ
な
い
よ
う
に
と
、
村
の
若
い
衆
は
、
よ
そ
も
の
に
、
石
を
な
げ
つ
け
た
り
、n
 

転
車
の
バ
ル
ブ
を
ぬ
い
た
り
、
お
い
は
ら
っ
た
り
し
た
。

十
一
、
産 

育

せ
ん
ち
ん
ま
い
り

生
ま
れ
て
三
日H

、
と
り
あ
げ
ば
あ
さ
ん
が
、
近

所
(

組
内)

を
三
〜
五
軒
ま
わ 

る
。
こ
の
と
き
橋
を
わ
た
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
産
婦
は
二
十
一
日
川,

橋
を



ゎ
た
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。

く
い
ぞ
め

百u
=

。

一
人
IPJ
の
おR

を
つ
く
っ
て
、•

、
こ
粒
た
べ
さ
せ
る
。

誕
生
日
に
は
、
た
ん
じ
ょ
う
も
ち
を
つ
く
。

お

産

こ
こ
に
は
一
般
に
産.¥
•

は
な
い
。
お
産
は
ッ
モ
デ
—
で
し
た
。
産
婆
の
こ
と
は
、
 

と
り
あ
げ
ば
あ
と
い
っ
た
。
む
か
し
、W

親
と
と
り
あ
げ
ば
あ
が
相
談
し
て
、
赤
ん 

坊
が
生
ま
れ
る
と
泣
か
せ
な
い
う
ち
に
、
く
び
を
ひ
ざ
で
お
さ
え
て
問

JI
き
し
た
と 

ぃ
う
。

‘

十
一
、
葬 

送

よ
び
き
や
す

死
に
そ
う
な
人
が
で
た
時
に
は
、
展
根
の
楝
に
あ
が
っ
て
、
大
く
で
そ
の
人
の
名 

を
呼
ぶ
。
名
を
呼
ぶ
の
は
、
そ
の
家
の
人
で
な
く
て
も
、
叫
に
あ
う
人
が
、M

根
を 

少
し
は
い
で
、
そ
の
人
の
名
を
呼
ぶ
。

人
が
死
ぬ
と
、
魂
が
ぬ
け
て
、
屋
根
の
棟
に
あ
が
る
と
い
う
の
で
、
棟
に
あ
が
つ 

て
、
名
を
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
今
か
ら
二
十
年
位
ま
え
ま
で
し
た
。

一
旦
死
ん
だ
人
が
、
三
途
の
川
を
渡
る
前
に
呼
び
き
や
さ
れ
る
と
、
生
き
か
え
る 

と
い
う
。

耳
ぷ
さ
ぎ
だ
ん
ご

同
じ
年
の
も
の
が
死
ん
だ
と
き
は
、
ま
ゆ
だ
ま
を
屋
根
に
ほ
う
り
あ
げ
る
。
ま
ゆ 

だ
ま
の
数
は
わ
か
ら
な
い
。

せ
ん
ぐ
り

病
気
で
助
か
ら
な
い
人
が
出
る
と
、
組
の
人
が
川
の
淵
に
あ
つ
ま
っ
て
、
手
を
は 

た
き
な
が
ら
千
か
ん
じ
よ
う
し
た
。

冬
は
川
の
淵
に
坐
っ
て
し
、
夏
は
は
だ
か
に
な
っ
て
、
川
の
中
に
入
っ
て
せ
ん
ぐ

り
を
し
た
し

納
棺
後
の
こ
と

納
棺
後
、
死
人
が
ね
て
い
たM
く
を
あ
げ
て
、
 

そ
こ
へ
蚕
か
ご
を'
/

つ
に
折
っ
て
お
き
、
ひ 

き

う

す(

石
製)

で
、
ケ
に
ド
う
す
、

yj
は 

-し

う
す
で
、⑻

の
よ
う
に'

PLI
す
み
と
ま
ん 

屮
を
、
ど
し
ん
、
ど
し
ん
と
つ
い
て̂

い
た
し

•
m

を
つ
く
人
は
、
そ
こ
に
た
ち
あ
つ
た
人(

近
親
な
ど)

で
あ
る
。

別
に
名
称
は
な
い
。

か
ご
を«

へ
も
つ
て
い
つ
て
、
土
ま
ん
じ
ゆ
う
の
お
さ
え
に
し
て
お
く
。

死
人
に
す
り
ば
ち
を
か
ぶ
せ
る
こ
と

九n
:
H

の
お
か
ま
の
く
ち
あ
け
か
ら
、
十
三
日
の
盆
の
く
ち
あ
け
ま
で
の
問
に 

死
ん
だ
も
の
は
、
そ
の

Ir.l
は
、
地
獄
か
ら
家
へ
く
る
途
屮
の
仏
様
に
あ
た
ま
を
は
ら 

れ
る
の
で
、
し
ら
じ(

す
り
ば
ち)

を
か
ぶ
せ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
め
つ
た
に
例
が 

な
い
の
で
、
ど
う
か
ぶ
せ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

十
三
、
年 

齢

七
つ
坊
主

七
つ
前
は
神
な
か
ま
と
い
う
。

七
つ
前
の
子
供
は
、
こ
ろ
が
る
と
神
が
とk

げ
を
つ
か
ま
え
て
、
楽
だ
と
い
う
の 

で
、
と»

毛
を
の
こ
し
て
お
い
た
。

七
つ
前
は
、
神
様
に
あ
げ
る
前
に
食
物
を
食
つ
て
も
い
い
と
い
つ
た
。

七
つ
前
は
た
た
く
と
ば
ち
が
あ
た
る
と
い
う
。

若
ぃ
衆
連

一
月
十
六
日
の
う
た
い
ぞ
め
の
日
に
、
十
六
才
か
ら
三
十
才
ま
で
の
も
の
が
あ
つ 

ま
つ
た
。
こ
の
日
は
金
を
だ
し
あ
つ
て
、
村
の
役
員
を
招
待
し
た
。
む
す
め
ぐ
み
は 

な
か
つ
た
。

マ
ユ
カ
ゴ 

ウ
ス



十
四
、
年

中

行

事

乙
父
の
年
中
行
事
と
食
制

〇 

も
ぐ
し

正
月
に
、
い
も
ぐ
し
を
神
棚
に
あ
げ
る
家
と
、
あ
げ
な
い
家
が
あ
る
。
い
も
ぐ
し 

は
ば
れ
い
し
ょ
の
皮
を
む
い
て
、
竹
の
く
し
に
さ
し
て
、
み
そ
を
つ
け
て
や
ゾ
こ 

も
の
で
あ
る
。

〇
と
う
ふ
ぐ
し

十
二
月
二
十
五
日
に
、
と
う
ふ
つ
く
り
を
す
る
。
あ
た
ら•
し
い
竹
の
く
し
に
さ
し- 

て
、
そ
の
晩
の
う
ち
に
や
い
て
お
く
。
く
し
は
ぬ
い
て
、
と
う
ふ
を
保
管
し
て
お
い 

て
、

一
月
一
日
〜
三
日
ま
で
、
毎
朝
神
棚
に
あ
げ
て
、
朝
、
お
茶
を
の
み
な
が
ら
家 

中
で
た
べ
る
。
神
棚
に
あ
げ
る
の
は
年
男
、
と
う
ふ
を
や
く
の
は
オ
ヵ
タ(

主
婦)

。

C

去
そ
な
え

米
の
も
ち
と
あ
わ
の
も
ち
の
お
そ
な
え
を
つ
く
る
。
年
神
こ
二 

つ
が
さ
ね
と
、
小
さ
い
お
そ
な
え
を
、
七
、
九
、
十
一
と
い
ぅ
数 

に
つ
く
り
、
神
棚
へ
三
つ
、
水
神
様
、
か
ま
が
み
、
や
し
き
が
み
、
 

ベ
ん
じ
ょ
が
み
、
と
ぅ
り
の
神(

門
口)

な
ど
へ
あ
げ
る
。

〇
特
殊
な
家
例
の
家

と
し
と
り
の
晩
に
、
主
人
が
わ
ら
じ
を
は
い
て
、

足
仕®

を
し

て 

み
の
を
き
て
、
い
ろ
り
に
足
を
い
れ
て
夜
を
あ
か
す
家
例
が
あ
っ
た(

今
よ
し
て 

い
な
い)

。

武
家
の
一
族
で
、
乙
父
へ
落
人
と
な
り' 

い
つ
な
ん
ど
き
敵
に
お
そ
わ
れ
る
か
も 

わ
か
ら
な
い
の
で
、
い
つ
で
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
生
計
困
難
な
為
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

正
月
行
事
を
一
切
省
略
し
て
、

よ
ろ
ず
お
ん
も
の
づ
く
り

と
紙
に
書
い
て
、
神
棚
へ
は
り
さ
げ
を
し
て
、

一
切
を
す
ま
せ,
た
家
も
あ
る
。
こ
の

紙
は
三
力
日
さ
げ
て
お
く
。

こ
れ
は
乙
父
に
二
軒
あ
る
。

一
軒
は
乙
父
で
も
屈
指
の
家
で
、

一
軒
は
極
貧
の
家
で
あ
る
。

こ
の
辺
で
は
、
お
正
月
の
お
か
ざ
り
に
つ
か
う
ぬ
る
で
の
木
は
、
ど
こ
の
山
へ
行
っ 

て
き
っ
て
き
て
も
よ
い
と
い
う
き
ま
り
が
あ
っ
た
。
松
も
同
様
で
あ
っ
た
。
大
尽
の 

万
の
言
い
分
は
、
役
に
立
た
な
い
ぬ
る
で
の
木(

ぬ
る
で
は
川
材
に
な
ら
な
い)

で 

も
、
他
人
の
家
の
木
を
き
る
こ
と
は
や
め
た
い
と
い
う
の
で
、
帘
中
な_

11£
片
の
お
か 

ざ
り
を
は
じ
め
た
と
い
う
。

一
方
、
ま
ず
し
い
家
の
方
で
は
、
あ
げ
た
い
気
持
は
あ
る
が
、
無
理
し
て
ま
で
、
 

お
力
ざ
り
を
し
な
く
と
も
よ
い
と
し
て
簡
単
な
お
か
ざ
り
に
し
た
と
、
う
。

お
伊
勢
ま
い
り
に
行
っ
て
く
る
た
び
に
、家
例
を
あ
ら
た
め
る
と
い
う
家
も
あ
る

〇  

分
家
を
出
し
た
機
会
に
家
例
を
あ
ら
た
め
る
と
い
う
家
も
あ
る
。

乙
父
の
年
中
行
事

りI

月I

日
初
絵
う
り

丁
三
才
位
ま
で
の
男
の
子
や
女
の
子
が
、夜
中
に
一
日
の
鐘
が
な
る
と
う
り
に
く
る
。
 

力
い
こ
の
は
き
た
て
、
蚕
を
や
し
な
う
絵,

七
福
神
、
金
の
な
る
木
、
宝
入
船
な 

こ
の
絵
。

-あわもち

初絵(乙父)

近藤義雄撮影



「
お
早
う
ご
ざ
ん
す
。
初
絵
を
お

TI
い
な
す
っ
て
」
と
い
っ
て
う
り
あ
る
い
た
。
 

む
か
し
は
元
か
ら
一
枚
三
厘
でn

い
、
そ
れ
を
一
銭
五®

か
ら
二
銭
で

7C
っ
た
。
 

こ
の
も
う
け
が
子
供
の
正
月
の
こ
づ
か
い
に
な
っ
た
。
家
の
近
所
か
ら
売
り
だ
し
、
 

お
互
い
に
競
争
し
て
売
り
あ
る
い
た
。

年
男
に
は
相
続
人
が
な
っ
た
。
神
流
川
へ
行
っ
て
若
水
を
汲
ん
で
き
て
、
正
パ
の 

夜
明
け
を
ま
っ
て(

二
時
お
き
す
る)

、
朝
湯
を
た
て
る
。
湯
が
わ
く
頃
に
は
夜
が
あ 

け

る

.0

正
月
様
に
は
お
茶
を
た
て
て
あ
げ
た
り
、
お
み
き
を
あ
げ
る
。

お
茶
を
の
み
な
が
ら
、
家
例
に
し
た
が
っ
た
食

IV
を
す
る
。
そ
の
叫
に
米
の
か
ゆ 

を
に
る
。
そ
れ
が
で
き
る
と
、
神
棚
に
か
ゆ
を
あ
げ
る
。
神
棚
は
つ
る
し
だ
な
で
、
 

方
向
は
南
む
き
か
東
む
き
で
あ
る
。
神
棚
に
は
、
天
照
皇
太
神
、
三
宝
荒
神
、
歳
神 

様
(

ト
シ
ト
ク
ジ
ン)

が
ま
つ
っ
て
あ
る
。

ト
シ
ト
ク
ジ
ン(

新
し
い
神)

は
、
正
月
の
卯
の
日
に
か
え
る
。

〇I

月I

日
か
二
日' 

仕
事
は
じ
め
、
山
入
り
と
い
う

こ
の
日
山
へ
行
っ
て
、
お
っ
力
と
を 

き
っ
て
お
く 
(

お
っ
か
ど
は
や
し
と
い

う
〇)

〇|

月
三
日
不
浄
の
日

こ
の
日
山
入
り
せ
ず
。

〇 I

月
七
日
七
草

七
日
の
朝
、
人
ょ
り
先
に
先
に
と
、

せ
り
を
と
り
に
行
く
。

せ
り
、
と
う
ふ
、
ま
め
な
ど
を
お
か 

ゆ
の
中
に
い
れ
て
に
る
。
こ
れ
が
七
草 

が
ゆ
で
あ
る
。

材
料
は
、
せ
り
、
と
う 

ふ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
豆
、
あ
ず
き
、こ
ぶ
、
 

あ
わ
、
こ
め
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

家
に
ょ
っ
て
ち
が
う
。
七G

に
と
な
え
ご
と
は
な
い
。

七
日
ま
で
を
大

11:
月
と
い
う
。

〇 I

月
十
四
日
、
十
五' 

十
六
日 

小
正
月

十
五
日
に
お
か
ざ
り
の
松
を
川
原
へ
も
っ
て
い
っ
て
も
や
す
。

十
四
日
の
朝
ま
ゆ
だ
ま
を
つ
く
っ
て
、
も
み
じ
に
つ
け
る
。

〇

一

月
十
四
日

ま
ゆ
だ
ま
を
女
が
つ
く
る
。

男
が
つ
く
る
の
は
、
わ
き
ざ
し
、
か
ぃ
か
き̂

、
は
ら
み
ば
し
、
お
に
の
歯
、
七 

福
神
の
俵
、
お
き
ん
ま
ら
、
は
な
、
つ
つ
、
く
わ
、
え
ぐ
わ
な
ど
で
あ
る
。

わ
き
ざ
し
は
ぬ
る
で
で
大
小
二
本
つ
く
っ
て
、
神
棚
に
あ
げ
る
。
は
ら
み
ば
し
は
、
 

お
っ
か
ど
の
木
で
家
族
の
数
と
年
神
様
の
分
だ
け
つ
く
る
。

こ
の
箸
で
一
年
中
た
べ 

る
と
、
お
も
い
ご
と
が
か
な
う
と-̂

う
。

お
に
の
歯
は
、
お
っ
か
ど
を
け
ず
っ
て
「
十
二H

鬼
」
と
か
い
て
、
出M

のf
t

の 

と
こ
ろ
に
は
り
つ
け
る
。
夜
明
け
を
ま
っ
て
、
家
の
め
ぐ
り
の
と
こ
ろ
に
た
て
る 

, 

i

なi

、
一
本
の
木
で
つ
く
る
家
も
あ
り
、
十
六
本
別
々
に
つ
く
る
家
も
あ
る
力 

十
六
の
花
び
ら
を
つ
く
る
。
十
六
善
神
様
に
あ
げ
る
と
い
っ
て
つ
く
る
。
あ
わ
ぼ
う
、
 

ひ
え'
ほ
う
と
い
う
。

つ
つ
、
く
わ
、
え
ぐ
わ
は
か
ま
が
み
様
に
あ
げ
る
。

〇 |

月

十

五

日

ド

—
ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ

ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ
は
こ
の
日
の
夕
食
後
に
す
る
。

わ
き
ざ
し
は
、
十
四
日
の
お
か
ざ
り
か
え
の
、
あ
ま
っ
た
松
を
も
や
す
と
き
に
、
 

つ
え
こ
も
っ
て
い
っ
て
、
先
を
あ
ぶ
っ
て
く
ろ
く
し
て
く
る
。
神
棚
へ
あ
げ
た
松
を 

川
原
へ
も
っ
て
い
っ
て
、.

三
本
柱
を
た
て
て
、
も
え
や
す
い
も
の
を
か
け
て
火
を
つ 

け
る
。

お
か
ざ
り
は
子
供
が
あ
つ
め
る
。

お
き
ん
ま
ら
は
、
ド
ー
ロ
ク
シ
ン
ヤ
キ
の
途
中
に
あ
る
ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
に
あ
げ
る
。
 

わ
き
ざ
し
は
、
家
の
も
の
が
ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ
に
行
く
と
き
に
つ
し
て
行
く 

ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ
を
す
る
の
は
、
十
二
、
三
才
か
ら
十
七
才
ぐ
ら
い
ま
で
の
子

小正月の道具類(乙父)

井田安雄撮影



供
で
あ
る
。

ド
ー 

ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ
の
と
き
、
わ
き
ざ
し
で
火
を
け
し
て
し
ま
う
こ
と
を
す
る
。
 

火
が
き
え
て
も
ま
た
つ
け
る
。

十
五
日
の
朝
、
十
四
日
に
つ
く
っ
た
ぬ
る
で
の
は
ら
み
ば
し
で
、
お
か
ゆ(

し
ら 

が
ゆ)

を
た
べ
る
。
あ
ず
き
を
い
れ
る
と
か
い
こ
に
し
ば
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
 

こ
の
辺
で
は
し
ら
が
ゆ
に
し
て
い
る
。

〇
一
月
十
六
日
先
祖
の
供
養
日

寺
ま
い
り
な
が
ら
年
始
を
す
る
。
寺
へ
は
お
金
を
も
っ
て
い
く
。
年
寄
り
が
主
で 

あ
る
。
こ
の
日
墓
へ
は
行
か
な
い
。
お
盆
と
は
関
係
な
し
。

〇 I

月
十
七
日
山
の
神
ま
つ
り

各
組
毎
に
、
酒
を
の
ん
で
ま
つ
る
。
宿
は
ま
わ
り
番
で
、
主
人
が
あ
つ
ま
る
。
山 

仕

1V
を
す
る
人
が
主
に
す
る
。
食

IV
は
と
ら
な
い
。
酒
の
さ
か
な
は
门
分
の
と
こ
ろ 

で
と
れ
た
も
の
を
、
衍
で
だ
し
て
神
様
に
あ
げ
る
。

山
の
神
ま
つ
り
は
、
夜
の
と
こ
ろ
も
、
昼
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
机
に
ょ
っ
て
ち
が 

う
〇山

の
神
様
は
十
二
様
と
は
ち
が
う
。

〇 I

月
十
八
日
お
観
音
様

こ
の
日
は
、
乙
父
本
村
の
馬
頭
観

If
様
に
、
主
と
し
て
馬
も
ち
の
人
た
ち
が
お
ま 

い
り
す
る
。

r

供
た
ち
が
笹
っ
ば
を
う
り
に
で
て
、

AU
方
に
う
る
。f

供
た
ち
は
笹
っ
は
を
ま 

ず

観

f*f
様
に
供
え
て
か
ら
う
る
。
こ
の
笹
っ
は
を
、
说
が
わ
ず
ら
っ
た
と
き
に
た
べ 

さ
せ
る
と
、
な
お
る
と
い
う
。

〇|

月
二
十
日
お
え
び
す
こ
う
二
十
日
正
月

こ
の
：

n

朝
祝
い
し
て
い
る
う
ち
に
、
え
び
す
様
が
働
き
に
出
る
。
そ
し
て
ト
バ
の 

え
び
す
こ
う
にW

っ
て
く
る
と
い
う
。

え
び
す
様
に
小U

の
ご
は
ん
を
た
い
て
あ
げ
る
。
う
る
し
の
茶
わ
ん
に
、
小
豆
ご 

は
ん
を
も
り
、
ま
た
、
お
か
ず
を
そ
え
る
。

十
四
：

3

の
ま
ゆ
だ
ま
を
こ
の
と
き
ゆ
で
な
お
し
て
あ
げ
る
。
お
か
ず
は
、
お
客
様

の
接
待
と
同
じ
ご
ち
そ
う
を
、

一
そ
ろ
い
あ
げ
る
。
お
酒
、
お
す
い
も
の
、
お
か
し 

ら
つ
き
、
御
飯
な
ど
が
ご
ち
そ
う
で
あ
る
。

〇 I

月
二
十
五
日
お
天
神
様

二
十
四
日
か
ら
子
供
が
す
る
。

〇 I

月
二
十
八
日
不
動
様

〇
二
月
三
日
か
四
日
節
分

立
春
後
初
の
午
の
日
に
初
午
を
す
る
。

こ
の
日
も
ち
を
つ
く
。
お
い
な
り
さ
ん
の 

お
ま
つ
り
で
あ
る
。

〇
三
月
十
八
日
〜
二
十
四
日
春
の
彼
岸

こ
の
日
先
祖
の
鎬
ま
い
り
を
す
る
。

こ
の
叫
、
七
夜
と
い
っ
て
七
日
問
、

コ
ー
チ
fe
に
お
屯
に
あ
つ
ま
っ
て
念
仏
を
し 

た
。さ

お
の
う
ら
に
か
さ
ぼ
こ
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
お
兑
の
前
に
た
て
て
お
き
、
お 

兑
に
こ
も
っ
て
念
仏
を
し
た
。

念
仏
は̂

女
ま
じ
っ
て
し
たt

年̂

が
中
心
に
な
っ
て
、
年
寄
に
つ*.
、
い
て
ほ
か 

の
も
の
も
念
仏
を
と
な
え
た
。

今
で
は
、
半
紙
を
十
二
枚
ぎ
り
に
し
て
、
花
の
か
っ
こ
う
を
つ
く
っ
て
、
木
の
枝 

に
つ
け
て
、
か
さ
ぼ
こ
に
か
え
て
や
っ
て
い
る
。

〇
四
月
二
、
三
日
お
節
句

こ
こ
で
は
さ
む
い
の
で
、
お
節
句
を£

门
に
し
て
い
る
し

〇
四
月
二
日
も
ち
つ
き

〇
四
月
三
日
ひ
な
か
ざ
り

ひ
な
の
古
い
の
は
、
ド
ー
ロ
ク
ジ
ン
さ
ま
に
お
さ
め
る
。
し
か
し
、f

供
の
と
き
、
 

名
ざ
し
で
も
ら
っ
た
ひ
な(

名
ざ
し
の
ひ
な)

は
大

IV
に
し
て
、

一
生
保
存
し
て
お 

ぃ
た
。

〇

お
ひ
な
が
い(

お
ひ
な
が
ゆ)

四
月
三
日

こ
の
日
子
供
が
川
原
へ
行
っ
て
、
お
ひ
な
が
い
を
す
る
。

む
か
し
お
ひ
め
さ
ま
が
岛
な
が
し
に
さ
れ
て
、
川
原
へ
あ
が
っ
て
、
お
か
い
を
た



ベ
て
家..
il-
を
た
て
た
と
い
う
は
な
し
あ
りC

そ
れ
を
し
の
ん
で
の
；fr
ゼ
と
い
う
。

f

供
た
ち
は
门
分
の
ひ
な
と
、
に
た
き
の
道H

を
も
っ
て
い
っ
て
、
朝
米
の
か
ゆ 

(

必
ず
米
の
か
ゆ
と
き
ま
っ
て
い
る)

を
に
て
、
そ
れ
を
ひ
な
さ
ま
に
あ
げ
た
り
、
 

た
べ
た
り
す
る
。
の
こ
っ
た
か
ゆ
を
昼
に
た
べ
て
か
え
る
。

川
原.
へ
は
く
ら
い
う
ち
に

fr
く
。

川̂

の
Y1
を
つ
み
か
さ
ね
て
、

一
针
の
シ
ロ
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
へ
ひ
な
を
か
ざ 

る
。灰

述
ど
お
し
心
の
あ
っ
た
人
と
あ
つ
ま
っ
て
す
る
。

八
ネ
ぐ
ら
い
か
ら
、
屮
学
卒
菜
ぐ
ら
い
ま
で
のf

供
が
し
て
い
る
。

〇
四
月
五
日
乙
火
神
社
の
祭
典

み
こ
し
を
川
瀬
に
出
す
。

こ
れ
を
お
ね
り
と
い
う
。

こ
の
と
き
に
う
た
う
歌
が
、
 

カ
ン
カ
ン
と
か
オ
カ
ザ
キ
バ
ヤ
シ
な
どk

rq
種
あ
る
。
 

'

〇
旧
暦
四
月
八
日
お
し
や
か
さ
ま
の
誕
生
日

お
1-.
寸
ま
い
り
を
す
る
。

こ
のU

の®

は
ん
を
た
べ
て
、
若
い
衆
が
お
た
け
山
に
の
ぼ
るC

こ
のU

、
お
し
ゃ 

か
さ
ま
の
か
な
く
そ
も
ち
を
つ
く
るC

も
ち
ぐ
さ
を
い
れ
て
つ
く
る
。
山
へ
は
酒
を 

も
っ
て
い
き
、
も
ち
を
弁
当
に
も
っ
て
い
っ
て
た
べ
る
。

お
た
け
や
ま
は
、
蚕
の
神
様
な
の
で
、
醬
作
を
祈
る
。
お
た
け
山
に
は
神
社
が
あ 

り
’
そ
こ
か
ら
お
剣
を
か
り
て
く
る
。
蚕
が
あ
た
る
と
、
剣
を
あ
た
ら
し
く
つ
く
っ 

て
か
え
す
。

ま
た
、
境
内
の
木
の
枝
を
と
っ
て
き
て
、
蚕
の
ま
ぶ
し
に
い
れ
る
と
、
ょ
も
の(

ね 

. 

ず
み)

が
か
か
ら
な
い
と
い
う
。

以
船
は
四M

七
：

n

に
山
へ
の
ぼ
っ
て
、
小
屋
に
泊
り
、翌
朝
お
ま
い
り
し
て
か
え
っ 

た
。四

月
八U
 
(

以
前
は
七
：

H
)

以
前
は
、
誰
も
お
た
け
山
へ
の
ぼ
っ
て
は
い
け
な
い 

と
い
っ
た
。

〇
旧
五
月
五
日
節
句

の
き
へ
、
ょ
も
ぎ
と
か
や
を
さ
す
。

〇
五
月
の
寅
の
日
ま
つ
り

麦
の
穂
が
出
て
、
嵐
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ま
つ
り
。

«-
コ
ー
チ
ご
と
に
し
た
。

?K
を
き
め
て
、
米
を
五
介
ず
つ
出
し
、
お
わ
ん
に
山
も 

り
に
し
て
た
べ
た
。
皆
た
べ
き
る
ょ
う
に
し
た
。
百
姓
だ
け
が
し
た
。

〇
六
、
七
月
は
蚕
が
い
そ
が
し
い
の
で
、
特
別
の
行

IV
は
な
い
。

〇
七
月
上
旬
に
、
日
曜
日
を
一
日
含
め
て
、
か
い
こ
や
す
み
を
す
る
。
背
は
か
い
こ 

を
あ
げ
て
、
ま
ゆ
を
か
ん
そ
う
し
て
し
ま
う
と
や
す
ん
だ
。

こ
の
と
き
は
、
ふ
れ
を 

K

長
が
出
し
て
や
す
ん
だ
。

区
長
と
伍
長
の
会
議
で
や
す
みU

を
き
め
た
。H

で
い
い
つ
ぎ
を
し
て
、
そ
れ
を 

ふ
れ
と
い
っ
た
。

〇
八
月I

、

二
日
頃' 

農

休

み(
k

野
村
八R
体)

k

野
村
令
体
で
、
ふ
れ
を
だ
し
て
や
す
ん
だ
。

む
か
し
は
部
落
ご
と
に
し
た
。

農
休
み
は
三u

lr.l
、U

は

IX
長
と
伍
長
の
会
議
で
き
め
た
。
時
期
は
、
麦
こ
な
し 

が
終
っ
て
、
秋
蚕
の
は
き
た
て
前
に
し
た
。

〇
九
月|

日
カ
マ
ノ
ク
チ
ア
ケ

お
茶
が
し
を
こ
し
ら
え
て
、
仏
様
に
あ
げ
る
。

こ
の
日
仏
様
が
、
石
の
か
ら
う
と
を
、
や
き
も
ち
を
ふ
っ
つ
け
て
出
て
く
る
と
い 

う
の
で
、
か
た
い
や
き
も
ち
を
つ
く
っ
て
あ
げ
るC

仏
様
は
石
の
か
ら
う
と
を
ぶ
ち 

こ
わ
し
て
で
て
く
る
と
い
う
。

ボ
ン
ギ
ヨ
ゥ

盆
の
す
ぐ
前
、
嫁
ご
と
婿
と
が
酒
と
粉
な
ど
を
も
っ
て
、
嫁
の
実
家
へ

fr
っ
て
、
 

う
ど
ん
を
つ
く
っ
て
、
親
(

親
の
な
い
と
き
は
そ
の
家
の
相
統
人)

と
仲
人
を
ょ
ん 

で
ご
ち
そ
う
を
す
る
。

こ
れ
は
お
中
元
と
は
ち
が
う
。

〇
九
月
九
日 

お
く
ん
ち(

今
は
し
て
い
な
い)

九
日
—

ハ
ツ
グ
ン
チ

十
九
日I

中
の
ク
ン
チ



二
十
九□

—
し
め
え
ぐ
ん
ち 

»

百
姓
だ
け
が
、
も
ち
を
つ
い
て
ま
つ
っ
た
。

〇
九
月
十
三
日
—
十
六
日
お
盆

先
祖
ま
つ
り

十
二
日
か
十
三
日
に
、

コ
ー
チ
の
み
ち
づ
く
り
を
、

コ
ー
チ
fe
に
す
る
。
御
先
祖 

様
が
く
る
と
き
、
こ
ろ
ん
だ
り
、
け
つ
ま
ず
い
た
り
し
な
い
ょ
う
に
と
い
う
の
で
、
 

み
ち
つ
く
り
を
す
る
。

墓
のW

除
は
、
個
人
ご
と
に
す
る
。

盆
む
か
え
は
、
门
分
の
か
い
ど
で
す
る
。
麦
か
ら
に
火
を
つ
け
て
お
む
か
え
す
る
。
 

麦
が
ら
を
か
い
ど
で
大
人
が
も
や
す
。

お
棚
に
は
別
に
火
を
つ
け
る
。
夕
飯
を
あ
げ
る
前
に
、
む
か
い
火
を
す
る
。

〇
旧
十
月
十
日
ト
ウ
カ
ン
ヤ

子
供
が
わ
ら
で
っ
ぽ
う
を
門
先
で
ひ
っ
ぱ
た
く
。

ト
ウ
カ
ン
ヤ 

ト
ウ
カ
ン
ヤ 

ア
サ
ソ
バ
キ
リ
ニ 

ヒ
ル
ダ
ン
ゴ 

ヨ
ウ
メ
シ
ク 

ツ
タ
ラ
ヒ
ッ
パ
タ
ケ

こ
の
日
お
し
と
ぎ
を
つ
く
っ
て
、
神
棚
と
神
社
へ
あ
げ
る
。
お
し
と
ぎ
は
、
米
の 

粉
を
う
す
で
ひ
い
て
、
な
ま
で
こ
ね
て
、
お
団
子
を
二
つ
か
さ
ね
た
も
の
で
あ
る
。
 

新
穀
を
あ
げ
る
と
い
う
の
で
下
に
は
ま
め
、
さ
か
あ(

あ
わ)

、
上
の
は
米
の
だ
ん
ご 

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
た
け
や
ま
へ
、
若
い
衆
が
、
蚕
の
豊
作
の
お
礼
と
い
う
の
で
、
 

お
剣
と
一
緖
に
も
っ
て
い
く
。

お
し
と
ぎ
は
、
神
社
へ
は
子
供
が
、
神
棚
へ
は
嫁
が
あ
げ
た
。

〇
十
二
月
二
十
日 

お
え
び
す
こ
う

え
び
す
さ
ま
が
仕
事
か
ら
か
え
っ
て
く
る
日
で
あ
る
。
時
問
は
朝
す
る
家
と
、
夜 

と
す
る
寒
と
が
あ
っ
て
、
家
に
ょ
っ
て
ち
が
う
。

〇
十
二
月
三
十
日
も
ち
つ
き

〇
十
二
月
三
十|

日
お
か
ざ
り

お
か
ざ
り
が
す
む
と
、
早
寝
を
す
る
と
白
髪
が
ふ
え
る
と
い
う
。
除
夜
の
鐘
を
き 

い
て
か
ら
、
神
社
へ 

二
年
ま
い
り
を
す
る
人
も
あ
る
。

十
五
、
信 

仰

乙
父
の
氏
神(

鎮
言
様)

乙
父
の
氏
神
は
乙
父
神
社
と
い
う
が
、
名
称
は 

抜
鋅
神
社.4
 W

前
神
社i

乙
父
神
社

と
い
う
よ
う
に
変
化
し
た
。

乙
父
の
主
な
苗
字
と
氏
神

多
い
苗
字

小
須⑴

—
熊
野
神
社

相

馬

—
神
明
神
社

黒

沢

—
神
明
神
社

今

井

—
諏
訪
神
社

111
村
—
調
訪
神
社

他
に
新
入
り
と
し
て

落
合
、
浅
川
、
浅
香

な
ど
が
あ
る
。

乙
父
の
コ
—
チ
(

組)

と
神
仏

神
寄
—
お
く
ま
ん
さ
ま
、
不
動
様

於
露
瀬

柿
平
—
神
明
様

森
戸
—
神
明
様と

お
のL

上
、
下

組(

遠'
西)

—
課
訪
様

中
村I

諏
訪
様

HI
平
—
諏
訪
様

西
和

IH

石
神
—
諏

訪

様,

桧
平
—
ひ
の
き
ご
ぜ
ん
、
熊
野
神
社



乙
父
沢
—
十
二
天
狗
、
薬
師
様
、
諏
訪
様

小
奥
崎

小
春
—
諏
訪
様

乙
父
—
諏
訪
様
、
千
日
党

乙
父
の
講

碓
氷
峠
の
権
現
様
の
講
—
主
人
が
入
っ
て
い
る
。
 

甘
楽
の
一
宮
貫
前
神
社
—
主
人
、
若
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
 

古
峯
の
原(

火
伏
せ
の
神)

戸

穏(

信
州)
(

蚕
の
神)

吉
井
の
観
音
様(

厄
除
け)

か
な
さ
な
の
大
師
様

中

Mi
の
産
泰
様
—
女
の
人
が
お
ま
い
り
す
る
。

黒
滝
の
不
動
様(

甘
楽
郡
磐
戸)

少

林

山(

高
崎)

榛
名
神
社

稲
含
様

三
峯
山

り
ょ
う
か
み
山(

秩
父)

乙
父
とI

の
宮
の
貫
前
神
社
の
こ
と

む
卜
し
、
姉
と
妹
が
あ
っ
た
。
あ
る
晩
ふ
た
り
と
も
夢
を
み
た
。
姉
も
妹
も
ぃ1
 

夢
を
み
な
か
っ
た
。

姉
は
馬
の
く
つ
を
ひ
ろ
っ
た
夢
を
み
た
。
 

妹
は
重
箱
を
ひ
ろ
っ
た
夢
を
み
た
。

姉
は
欲
が
ふ
か
い
も
の
だ
か
ら
、
約
束
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
夢
を
と
り
か
え
た
。
 

妹
の
方
はI

の
宮
へ
お
ち
つ
き
、
姉
の
方
は
乙
父
へ
お
ち
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
馬 

の
く
つ
は
ふ
ん
び
ろ
が
る
が
、
重
箱
は
大
き
く
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
わ
け
で
、

一
の 

宮
の
貫
前
神
社
は
大
き
く
な
っ
た
が
、
乙
父
の
神
社
は
大
き
く
発
展
し
な
い
の
だ
と 

ぃ
う
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
朝
夢
の
こ
と
を
は
な
す
な
と
い
う
。
そ
し
て
、
夢
を̂
 

た
ら
、
天
竺
の
バ
コ
ゥ
様
に
、
是
非
夢
を
く
っ
て
下
さ
い
と
い
っ
て
、

オ
ン
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ

と
い
っ
て
、
呪
文
を
と
な
え
る
の
だ
と
い
う
。

乙
父
神
社
の
祭
神
は
女
神
で
あ
る
。
お
く
り
か
ら
川
へ
な
が
れ
て
き
て 

神
流H
 

の
淵
に
な
が
れ
て
い
た
の
を
、
ひ
ろ
い
あ
げ
て
、
休
み
場
所
に
お
き
、
そ
こ
か
ら
今 

の
と
こ
ろ
に
お
ま
つ
り
し
た
と
い
う
。
神
社
の
お
ま
つ
り
の
と
き
に
は
、
沖
様
が
川 

原
へ
お
り
る
途
中
、
そ
こ
で
休
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

え
び
す•

だ
い
こ
く

乙
父
の
今
井
勘
造
氏
の
家
に
木
彫
の
え
び
す•

だ
い
こ
く
さ
ま
が
あ
る
。

こ
れ
は 

左
甚
五
郎
作
と
い
う
。
あ
る
と
き.
乙
父
に
左
五
郎
が
来
て
泊
ン
て 

丁
仪
に
つ 

吹
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
に
今
ル
氏
の
家
に
立
ち̂

っ
て
、
あ
い
そ,•
ほ
り 

こ
ま
っ
た
も
の
と
い
う
。
そ
のH

は 

一
 H

十
四
日
で
、
わ
き
ざ
し
木(

お
つ
か
ど) 

で
ほ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
え
び
す•

だ
い
こ
く
は
、
え
び
す
講(

新
の
一 
H
 -
卜
门
の
二
十U
)

の
と

乙 父 押 住

•井IH安雄撮影

カビラ仏(乙父)

汴川安雄撮影



き
に
お
供
え
し
た
も
の
を
、
お
臍
の
す
み
に
と-
〇
て
お
い
た
り
、
下
に
お
と
し
た
り 

す
る
と
い
う
。
こ
ん
な
と
き
に
は
家
に
出
来

IV
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
今
ガ
家 

で
は
こ
の
え
び
す
・
だ
い
こ
く
を
士
|13:
の
判
断
と
し
て
い
る
。
先
祖
か
ら
は
こ
の
え 

び
す•

だ
い
こ
く
を
信
心
す
れ
ば
ft
う
に
困
ら
ぬ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
とL 

う
〇 

,

お
ひ
ま
ち

お
さ
ん
の
か
み
さ
ま
。

ま
わ
り
番
で
宿
を
し
て
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
こ
し
ら
え
て
、
の
ん
だ
り
、
く
っ
た 

り
し
て
す
ご
す
。

お
：
^

様
の
あ
が
る
ま
で
お
き
て
い
て
、
色
々
は
な
し
を
し
て
、
月
が
出
る
と
お
が 

ん
で
解
散
す
る
。

米
一
升
、
小̂

五
介
、
砂

糖(

背
は
十
銭
ぐ
ら
い

rl
っ
た)

を
も
ち
ょ
っ
て
、
石 

臼
で
米
の
粉
を
ひ
き
、
お
ま
る
を
こ
し
ら
え
て
、
月
の
出
を
ま
っ
た
。

カ
ピ
ラ
仏•

カ
ベ
ラ
仏

か
ざ
う
る
し
、
う
る
し
か
ぶ
れ
の
と
き
に
お
が
む
と
ょ
い
と
い
う
。
お
ま
つ
り
は&
 

に
な
い
。

カ
ピ
ラ
仏
は
、
板
碑
と
か' 

う
す
い
-^-
fe
を
主
体
と
し
て-
^

る
。
三
才
以7

のT
 

供
が
死
ん
だ
の
を
い
け
た
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
カ
ビ
ラ
仏
の
あ
る
の
は
、
柿•
平•

松

平•

乙
父
沢
な
ど
で
、
乙
父
以
外
に
は 

き
い
て
い
な
い
。

禁

忌

さ
る
の
日
に
爪
を
き
っ
て
は
い
け
な
い
。
き
る
と
死
に
そ
こ
な
い
を
す
る
と
い
う
。
 

二
十
七
才
と
な
れ
ば
、
た
つ
み
が
本
命
で
、
い
ぬ
い
が
わ
る
い
向
き
で
あ
る
。

い 

ぬ
い•
に
む
か
っ
て
縁
机
、
普
諮
、

M;--
て
の
移
転
な
ど
を
す
る
と
、

一
年
たk

ぬ
う
ち 

に
命
が
終
る
と
い
う
。

雨

乞

十Z
E

川
ぐ
ら
いU

照
り
が

-O.t 
く
と
、
ロ
向
む
き
の
作
物
は
ま
い
っ
て
し
ま
う
の 

で
、
そ
の
頃
雨
乞
い
を
す
る
。

お
諏
訪
様(

お
た
け
さ
ま)

と
笠
丸
様
へ
、
お
て
ん
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
使 

を
出
す
。
こ
れ
はK

長
が
組
に
は
な
し
て
割
り
当
て
て'

讯
長
が
適
證
き
め
て(

順 

番
に
き
め
る)

出
す
も
の
で
あ
る
。
お
諏
訪
様
か
ら
は
お
剣
を
か
り
、
笠
丸
様
へ
は 

竹
筒
を
も
っ
て
行
っ
て
、

•?:
の
屮
段
の
水
た
ま
り
か
ら
、
種
水
を
も
ら
っ
て
く
る,. 

そ
し
て
、神
流
川
の
川
瀬
に
し
つ
ら
え
た
と
こ
ろ
に
お
剣
と
種
水
を
さ
げ
て
お
か
む
、
 

そ
れ
で
も
雨
が
降
ら
な
い
と
き
は' 

乙
父
神
社
の
り
ゆ
う
お
う
ご
ん
げ
ん(

石
柃) 

を
淵
こ
ぶ
っ
こ
ん
で
か
ら
、
新
し
く
こ
し
ら
え
た
川
原
の
石

hi
の-
^

に
ま
つ
っ
て
!^] 

を/
乙
い
、
そ
の
あ
と
り
う
お
う
ご
ん
げ
ん
は
神
社
へ
お
か
え
し
す
る
。

そ
れ
で
も
ふ
ら
な
い
と
き
は
雨̂

い
を
す
る
。

寸
中
総
出
で
川
原
に̂

っ
て
、
焼
酎
を
飲
ん
で
身
を
き
よ
め
、
とH
頭
と
り(

誰 

で
も
よ
い
、
威
勢
の
よ
い
人)

を
中
央
に
し
て
、
ま
わ
り
に
村
人
が
ま
わ
り
、
笛
、
 

太
鼓
の
お
は
や
し
が
、
斤
頭
と
り
の
近
く
に
い
て
雨/
乙
い
歌
を
う
た
う
。
歌
の

>c 

句
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
適
当
に
歌
っ
た
。
別
に
系
統
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
 

〇
雨
乞
い
の
歌

か
よ
り
沢
の
あ
ま
く
も(

ハ
ヤ
シ)

お
っ
ち
沢
山
の
な
き
晴
れ(

ハ
ヤ
シ) 

雨
を
み
っ
つ
ぶ
た
も
れ(

ハ
ヤ
シ)

か
よ
り
沢
の
明
神
様(

ハ
ヤ
シ)

お
っ
ち
沢
山
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ) 

お
っ
ち
神
社
へ
あ
つ
ま
っ
て(

ハ
ヤ
シ)

り
ゅ
う
お
う
ご
ん
げ
ん
と
相
淡
し 

て
(

ハ
ヤ
シ)

雨
を
降
ら
せ
て
た
も
ん
ぞ(

ハ
ヤ
シ)

お
し
め
り
十
分
あ
っ
た
な
ら(

ハ
ヤ
シ)

乙
父
村
の
氏
了
た
ち(

ハ
ヤ
シ) 

こ
っ
は
の
よ
う
な
も
ち
つ
い
て(•

ハ
ヤ
シ)

汕
の
よ
う
な
酒
の
ん
で(

ハ
ヤ 

シ)

三
日
も
叫
日
も.

11:=
:

だ
(

ハ
ヤ
シ)

和)

あ
め
た
め
り
ゅ
う
ご
う
な

ひ
の
き
平
の
お
く
ま
ん
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

石
神
コ
！
チ
の
お
す
わ
さ
ま(

ハ
 

ヤ
シ)

III
平
コI

チ
の
お
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

お.i
る
コ
ー
チ
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

屮
村
コ
—
手
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ 

シ)

と
う
の
し
コ
—
チ
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

乙
父
コ
—
チ
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

森
戸
コ
ー
チ
の
す
わ
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)



か
き
だ
い
ら
の
神
明
さ
ま(

ハ
ヤ
シ)

か
よ
り
コ
ー
手
の
お
く
ま
ん
さ
ま(

ハ
 

ヤ
シ)

乙
父
神
社
へ
あ
つ
ま
っ
て(

ハ
ヤ
シ)

雨
ふ
ら
せ
た
も
れ(

ハ
ヤ 

シ)(

唱
和)

あ
め
た
め
り
ゅ
う
ご
う
な

そ
れ
で
も
お
し
め
り
な
い
な
ら
ば(

ハ
ヤ
シ)

乙
父
村
の
百
姓
は(

ハ
ヤ
シ) 

豆
のi

っ
ば
も
ご
そ
ご
そ(

ハ
ヤ
シ)

あ
ず
き
の
は
っ•
は
も
ご
そ
ご
そ(

ハ
 

’ヤ
シ)

榛
名
神
社
へ
早
ば
き
ゃ
く 
(

ハ
ヤ
シ)

は
る
な
の
お
池
の
お
水
を
ば(

ハ
ヤ
シ)

は
す
の
葉
に
つk

ん
で(

ハ.
ヤ
シ) 

乙
父
郷
へ
ま
い
た
な
ら(

ハ
ヤ
シ)

乙
父
村
は
お
お
よ
ろ
こ
び(

ハ
ヤ
シ) 

雨
乞
い
は
、
降
る
ま
で
何M

で
も
し
た
。

そ
れ
で
も
降
ら
な
い
峙
は
、
乙
父
沢
の
め
ど
う
淵
へ?I

っ
て
、
村
屮
総
出
で
そ
の 

ふ
か
い
淵
に
、
木
や
石
を
ぶ
ち
こ
ん
だ
。
こ
れ
は
、
そ
の
淵
のK

を
お
こ
ら
せ
る
た 

め
に
し
た
。

こ
う
す
る
と.
-K
は
お
こ
っ
て
、
役
げ
こ
ん
だ
石
や
木
を
な
が
し
て
し
ま 

う
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
す
る
と
、
た
い
て
い
雨
は
降
る
。

十
六
、
霊 

怪

き
つ
ね
に
ば
か
さ
れ
た
話

き
つ
ね
に
ば
か
さ
れ
て
家
に
か
え
ら
ず,

お
も
し
ろ
く
、
山
の
屮
で
ー
ヽ
ニ
晩
く 

ら
し
て
、
村
の
人
が
大
勢
み
つ
け
に

fr
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
は
つ
れ 

n

て
も,

ポ
ー
ッ
と
し
て
い
て
、H

を
觉
ま
し
た
と
き
の
よ
う
な
様f

を
し
て 

、
たC

こ
う
い
う
こ
と
は
、
卜
年
ぐ
ら
い
ま
え
ま
で
は
ち
ょ
い
ち
ょ
い
あ
っ
た
。
き 

つ
ね
に
ば
か
さ
れ
る
の
は
、
少
し
ぬ
け
た
人
、
八
分
五M

位
の
人
で
、

«7く
刈
り
や
、
 

栗
ひ
ろ
い
な
ど
に
い
っ
て
ば
か
さ
れ
た
。

勝
山
の
た
か
ぞ
り
に
い
た
、
た
か
ね
坊
と
い
う
き
つ
ね
に
、
川
和
のT

と
い
う
坊 

さ
ん
が
つ
か
れ
て
、
熱
に
う
か
さ
れ
て
色
々
の
こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
。
第
二
次
世 

界
大
戦
前
の
は
な
し
で
あ
る
。

大

1E
の
は
じ
め
の
頃
の
は
な
し
だ
が
、
乙
父
の
製
糸
所
の
糸
と
り
の
娘
が
い
た
。

こ
の
娘
が

fk
iv
屮
急
に
さ
な
ぎ
を
ft
い
は
じ
め
て
、
仲

Ir.l
に
お

IHJ
ft
っ
て
み
ろ' 

う 

め
え
ぞ
と
い
っ
た
。
ま
わ
り
の
者
は
こ
の
娘
が
ど
う
か
し
た
と
い
う
の
で
、
家
に
述 

絡
し
た
。
姉
と
兄
が
つ
れ
に
き
た
。

つ
れ
て
い
く
と
き
も
い
や
が
っ
て,

あ
ば
れ
た 

と
い
う
。
半
天
を
あ
た
ま
に
か
ぶ
っ
て
は
、
か
お
を
だ
し
た
り
し
た
と
い
う
。
家
に 

近
づ
く
と
、
新.

の
方
は
犬
が
い
る
か
ら
い
や
だ
と
い
っ
た
が
、
家
人
は
む
り
に
犬 

の
方
へ
つ
れ
て
い
っ
た
。
犬
に
く
わ
せ
る
ぞ
と
い
い
な
が
ら
、
ム
II
所
に
人
っ
て
背
屮 

か
ら
娘
を
犬
の
と
こ
ろ
へ 

お
ろ
し
て
、

あ
か
せ
、
ど
こ
か
ら
来
た
。
と
兄
と
姉
が
娘
を
せ
め
た

食
い
た
い
も
の
が
あ
る
か
、
あ
れ
ば
こ
し
ら
え
て
や
る
。

と
い
っ
て
、
せ
っ
か
ん
し
た
。
す
る
と
娘
は
頭
のt

を
す
い
て
、
座
敷
の
う
わ
手
に 

k

っ
て
、
ぺ
ろ
り
と
な
お
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
、
く
ろ
い
も
の
が
人
ご
み
の 

中
へ
出
た
と
い
う
の
で
、
犬
を
け
し
か
け
た
が
、
な
に
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

娘
が
つ
か
れ
て
か
ら
な
お
る
ま
で
三
時

Ir-J
位
で
あ
っ
た
と
い
う
。

き
つ
ね
に
ば
か
さ
れ
た
も
の
が
気
が
つ
く
の
は
、
肩
で
も
た
た
か
れ
て
、
し
っ
か 

り
し
ろ
と
い
わ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

ば
か
す
の
は
野
ぎ
つ
ね
で
あ
る
。

オ
コ
ジ
ョ
と
才
—
サ
キ

オ
コ
ジ
ョ
は
山
の
神
の
つ
か
い
で
、
人
に
つ
か
‘な
い
。
オ
コ
ジ
ョ
は
山
の
沢
の
、
 

小
石
の
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ(

ゴ
ー
ロ) 

に
い
る
。

才
丨
ナ
キ
丈,

耳.
：

A

人
問
と
同
じ
で
、
オ
コ
ジ
ョ
よ
り
大
き
い
。

神
は
前
か
ら
人
を
お
ど
ろ
か
し
、
畜
生
は
後
か
ら
人
を
お,
ど
ろ
か
す
と
い
う
。

オ
サ
キ
の
こ
と

オ
サ
キ
と
き
つ
ね
は
ち
が
う
。
オ
サ
キ
は
い
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
小
柄 

で
あ
る
。K

Ky
に
い
る
オ
サ
キ
は
ブ
チ
、

ハ
ィ
毛
で
あ
る
。
山
に
い
る
オ
サ
キ
は
、
 

山
才
—
サ
キ
と
い
っ
て
、
大
き
く
、
う
す
あ
か
い
ろ
を
し
て
い
る
。
乙
父
の
今
ル
郤 

重
氏
は
才
丨
サ
キ
を
鉄
砲
で
う
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
五
、
六

Ini
み
た
と
い
う
。
オ
サ 

キ
は
才
—
サ
キ
モ
チ
の
家
の
付
近
に
い
る
。

乙
父
の
遠
两
に
あ
き
や
が
あ
り
、
昔
か
ら
才
丨
サ
キ
モ
チ
の
家
で
、
も
と̂

主
を



し
たK

家
で
あ
る
。
そ
の
家
で
封
じ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
後
オ
サ
キ
が
で
な
く
な
っ 

た
と
い
う
。K

家
は
金
持
で
は
な
か
っ
た
が

In
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ 

家
は
金
持
で
あ
っ
た
。

オ
サ
キ
に
つ
か
れ
た
の
と
、
き
つ
ね
に
つ
か
れ
た
の
と
は
ち
が
う
。
オ
サ
キ
に
つ 

か
れ
た
と
き
は
、
き
つ
ね
に
つ
か
れ
た
と
き
の
よ
う
に
、
ft
ベ
物
を
大
び
ら
に
嬰
求 

し
な
い
。

オ
サ
キ
に
は
、
と
り
殺
さ
れ
る
ま
で
は
つ
か
れ
て
い
る
。
オ
サ
キ
も
き
つ
ね
も
、
 

親
代
々
の
遺
恨
ば
ら
し
に
き
た
か
ら
承
知
で
き
な
い
と
い
う
。
オ
サ
キ
に
つ
か
れ
る 

と
、
財
産
も
ふ
や
さ
せ
な
い
し
ハ 

仕

1V
に
も
い
か
せ
な
い
。

オ
サ
キ
の
つ
い
て
い
る
の
を
は
ら
う
に
は
、
お
が
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
お
札
を
ふ
っ 

た
り
す
る
。
こ
う
い
う
お
が
み
や
が
い
た
が
、
最
近
は
少
な
く
な
っ
たC

い
よ
い
よ
つ
き
か
た
が
ひ
ど
い
と
、
三
峯
山(

埼
玉
奶)

の
お
が
み
や
の
と
こ
ろ 

へ
い
っ
て
、
た
の
ん
で
き
て
御
祈
禱
す
る
。

こ
の
と
き
は
、
夜
、
丑
の
刻
に
弓
の
式
を
や
る
。

し
き
み
つ
と
い
っ
て
、
つ
い
た
も
の
を
お
い
は
ら
う
。
家
を
し
め
き
っ
て
、
わ
ず 

か
オ
サ
キ
が
に
げ
る
だ
け
の
戸
を
あ
け
て
お
い
て
、
ろ
っ
ぼ
う
を
ふ
ん
で
、
桃
の
木 

で
つ
く
っ
た
弓
で
お
い
だ
す
。

こ
の
弓
の
式
は
今(

昭
和
三
十
四
年)

か
ら
、
七
、
八
年
前
ま
で
や
っ
て
い
た
。
 

こ
の
式
に
は
主
人
が
た
ち
あ
う
程
度
で
、
し
き
み
を
や
る
祈
禱
人
が
す
べ
て
を
す
る
。
 

な
お
、
山
の
オ
サ
キ
は
、
オ
サ
キ
ッ
キ
の
家
の
も
の
に
か
ぎ
ら
ず
つ
く
と
い
う
。
 

び
や
っ
こ(

ね
ず
み)

び
ゃ
っ
こ
は
小
さ
い
。
ね
ず
み
の
大
き
い
程
度
。

び
ゃ
っ
こ
は
乙
父
沢
の
諏
訪
山
の
手
前
だ
け
に
い
る
と
い
う
。
シ
シ
が
り
を
し
て
、
 

た
つ
ま(

い
の
し
し
の
く
る
道)

に
ま
っ
て
い
る
と
、
こ
と
こ
と
、
ぐ
す
ぐ
す
い
っ
て 

い
る
の
で
、

へ
ん
に
忠
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
が
び
ゃ
っ
こ
で
あ
っ
た
。

び
ゃ
っ
こ
が
害
を
し
た
話
は
な
い
。

び
ゃ
っ
こ
は
群
を
な
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ロ 
(

石
の
あ
る
と
こ
ろ)

に
す
ん
で
い
る 

と
い
う
。

い
た
ち

い
た
ち
に
ば
か
さ
れ
た
人
が
あ
っ
たe

七
年
ほ
ど
前(

昭
和
三
卜
四
年
よ
り)

に 

死
ん
だ
人
が
、
夜
狩
を
し
て
い
た
と
き
、
で
っ
か
い
、
あ
か
る
い
火
の
柱
が
た
っ
た 

の
で
、
ぞ
の
場
所
へ
静
か
に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
た
ち
が
し
っ
ぼ
を
ま
わ
し
て
、
 

,
!!
分
で
み
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
人
が
そ
れ
を
鉄
砲
で
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
、
火
は
消
え 

た
と
い
う
。
翌
朝
そ
こ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
い
た
ち
の
尾
が
い
く
つ
も
わ
か
れ
て
い 

た
と
い
う
。

た
ぬ
き

明
治
二
十
一
年
頃
、
ま
だ
乙
父
の
道
が
な
か
っ
た
頃
の
こ
と
、
旧
道
を
歩
い
て
、
 

中
村
か
ら
乙
父
へ
あ
そ
び
に
米
た
若
い
衆
が
、W

り
に
途
中
の
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ 

川
原
に
娘
が
い
た
。
娘

は

「
に
い
さ
ん
、
お
く
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
。
若 

い
衆
は
、
「
お
く
っ
て
行
か
な
く
っ
て
も
い
いj

と
い
っ
て
、

一
人
でM

っ
た
。
家
へ 

か
え
っ
て
、
あ
れ
は
た
ぬ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
。

つ
ぐ
晩
も
や
は
り
そ 

の
娘
が
い
た
。

こ
の
と
き
は
、
若
い
衆
は
娘
に
、
橋
が
は
ず
れ
て
、
う
ぶ
わ
ね.
は
い 

け
な
い
と
い
っ
て
、
娘
を
お
ぶ
っ
て
！
：へ
あ
が
っ
た
。
す
る
と
、
娘
が
手
が
い
た
い 

か
ら
手
を
と
り
か
え
て
く
れ
と
い
っ
た
。
し
か
し
若
い
衆
は
、
娘
を
家
へ
背
负
っ
て 

か
え
っ
て
、
戸
を
あ
け
さ
せ
て
お
ろ
そ
う
と
し
た
、
す
る
と
、
若
い
衆
は
大
き
な
ね 

り
ま
大
根
を
ひ
っ
か
つ
い
で
い
た
と
い
う
。
若
い
衆
は
た
ぬ
き
に
ば
か
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
何
日
か
た
っ
て
、
若
い
衆
は
ま
た
同
じ
よ
う
に
し
て
、
娘
を
お
ぶ
っ
て
き
た
。
 

今
度
は
た
ぬ
き
は
、
家
の
中
で
お
い
か
け
ま
わ
さ
れ
て
、
内
便
所
の
屮
に
お
ち
て
し 

ま
っ
た
。
そ
れ
を
え
ぶ
り
し
で
か
ん
ま
わ
し
て
、
翌
朝
兄
て
み
る
と
、
た
め
を
多
く 

の
ん
で
、
男
の
た
ぬ
き
が
死
ん
で
い
た
と
い
う
。

こ
の
た
ぬ
き
は
夫
婦
も
の
で
あ
っ
た
。

女
の
た
ぬ
き
は
、
川
原
へ
た
き
ぎ
を
ひ
ろ
い
に
来
た
お
ば
あ
さ
ん
を
ば
か
し
た
。
 

お
ば
あ
さ
ん
は
ば
か
さ
れ
て
、
た
ぬ
き
と
一
緒
に
お
ど
っ
て
い
た
と
い
う
。
お
ば
あ 

さ
ん
を
む
か
え
に

fr
っ
た
と
こ
ろ
が
、
お
ば
あ
さ
ん
は
ば
か
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ 

い
て
、
お
ど
ろ
い
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
女
の
た
ぬ
き
は
、
う
し
ろ
か
ら
ま
き
で
な
ぐ
ら
れ
て
、
家
へ
つ
れ
て
こ
ら
れ



て
返
治
さ
れ
た
と
い
う
。

た
ぬ
き
は' 

外
沿
に
人
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ' 

い
い
女
に
な
っ
て/

な
が
し
て
あ 

げ
ま
し
ょ
う
と
い
っ
て
、
ば
か
す
と
い
う
。

こ
のi

な
し
は
、
今
か
ら
六
十
年
ほ
ど"

HI
の
こ
と
で
あ
る

キ
ヨ
ジ
の
は
な
し

キ
ョ..
シ
と
い
う
人
は
、
今
か
ら
五
代
位
前
の
、
氣

な
8

で
あ
る
。

こ
の
人
が 

U

に/
rl
っ
て
抓
を
し
て
い
た
。
朝
お
き
て
小
便
を
し
て
い
る
と
、

キ
ヨ
ジ
の
マ
ラ
は
で
っ
け
え
な
。

と
い
う
声
が
む
か
い
の
山
か
ら
き
こ
え
て
き
た
。

う
ぬ
が

rl
ほ
う
ば
る
か
。

と
キ
ョ
ジ
が
い
い
か
え
し
た
と
こ
ろ
が
、
木
の
枝
が
ふ
っ
て
き
た
の
で
、
ス
ヮ
ノ
モ 

ン
の
法
力(

椒
意
で
、
IV
が
あ
っ
た
らW

え
る)

を

»l.Ni
え
て
鉄
砲
で
う
っ
た
と
こ
ろ 

U

が
あ
れ
る
ほ
ど
大
声
で
笑
っ
て
、
そ
れ
か
ら

iv
も
な
か
っ
た
と-*

う
‘

佚
父
の
人
が
、
信
州
湯
治
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、k

州
の
キ
ョ•.
シ
と
い
う
鉄
砲
う
ち 

に
う
た
れ
た
と
い
う
人
に
あ
っ
た
と
い
う
。



上

野 

村

の

民

家

矢

島

胖

一
、
石
お
き
屋
根
と
や
し
きm

り

群
馬
以
叫
部
地
方
の
石
お
き
屋
根
の
分
布
は
、
ず
い
ぶ
ん
広
い
地
域
に
亘
っ
て
い

一

る
が
、
多
く
は
そ
の
屋
根
の
改
造
が
行
わ
れ
て
、
板>

か
ト
タ
ン
tf
、•
丸U

に
変/ 

た
。
石
お
き
屋
根
の
ま
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
ず
っ
と
少
く
な
っ
た
。s

'^
、
碓
氷 

甘
楽
、
多
野
の
ft
郡
の
中
で
特
に
石
お
き
屋
根
が
多
数
残
る
地
域
と
し
て
、
多
野
郡 

の
奥
地
、
山
中m

の
地
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中1R

村
、k

野
村
に
入
る
と
、W
®

造
り

板
葺
で
石
を
お
い
た
屋
根
が
軒
並
にW

ら
れ
、
な
か
な
か
珍6

し
く 

成
心
じ
ら
れ
る
。

ヒ
野
村
で
み
る
石!
re
き
屋
根
の
家
は
例
外
な
くW

奏̂

り
で
あ
る
。
 

普
通
の
瓦
葺S

り
に
比
べ
て
、
勾
配
が
非
常
に
緩
か
で
あ
る
。
川
和 

でi

ぃ
っ
た
倉
庫
の̂

き
屋
根
は
四
、
五
寸
で
、
や
や
急
勾
配
の
も 

の
で
あ
っ
た
が
、
乙
/^
で
み
た
の
は
、
瓦
葺
に
改
造
し
た
の
が
三- 

六
寸
、
ト
タ
ン
葺
に
し
た
の
が
三•

五
寸
で
あ
っ
た
。t

託1

】
ま
た
柄 

原
で
み
た
大
き
な
屋
根
は
四
寸
で
、
【
註2

】
こ
れ
は
瓦
葺
に
改
造
し 

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
み
る
と.
大
な
み
と
し
て
は
四
寸
以
内
な 

の
で
あ
ろ
う
。

一
例
と
し
て
乙
/^
の
屋
根
勾
配
を
図
に
し
て
み
た 

(

第
一
図)

破
線
で
実
際
の
屋
根
の
斜
面
を
想
像
さ
れ
た
い
。
ゆ
る
い 

勾
配
が
、
載
せ
た
重
い
石
を
こ
ろ
が
り
落
さ
な
い
ょ
う
に
、
安
定
さ 

せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
石
を
載
せ
る
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
に
か
ガ
ッ
チ
リ
し
た
屋 

根
の
内
部
構
造
が
あ
る
の
か
と
最
初

(II
心
っ
た
が
、
变
際
に
は
石

117
き 

屋
根
の
コ
ヤ(

小
屋)

の
構
架
は
、$
>

の
場
介
と
非
常
な
相
違
が 

な
い
ょ
う
で
あ
る
。
や
は
り
ヮ
ゴ
ヤ(

和
小
屋)

構
造
で
、
シ

キ(

敷 

梁)

と
コ
ヤ(

小
屋)

梁
が
ド
マ
ダ
ィ
ド
コ
ロ
か
らW

あ
げ
ら
れ 

こ
れ
に
|«
交
し
て
ナ
カ
ビ
キ(

中⑴
)

梁
、
救
梁
が
通
り
、i
{A
葺
の

乙母一村役場一階から見た

住居の屋根勾配 

一昭 34.8.4-

図
2

第



小
星
で
兒
る
の
と
非
常
に
似
て
い
る
。-

ジ
ュ
ウ(

二
承)

梁
が
モ
ヤ(

|^
屋)

と
以
厣
東 

に
載
る
こ
と
も
変
ら
な
い
。
た
だ
変
っ
た
の
は
、
ダ
ィ
コ
ク
ft
が
棟
の
下
端
に
ま
で
屈 

い
て
い
る
こ
と
だ
け
で
、(

神m

宇
市
氏
図
の
断
面
図
参
照)

そ
の
他
の
柱
の
多
く
は
、
 

モ

ヤ(

母
屋)

に
ま
で
も
屆
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
モ
ヤ
梁
を
承
け
て
い
る
例 

も
あ
っ
た
が(

胡
桃
平
の
谋
沢
新
一
氏
宅X

農
家
の
多
く
は
簡
や
な
構
架
な
の
が=

 

立
つ
。
そ
れ
に
し
て
も
石K

き
屋
根
の
重
さ
を
支
え
る
に
は
、
木
口
を
大
き
く
し
な 

け
飞i

な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ダ
ィ
コ
ク
柱
も
、
大
き
な
材
木
を
得̂
 

い
条
件
に
あ
る
だ
け
に
、
太
く
り
っ
ば
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
でd

屋
に
は 

ガ
ッ
シ
ョ
ウ(

合
掌)

を
組
み
モ
ヤ
と
モ
ヤ
竹
を
渡
し
て
、
そ
の
上
に
葺
地
を
作
る
。
 

多
く
は
板
で
あ
る
が
、
古
い
家
に
は
竹
の
下
地
が
各
処
に
見
ら
れ
る
。
古
い
家
は
と 

問
う
と,
.•

ど
こ
に
竹
下
地
の
家
が
あ
る
と
い
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
古
い
時
期
と
し 

て
江
戸
時
代
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
チ
ョ
ウ
ナ
で
板
を
は
つ
る
手
問
に
か
え
て
、
 

竹
材
で
ま
に
あ
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
竹
の
葺
地
が
右
の
よ
う
な
経
済
事
情
に
応 

じ
た
こ
と
は
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
草
葺
屋
根
の
家
で
竹
の
ス
ノ
コ(

簀
の
子)

で
天 

井
を
は
っ
た
こ
と
と
も
考
え
合
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
竹
簀
の
子
天
井
で
、
煙 

を
よ
く
通
す
か
ら
換
気
の
た
め
に
も
都
合
が
い
い
わ
け
で
、
石R

き
屋
根
の
場
合
に 

も
葺
材
料
の
そ
ぎ
板
の
裏
側
の
乾
燥
の
た
め
に
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
れ
に
し 

て
も
、
な
ぜ
竹
の
葺
下
に
し
た
の
か
説
明
を
閒
け
な
か
っ
た
。

そ
ぎ
板
は
、
ス
ギ
、
ク
リ
な
ど
の
材
も
使
う
が
、
ヒ
ノ
キ
、
シ
ョ
ウ
ジ(

シ
オ
ジ
？) 

の
マ
サ
板(

征U
)
 

が
最
も
い
い
と
い
う
。

ス
ギ
の
皮
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
そ
ぎ
板 

は
板
わ
り
な
た
で
割
る
。
長
さ
一
尺
ほ
ど
、
厚
さ
一
分
、
幅
は
親
木
の
太
さ
に
よ
っ 

て
い
ろ
い
ろ
と
い
う
。
そ
ぎ
板
—
や
ね
板
は
屋
根
の
デ(

ま
た
サ
ガ
リ
と
も
い
う
、
 

軒
先)

か
ら
並
べ.
て
横
列
に
ふ
き
、
つ
ぎ
に
そ
の
上
部
に
重
ね
て
、
漸
次
上
の
方
へ 

葺
き
あ
げ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
ぎ
板
は
並
べ
る
だ
け
で
釘
な
ど
で
う
ち
つ
け
な
い
。
 

そ
の
代
り
に
や
ね
板
の
押
し
と
し
て
置
石
を
の
せ
る
。

一
年
か
二
、
三
年
で
こ
の
板 

を
裏
が
え
し
に
す
る
。
石
を
の
け
て
、

一
枚
づ
つ
裏
が
え
し
て
ま
た
石
を
の
せ
る
。
 

釘
づ
け
に
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
石
は
稜
角
が
残
っ
て
い
る
程
度
の
川
原
の
石
で
、
 

ひ
ら
い
た
の
を
選
ぶ
。
長
径
五
六
寸
か
ら
大
き
い
の
で
も
一
尺
ど
ま
り
。
ま
る
み
が

強
い
と
屋
根
のk

で
安
定
し
な
い
。

そ
れ
で
も
の
せ
た
石
が
こ
ろ
が
り
落
ち
て
は
闲
る
。

セ
ギ
は
そ
の
た
め
に
夫
さ 

れ
た
。

セ
ギ
と
は
堰
の
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。
第2

図
の
よ
う
に
ハ
フ(

破
風)

か 

ら
切
妻
の
妻
の
側
面
を
屋
根
の
勾
配
に
従
っ
て
お
ろ
し
、
軒
先
を
水
平
に
わ
た
し
た 

セ
ギ
で
押
さ
え
る
。

セ
ギ
の
頭
はX

形
に
、
ち
ょ
う
ど
チ
ギ(

千
木)

の
よ
う
に
棟
よ
りh

に
出
し
た 

の
が
多
い
。
こ
の
場
合
セ
ギ
の
ハ
ナ(

端)

は
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
ミ
型(

女
神)

に
水 

平
に
き
っ
て
い
る
。
こ
の
ヒ
に
も
う
一
組
板
か
、
や
や
厚
め
の
板
でX

形
を
重
ね
た 

の
も
あ
る
。

石R

き
屋
根
の
家
の
み
で
な
く
、
相
当
数
の
家
が
二
階
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
 

上
野
村
は
切
妻
造
り
、
二
階
建
の
頻
度
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ 

う
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
や
し
き
と
す
る
に
十
分
な
条
件
をA

え
た
士
地
が
得 

ら
れ
易
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
中
領
で
の
最
奥
の
地
で
あ
る
か
ら
山
ま 

た
山
、
谷
ま
た
谷
で
、
平
濶
な
土
地
は
殆
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
谷
に
面
し
て
わ
ず
か 

な
緩
斜
面
の
地
が
得
ら
れ
る
と
畑
と
し
、
や
し
き
と
す
る
。
や
し
き
の
場
合
に
は
堪 

を
切
り
と
っ
て
、
や
や
平
沿
に
地
均
し
し
て
住K

の
場
と
す
る
。

こ
ん
な
わ
け
で
広 

い
土
地
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
迚
坪
を
広
く
す
る
に
は
二
階
を
必
超
と
す
る
。
野 

栗
沢
、
胡
桃
平
な
ど
は
そ
の
適
例
の
一
つ
で
あ
る
。
淡
谷
の
方
向
が
東•
く
向
き
の
場 

所
を
選
ん
で
、
そ
の
南
斜
面
に
よ
り
添
い
あ
い
な
が
ら
小
聚
落
を
形
成
し
て
い
る
。
 

下
の
や
し
き
、
中
の
や
し
き
、
上
の
や
し
き
と
層
々
重.
な
り
あ
う
。
ヒ
の
や
し
き
は 

中
の
や
し
き
の
背
後
に
あ
っ
て
、
細
い
小
路
一
つ
で
棟
よ
り
高
く
の
び
あ
が
っ
て
い 

る
。
遠
望
す
る
と
、
山
塊
の
脚
も
と
に
点
々
と
は
り
つ
け
た
よ
う
に
寄
り
そ
っ
てW
 

え
る
。
上
野
村
東
小
学
校
の
野
栗
沢
分
校
は
海
抜
六
百
米
ほ
ど
の
地
で
、
こ
の
南
か 

ら
胡
桃
平
と
奥
名
郷
の
二
つ
の
沢
が
分
岐
す
る
。
野
栗
沢
か
ら
雁
掛
峠
、
赤
岩
峠
と 

千
五
百
米
の
峠
を
越
え
る
と
埼
玉W

の
大
滝
村
に
な
る
。
三
杆
で
約
八
百
米
の
登
り 

だ
か
ら
そ
の
嶮
峻
の
程
が
思
わ
れ
る
。
谷
は
流
れ
と
い
う
よ
り
も
層
々
小
滝
の
つ
な 

が
り
で
あ
る
。
胡
桃
平
の
黒
沢
新
一
氏
の
宅
は
そ
う
し
た
谷
あ
い
の
中
に
あ
る
。
小 

橋
を
渡
っ
て
重
な
り
あ
っ
た
や
し
き
の
問
を
ぬ
け
る
と
、
急
坂
の
上
に
二
つ
並
ん
だ



な
か
の
一
つ
で
あ
る
。
や
し
き
は
東
西
軸
ょ
り
非
常
に
そ
れ
て'
ffi
南
に
面
し
て
い
る
。
 

後
ろ
が
崖
で
奧
行
き
は
広
く
と
れ
な
い
ヤ
シ
キ
で
あ
る
。
家
は
切
妻
造
り
二
階̂

、
 

石
置
き
屋
根
で
、
右
側
に
ど
ま
が
あ
る
。
だ
い
ど
こ
ろ
ぐ
ち
が
妻
の
が
わ
に
あ
る
の 

がZ
I

に
つ
く
。
五
ヶ
ン(

問)

に
八
問
の
オ
モ
ヤ
の
前
に
三
問
ほ
ど
の
奥
行
のH

ヮ 

が
あ
り
、
西
北
側
は
急
傾
斜
で
余
地
が
な
く
、
東
南
側
は
や
や
余
地
が
あ
っ
て
、
ホ 

シ
バ(

干
場)

に
も
な
る
六
七
問
の
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
隣
り
や
し
き
と
接
し
て
、

ハ
ナ
レ
と
ふ
ろ
ば
、
便
所
が
各
別
棟
に
建
つ
。
胡
桃
平
き
っ
て
の
広
い
や
し
き
と
忠 

わ
れ
る
。
東
隣
り
は
一
段
と
高
く
な
り
、
東
か
ら
東
北
へ
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に 

i

ニ
ヮ
が
殆
ん
ど
な
い
。
西
南
隣
り
も
同
じ
ょ
ぅ
で"

こ
の
家
は
、
二
階
の
棟
が
、

坂
の
下
に*

っ
て
*u
沢
氏
の
ニ
ヮ
か
ら
、
す
ぐ
真
下
にW

下
ろ
せ
る
。
胡
桃
平
で
は
、
 

や
し
き
割
り
は
、
そ
の
占
地
の
場
所
次
第
で
広
狭
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り' 

や
し
き
の
形 

も
一
軒
ご
と
に
愛
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
や
し
き
割
り
は
急
傾
斜
の
谷 

に
臨
む
上
野
村
の
や
し
き
作
り
の'M

命
で
あ
っ
て
、
人
力
以
ヒ
の
も
の
で
あ
る(

第 

三
図)

。
す
な
わ
ち
、
比
較
的
平
坦
地
を
な
し
て
い
る
乙
以
の
村
役
場
附
近
で
も
、
や 

は
り
同
様
で
あ
る
。
聚
落
の
內
端
に
近
い
今
井
静
夫
氏
の
や
し
き
に
见
よ
う
。

神
流
川
が•
内
方
神
寄
方
面
か
らS

形
に
大
変
曲
を
な
し
て
深
い
谿
と
な
っ
て
川
和 

と
乙
：

2

の
問
に
押
し
出
す
と
、
谷
は
広
濶
な
幅
と
な
り
、•
肉
岸
に
低
い
段
丘
を
造
っ 

て
い
る
。
今
井
家
は
そ
の
段
丘
の
突
端
を
占
め
る
。W

道
か
ら
急
坂
の
ヵ
ィ
ド
を
ヒ 

る
と
、
ほ
ぼ
東•
内
軸
の
細
長
い
や
し
き
で
あ
る
。•
内
の
奥
に
土
蔵
、
梯
形
の
ニ
ヮ
、
 

東
は
段
々
下
り
の
畑
、
北
裏
へ
は
段

h々

り
で
、
山
に
な
る
。
オ
モ
ヤ
は
八
問
半
に 

三
間
四
尺
、
三
九
坪
余
の
総
二
階
、W

妻
造
り
、
板
葺
石̂

き
、
竹
の
葺
下
地
と
い 

う
構
え
で
あ
る
。
や
し
き
は
土
蔵
、
オ
モ
ヤ
、
チ
ュ
ゥ
モ
ン
突
出
部
の
外
角
を
大
廻 

り
に
巡
る
弧
線
状
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
で
も
地
形
に
押
さ
れ
た
や 

し
き
と
い
う
こ
と
を
感
じ
る
。
平

tn.
部
地
方
の

ai
形
に
近
い
や
し
き
割
り
に
比
べ
て
、
 

や
は
り
人
力
の
及
ば
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
年
の
片
品
村
で
知
り
得
た
結
果
と 

大
同
で
あ
り
小
異
で
あ
る
。
桝
原
の
聚
落
か
ら
中
越
へ
の
道
の
橋
の
袂
な
ど
、
ヤ
シ 

キ
、

ロ
ジ
、
ヤ
シ
キ
、

ロ
ジ
とR

下
に
重
な
り
あ
っ
て
、
家
の
裏
の
石

hi
のL

が
ロ 

ジ
で
ロ
ジ
に
面
し
た
家
の
裏
の
石

hi•
や
煤
の
上
が
ロ
ジ
と
い
っ
た
歌
な
り
方
で
あ 

る
。
こ
こ
で
は
家
の
前
後
の
空
地
が
殆
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
も
い
い
。
街
村
ふ
う
の 

聚
落
な
の
で
特
に
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
乙
父
の
乙
父
沢
へ
通
じ
る 

橋
の
袂
の
前
後
も
同
じ
よ
う
な
情
景
を
呈
す
る
。
そ
こ
で
、
家
作
り
は
空
地
い
っ
ば 

い
に
と
っ
て
も
、
な
お
狭
く
家
坪
の
伸
び
は
階
ヒ
に
求
め
る
外
な
い
と
い
う
こ
と
に 

な
っ
た
と
忍
わ
れ
る
。

二
、
ひ
ろ
ま
型
ま
ど
り

柄
原
の
神

III
ふ
じ
氏
の
居
宅
は
、
こ
の
地
に
お
け
る
神
川
一
族
の
本
家
に
当
る
家

第3
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と
い
ぅ
の
で
、
迚
物
も
古
く
て
、

rl-H

す
べ
き
家
で
あ
っ
た
。

W

妻
造
り
、

一

部
二
階
、
板
葺
石̂

き
屋
根
、
右
が
わ
ド
マ
の
迚
物
で
あ
る
。
迚 

物
の
ま
ん
中
か
ら
右
手
が
、
ダ
イ
ド
コ
ロ 
(

ド
マ)

と
板
じ
き
の
カ
ッ
テ
か
ら
成
り
、
 

左
手
に
は
ザ
シ
キ
と
ヘ
ヤ
が
あ
る
。
そ
れ
に
前
手
表
て
側
に
エ
ン
ガ
ワ
が
つ
く
。
中 

ジ
キ
リ
の
中
央
に
近
く
、
ダ
イ
コ
ク
性
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
後
ろ
側
の
奥
に 

ヘ
ヤ
の 

マ.•
シ
キ
リ
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
境
界
は
、
雄
物
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
体
一
定 

で
、

へ
ヤ
の
奥
行
は
ー
ヶ
ン(

問)

に
な
っ
て
い
る
。
ザ
シ
キ
が
一
問
半
で
エ
ン
ガ 

ワ
が
四
尺
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
が
り
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
形
式
は
ヒ
ロ 

マ
型
で
あ
る
。
ザ
シ
キ
の
裏
手
が
へ
ヤ
で
細
長
い
へ
ヤ
は
ネ
ベ
ヤ
か
ら
の
転
化
で
あ 

る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
奥
が 
オ
カ
ッ
テ
で
あ
る
が
、
ダ
イ
ド
コ 

ロ 
(

ニ
ワ)

が
裏
手
に
と
お
っ
て
い
な
い
。
こ
の
し
き
り
方
は
平
坦
地
に
は
ほ
と
ん 

ど
見
ら
れ
な
い
。
多
く
は
ト
ボ
と
対
面
の
裏
手
に
セ
ド
グ
チ
、
ゥ
ラ
グ
チ
が
つ
く
。
 

そ
れ
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。
か
っ
て
に
イ
ロ
リ
が
あ
る
。
右
手
奥
隅
に
仏
壇
が 

あ
る
。
な
お
ダ
イ
ド
コ
ロ
か
ら
右
手
に
横
の
出
入
口
が
あ
る
。
こ
め
ヨ
コ
グ
チ(

横

ロ) 

は
汴
意
す
べ
き
で
あ
る
。

【
註3

】
な
お
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
ヒ
は
中
二
階
と
な
っ
て
い
る
。(

第4

図A
)

神⑴

ふ
じ
氏̂

に
近
接
し
て
神

IH
章
氏
の
居̂

が
あ
る
。
ま
っ
た
く
同
じ
マ
ド
リ 

で
、
わ
ず
か
に
広
い
と
い
う
差
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
家
は
章
氏
が
ち
ょ
う
ど 

他
出
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
区
長
滝
上
源
太
郎
氏
の
東
道
に
よ
っ
た
が
、
雨
戸 

の
す
き
ま
か
ら
の
ぞ
い
た
だ
け
に
と
ど
め
た
。
ト
ボ
ク
チ
の
前
に
、
ヶ
イ
マ
の
位

frf 

に
便
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
に
つ
い
て
は
、片
品
村
で
既
にa

た
こ
と
が
あ
っ 

た
が
、
チ
ュ
ウ
モ
ン(

中
門)

造
り
か
ら
の
後
退
様
式
と
も
見
ら
れ
る
。
前
出
の
神 

田
宗
市
氏
及
今
井
静
夫
氏
宅
に
現
わ
れ
た
チ
ュ
ウ
モ
ン
と
と
も
に
注
意
す
べ
き
こ
と 

で
あ
る
【
註4

】。
中
門
の
分
布
が
福
島
、
新
潟
、
長
野
の
各W

の
隣
接
地
域
に
現
わ 

れ
て
い
る
こ
と
は
、
不,
rl
由
な
が
ら
も
江
戸
時
代
に
お
い
て
の
交
通
路
に
沿
っ
て
い 

た
点
か
ら
も
、
大
工
工
匠
の
技
術
の
流
れ
か
ら
も
十
分
に
理
解
し
得
ら
れ
る
。
た
だ 

チ
ュ
ウ
モ
ン
と
い
う
語̂

が
、
ど
の
時
期
か > 

ま
た
は
地
点
で
消
滅
し
て
い
る
ら
し 

く
よ
び
名
と
し
て
は
中
門
と
い
っ
て
い
な
い
。
屋
根
形
の
カ
ネ
テ(

炽
手)

に
曲
る 

と
こ
ろ
か
ら
、
素
朴
の
意
味
で
マ
ガ
リ
、

マ
ガ
リ
ヤ
な
ど
の
こ
と
ば
が
残
る
と
こ
ろ 

も
あ
る
か
ら
【
註5

】
、
何
か
類
似
の
名
称
が
わ
が
上
野
村
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

チ
ュ
ウ
モ
ン
の
あ
る
家
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
の
項
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ど
り
か
た
の
一
般
の
形
は
、
こ
の
よ
う
な
形
を
包
括
し
て
、
四
室
構
成
が
普
通 

に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
三
図A
B

に
あ
げ
た
神

IH
ふ
じ
、
同
章
両
氏
の
場
合 

の
ザ
シ
キ
、

ヘ
ヤ
に
隣
っ
て*

ト
マ
ノ
デ
イ•

オ
ク
ノ
デ
イ
を
加
え
る
と
、
く
い
ち 

が
い
の
四
室
に
な
る
。
野
栗
沢
の
黒
沢
武
好
氏
宅(

第5

図)

は
左
カ
ッ
テ
の
家
で 

あ
る
。
ト
ポ
を
く
ぐ
る
と
ダ
イ
ド
コ
ロ
で 

そ
の
奥
ガ
カ
ッ
テ
で
あ
る
。
ダ
イ
ド
コ 

ロ
か
ら
家
の
裏
へ
抜
け
る
に
は
、
カ
ッ
テ
の
板
敷
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ 

れ
で
ウ
ラ
グ
チ®

セ
ド
グ
チ
が
こ
の
家
に
は
な
い
。
ダ
イ
コ
ク
柱
な
ど
の
中
仕
切
り 

の
柱
列
が
、

マ
グ
チ(

問
ロ)

を
三
等
分
し
た
一
つ
程
の
位K

に
あ
る
。
ダ
イ
ド
コ 

ロ
が
平
坦
地
方
の
に
比
べ
て
非
常
に
狭
い
。
そ
の
上
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
奥
に
カ
ッ
デ 

の
板
敷
が
あ
る
か
ら
ド
マ
の
広
さ
も
半
減
す
る
。
平
坦
部
地
方
の
ド
マ
と
大
へ
ん
ち 

が
う
。
中
仕
切
り
か
ら
上
は
、
表
て
が
わ
に
ザ
シ
キ•

ト
マ
ノ
デ
イ
が
あ
る
。
そ
の

第4
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ニ
ワ
に
而
し
て
エ
ン
ガ
ワ
を
と
っ
て
い
る
。
後
ろ
が
わ
通
り
は
ヘ
ヤ•

オ
ク
ノ
デ
ィ 

で
あ
る
。
ザ
シ
キ
は
二.

五
ケ
ン(

問)

に
ニ
・
五
Ir.J
で
二
十
一
帖
半
め
広
さ
で
あ 

り
。
ザ
シ
キ.
の
後
ろ
が
ヘ
ヤ
で
、
そ
の
境=

に
仏
始
と
神
棚
を

irl-
い
て
い
るC

こ
れ 

ら
の
室
の
寸
法
は
、
ー
ケ
ン
を
六
尺
二
寸
、
と
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
ホ
ン
マ(

本
問 

京
川)

の
寸
法
に
ょ
っ
て
い
る
の
で
、

ヘ
ヤ
の
マ
ジ
キ
リ
に
接
し
て
六
寸
近L

得
の 

す
き
ま
が
で
き
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
っ
て

d!r
く
の
寸
法
も
伸
び
て
い
る
。
南
側
の
エ 

ン
ガ
ワ
を
三
つ
の
区
画
に
し
て
あ
っ
た
が
理
山
を
閒
き
漏
し
た
。
オ
ク
ノ
デ
ィ
の
奥 

正
面
こ
ト
コ
ノ
マ
を
と
り
、
デ
ィ
の
外
側
は
ヵ
ベ 

に
し
て
エ
ン
ガ
ワ
が
な
い
。
ザ
シ 

キ
と
の
境
界
は
く
い
ち
が
い
に
マ.,
シ
キ
っ
て
、•
ダ
ィ•

コ
ク
柱
と
ミ
ヤ
コ
柱
が
ケ
ィ
マ

(

桂
馬)

と
び
に
迚
つ
。
こ
の
黑
沢
家
は
一
例
で
あ
る
が
、

一
般
に
ザ
シ
キ
と
ヘ
ヤ 

の
中
問
に
押
入
れ
を
設
け
、
押
入
れ
を
二
段
に
仕
切
っ
て
、
ヒ
段
を
仏
壇
と
し
て
、
 

こ
の
ヒ
の
鴨
居
に
棚
を
つ
け
て
神
棚
と
し
て
い
る
。
神
棚
に
板
宮
を
安̂

さ
せ
る
。
 

オ
ク
ノ
デ
ィ
の
奥
正
面
に
ト
コ
ノ
マ
を
、
ま
た
ま
れ
に
ト
コ
ワ
キ
の
チ
ガ
ィ
ダ
ナ
ヵ

フP

ダ
ナ
を
み
、
ま
た
も 

つ
と
ま
れ
に
シ
ヨ
イ
ン
の 

あ
る
家
も
あ
っ
た
【
註6

】。
 

デ
ィ
の
外
側
に
は

-Z
ヮ
リ 

ェ
ン
を
界
い
た
の
が
一
般 

に
多
い
。
し
か
し
エ
ン
ガ 

ヮ
を
設
け
る
こ
と
が
必
須 

の
条
件
で
は
な
い
。

な
お
注
意
し
て
い
い
の

i

、
ド
マ•

ダ
イ
ドn

P 

が
狭
い
こ
と
、
オ
モ
ヤ
に 

カ
チ
ゥ
マ
ヤ
の
位̂

が
な 

い
こ
と
で
あ
る
。
ド
マ
の 

從
い
の
は
農
作
業
が
小
規 

模
な
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
ゥ

マ
は
十
石
峠
街
道
に
ffi
し
て
；,

た
聚
落
で
は
街
道
交
通k

、
か
つ
て
椒
め
て
必
戏
で 

b

つ
た
に̂

、
>

な
1;
そ
れ
な
の
に
ウ
マ
を
飼
う
ウ
マ
ヤ
の
な
い
こ
と
は
河
と
し
た 

こ
と
か
。
二
三
例
で
あ
る
が
チ
ュ
ウ
モ>

造
り
を
発W

す
る
に
つ
け
て
、
忠
わ
れ
る 

のi

こ
つ
地
が
、p
i

り
チ
ュ
ウ
モ>

を
も
と
も
と
〒
In
く
こ
と
ガ
む
か
れ
てL

たa 

でi

な
い
か
。
そ
れ
が
石K

き
ヤ
ネ
の
た
め
に
技
術
的
な•
曲
か
ら
チ
ュ
ウ
モ
ン
が 

退
化
し
て
し
ま
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
一
応
の
想
像
で
あ
る
。

三
、
ザ
シ
キ
と
火
ブ
ク
ロ
、
柱
と
構
架

ザ
シ
キ
に
は
ダ
ィ
コ
ク
柱
に
近
い
位K

に
大
型
の
ジ
ロ 
(

ィ
ロ
リ)

が
切/

て
あ 

る
。
カ
ッ
テ
に
も
ィ
ロ
リ
が
あ
つ
て
こ
こ
で
は
大
鍋
で
ミ
ソ
汁
な
ど
を
煮
た
り
鉄
ビ 

ン
で
屬
を
わ
か
し
た
り
す
る
〇•

ザ
シ
キ
の
ィ
ロ
リ
は
テ
ィ
シ
ュ
ザ
シ
キ
、
オ
カ
ミ
サ 

ン
ザ
シ
キ
、
キ
ジ
リ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
座
が
定
つ
て
い
る
と
い
う
。
ザ
シ
キ
と
ヘ
ヤ 

と
の
ニ
ヮ
に
対
面
す
る
中
問
に
仏
壇
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
のk

に
カ
ミ
ダ
ナ
を
お
く 

こ
と
を
既
こ
の
ベ
た
。
特
例
と
し
て
は
ダ
ィ
コ
ク
柱
と
ヶ
ィ
マ
と
び
に
位

irf
す
る
ミ 

ヤ
コ
柱
の
横
の
ラ
ン
マ(

欄
閒)

に
神
棚
を̂

け
た
の
が
あ
るC

柄
原
の
黑
沢
繋
氏 

宅
で
あ
る
。
こ
の
神
棚
は
神
殿
の
丈
が
お
よ
そ
三
尺
程
も
あ
り
、
中
央
殿
と
左
右
殿 

の
三
つ
に
な
つ
て
い
る
点
は
、
胡
桃
平
の

'M
沢
新
一
氏
宅
と
同
好
で
あ
る
。
新
一
氏 

宅
の
も
党
々
た
る
宮
殿
で
あ
る
が
、
馨
氏̂

の
は
そ
の
規
模
が
大
き
く
、
神
棚
の
神 

殿
は
工
芸
的
規
模
で
あ
る
の
が
多
く
の
場
合
普
通
で
あ
る
に
、
工
芸
的
意
図
とL

う 

よ
り
も
一
つ
の
建
築
物
と
い
う
方
が
当
る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
な
か
な
力
の
偉 

感
で
あ
る
。
こ
の
ザ
シ
キ
に
は
、
大
き
く
ィ
ロ
リ
が
切
つ
て
あ
り
、
ィ
ロ
リ
の
真k
 

の
天
井
は
吹
き
放
し
で
、
棟
ま
でS

通
せ
る
も
の
で
あ
る
。
吹
き
放
し
の
隅
に
ダ
ィ 

コ
ク
柱
が
建
ち
、
ダ
ィ
コ
ク
柱
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
梁
と
桁
で
井
桁
が
で
き
て
い
る
。
 

こ
れ
が
幾
組
も
重
な
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
構
造
の
メ
カ-
ー
ズ
ム
が
FE
倒
的
に
の
し 

か
か
る
よ•
う
に
感
ず
る
。
こ
の
吹
き
放
し
の
天
井
の
部
分
を
ヒ
ブ
ク
ロ
と
呼
ん
で
い 

る
。

ヒ
ブ
ク
ロ
の
例
をW

た
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
つ
た
が
、
他
に
も
例
が
あ
る
だ
ろ 

う
と*M

わ
れ
る
。
ま
た
現
在
は
既
に
ヒ
ブ
クP

の
部
分
を
ふ
さ
い
で
改̂

し
た
と
い

第5
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ぅ
中
越
の
滝
上
源
太
郎
氏
宅
も
あ
る
か
ら
、
以
前
に
は
ヒ
ブ
クP

が
普
通
に
行
わ
れ 

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

桷
原
の
神E

宇
市
氏
の̂

(

第6

図)

で
は
へ
ヤ
が
退
化(

？)

し
て
ヱ
ン
ガ
ヮ 

に
な
り
、
仏
壇
が
裏
の
壁
面
に
退
化
し
て
い
た
。
そ
れ
に
ま
ど
り
は
完
全
形
で
な
い 

け
れ
ど
も
ヒ
ロ,
マ
型
ま
ど
り
で
あ
る
こ
と
が
十
分
推
察
さ
れ
る
。
ザ
シ
キ
を
ミ
ヤ
コ 

柱
か
ら
ま
じ
き
っ
て
障
子
用
の
シ
キ
イ
を
い
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
後
補
で
、
 

当
初
の
プ
ラ
ン
は
こ
の̂

き
シ
キ
イ
を
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二 

階
の
コ
ヤ(

小
屋)

組
を
み
る
と
、
ダ
イ
コ
ク
柱
は
棟
木
に
と
ど
い
て
い
る
が
、
ミ 

ヤ
コ
は
ダ
イ
コ
ク
と
ケ
イ
マ(

桂
馬)

と
び
だ
か
ら
棟
の
平
面
か
ら
は
そ
れ
て
い
る
。

て
れ
に
ミ
ヤ
コ
柱
は
モ
ヤ
梁
ま
で
一
階 

V
らk

に
ぬ
け
、
他
の
柱
は
二
階
ユ
ヵ 

(

床)

の
シ
キ(

敷)

梁
の
シ
タ
バ(

下 

觸)

で
終
っ
て
い
る
。
モ
ヤ
を
芝
え
た 

セ
ヤ
ヅ
ヵ(

母
屋
束)

は
寸
が
の
び
て 

セ
ヤ
バ
リ
を
承
け
て
い
る
。

ノ
キ
ゲ
タ 

(

軒
桁)

は
通
し
の
表
て
のH

ン
ガ
ヮ 

忏
に
の
っ
て
い
る
。
モ
ヤ
バ
リ
と
は
ち 

ょ
う
ど
水
平
に
ち
か
い
高
さ
で
あ
っ
た 

か
、
モ
ヤ
バ
リ
は
軒
桁
に
繫
っ
て
い
な 

い
。
こ
の
繫
ぎ
を
ガ
ッ
シ
ョ
ゥ(

合̂
)
 

か
果
し
て
い
る
の
は
こ
の
家
だ
け
の
独 

符
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
い
へ
ん
珍 

り
し
い
構
架
だ
と
思
う
。
構
架
の
規
模 

か
大
き
く
な
い
の
で
、
こ
れ
で
も
保
っ 

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ス
ジ
カ
ィ
や
ヒ 

ゥ

チ(

火
打)

梁
を
使
わ
す
、
屋
根
の 

星
さ
を
担
っ
て
来
た
こ
の
垂
直
材
と
水 

平
材
の
ふ
し
ぎ
な
力
を
し
み
じ
み
と
眺

め
た
わ
け
で
あ
っ
た
。
葺
下
は
マ
ル
竹
を
ス
ノ
コ(

簀
の
子)

の
ょ
ぅ
に
モ
ヤ
に
か 

け
て
、
そ
の
上
を
ヤ
ネ
板
で
葺
き
、
石
を
の
せ
て
い
た
。

前
記
し
た
滝
ヒ
源
太
郎
氏̂

で
は
、

一
晩
お?

rl
を
し
て
頂
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
 

こ
こ
の
ド
マ
は
柱
と
ヶ
タ•

ハ
リ
の
木
口
が
大
き
く
て
り
っ
ぱ
で
あ
っ
た
【
第7
 

図
】〇
ダ
イ
コ
ク
柱
は
棟
の
下
ま
で
で
、
ざ
し
き
の
ジ
ロ 
(

イ
ロ
リ)

の
ヒ
部
の
ヒ
ブ 

ク
ロ
が
二
階
を
ぬ
け
て
柱
と
と
も
に
棟
ま
で
记
ヒ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
ぅ
。
現 

在
は
普
通
に
天
井
を
は
っ
て
ヒ
ブ
ク
ロ
を
來
い
で
し
ま
っ
た
。
ダ
イ
ド
コ
ロ
は
改£
 

し
て
も
と
の
ト
ボ
ダ
チ
は
、
上
の
ジ
バ
リ(

地
梁)

の
シ
グ
チ(

仕
口) 

に
跡
を
留 

め
て
い
る
と
い
ぅ
。
ア•

イ

・
ゥ
の
三
条
の
シ
キ
バ
リ(

敷
梁)

を
通
し
、
そ
の
中 

の
イ
の
梁
は
、
た
ぶ
ん
ミ
ヤ
コ
柱
に
亘
っ
て
い
る
の
か
と
忠
わ
れ
る
〇

ダ
イ
コ
ク
と
ミ
ヤ
コ
が
ヶ
イ
マ
に
立
た
な
い
の
が
一
つ
あ
っ
た
。
近
年
に
改
造
し 

た
も
の
で
、
野
栗
沢
の
黑
沢
槌
松
氏̂

【
第8

図A

】
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
左
ガ
ッ 

テ
、
総
二
階
、
こ
の
二
つ
の
柱
の
ほ
か
は
ま
ど
り
も
み
な
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
家
は 

や
し
き
を
殆
ん
ど
フ
ル
に
使
っ
た
迚
物
配

iR
を
し
て
お
り
、

ニ
ヮ
の
東
側
の
ナ
ヤ
の 

二
階
へ
斜
め
に
廊
下
で
つ
な
い
だ
り
、
地
形
に
応
じ
て
、
オ
モ
ヤ
や
そ
の
他
の
附
：

S

 

舎
を
配

irf
し
て
わ
り
あ
い
に
広
い
ホ
シ
ー
ー
ヮ
を
と
っ
た
も
の
で
プ
ラ
ン
の
ょ
さ
に
感

第6
図
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心
さ
せ
ら
れ
た
。

神

111
宇
市
氏
の̂

が
内
部
構
架
の
簡
素
で
あ
る
こ
と
は
農
家
一
般
を
通
じ
て

JI
る 

相
で
あ
る
。
し
か
し
簡
素
な
農
家
建
の
き
わ
め
て
堅
牢
な
こ
と
は
著
し
い
こ
と
で
そ 

の
理
由
を
い
つ
も
考
え
る
〇
木
割
り
の
大
き
い
こ
と
、
梁
桁
の
組
み
合
せ
に
十
二
分 

の
材
を
用
い
、
特
に
天
井
か
ら
小
屋
組
に
か
け
て
も
の
も
の
し
い
固
め
か
た
を
し
て 

い
る
。
そ
れ
に
壁
の
構
造
材
の
中
で
、
ド
ウ
ザ
シ(

胴
差
し)

と
い
う
か
柱
と
柱
の 

旬
こ
、
ヌ
キ(

貫)

を
数
段
に
亘
っ
て
表
て
な
ど
に
組
む
あ
の
仕
法
も
見
逃
す
わ
け 

こ
(±
い
か
な
い
。
上
野
村
の
家
々
に
こ
れ
ら
が
、
ど
の
家
に
も
見
え
る
。

そ
の
中
の
ド
ウ
ザ
シ(

胴
差)

だ
け
に
つ
い
て
記
録
し
て
お
き
た
い
。
胴
差
し
は 

大
よ
そ
二
尺
お
き
ほ
ど
に
、柱
巾
の
六
乃
至
七
分
に
割
っ
た
水
平
材
を
組
ん
で
い
る
。
 

家
の
正
面
で
は
ト
ボ
グ
チ
の
わ
き
と
上
、
側
面
で
は
下
か
ら
妻
に
な
る
ま
で
、
裏
も 

下
か
ら
軒
桁
ま
で
を
、
開
口
部
を
除
い
て
等
間
隔
に
組
み
上
げ
る
と
、
そ
の
間
の
壁 

と
対
照
し
て
美
し
い
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
。
白
壁
の
場
合
に
は
特
に
み
ご
と
で
あ
る
。
 

耐
震
構
造
を
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
棟
梁
の
人
々
は
多
数
箇
所
の
直
角
の
構
成
に
強
度 

を
依
存
し
た
。
柱
と
胴
差
し
の
組
み
合
せ
と
、
そ
の
間
の
横
広
の
短
冊
形
の
空
間
を 

竹
の
小
舞
と
壁
土
で
あ
げ
る
と
、
風
圧
や
地
震
の
振
れ
に
も
強
く
抵
抗
で
き
る
。
ど 

ま
部
分
の
軸
部
の
柱
に
お
い
て
、
敷
梁
の
は
じ
の
納
ま
り
を
み
て
も
柄
の
仕
口
が
深. 

く
て
柱
を
貫
い
て
い
る
の
が
普
通
で
、

コ
ミ
セ
ン(

込
み
栓)

で
固
め
て
い
る
の
を 

た
び
た
び
見
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な
固
め
方
は
、
ま
こ
と
に
素
朴
な
方
法
で
あ
る
が 

幣
固
な
ゆ
る
ぎ
な
き
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
善
意
と
誠
実
さ
に
溢
れ
る
も
の
が
あ 

る
〇

四
、
チ
ュ
ウ
モ
ン(

中
門)

造
り

震

の

神

田

章

氏

宅

【
第4

図B

】
の
中
門
造
り
は
既
に
述
べ
た
。
片
品
村
に
お 

け
る
戸
倉
、
伊
閑
町
の
中
門
造
り
、
及
び
伊
閑
町
、
越
本
辺
り
そ
の
他
片
品
村
全
域 

こ
濃
密
に
分
布
し
た
中
門
の
退
化
型
と
し
て
の
ド
マ
側
の別

®
®

所
農
具
舎
の
配
置 

と
規
を
一
に
し
て
い
る
の
が
、
わ
が
上
野
村
に
お
い
て
の
所
見
で
あ
る
。
同
じ
字
の

神
田
宇
市
氏̂

【
第6

図
】
で
は
、
オ
モ
ヤ
か
ら
ヵ
ネ
ノ
テ(
al
手)

に
楝
を

JH
し 

て
オ
モ
ヤ
の
二
階
と
チ
ュ
ウ
モ
ン
の
二
階
がS

に
つ
な
が
っ
て
、
そ
の
両
方
に
ま 

た
が
る
室
を
設
け
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
章
氏
宅
は
別
棟
で
あ
る
か
ら
宇
市
氏
セ 

と
の
、
プ
ラ
ン
の
あ
り
方
は
違
う
が
、
そ
の
性
格
で
は
同
じ
系
列
の
中
に®

し
て.- 

る
。
宇
市
氏
方
の
場
合
は
、
ト
ボ
グ
チ
を
四
尺
ほ
ど
と
り
、
そ
れ
に
隣
っ
て
二
階
と 

と
も
こ
十
一
尺
ほ
ど
の
巾
で
ニ
ヶ
ン
だ
け
、
表
て
側
の
南
へ-
HI
手
(

直
角)

に
挺
出 

し
て
、
チ
ュ
ウ
モ
ン
を
形
造
っ
て
い
る
。
下
は
現
在
物
置
き
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
 

も
と±

多
分
、
ウ
マ
ヤ
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
野
栗
沢
の
黒
沢
槌
松
氏
宅
は
、
左 

り
ガ
ッ
テ
の
右
ズ
マ
ィ
で
あ
る
〇
こ
の
家
で
は
デ
ィ
の
エ
ン
ガ
ヮ
隅
か
ら
鈴
め
前
方 

の
収
納
舎
二
階
蚕
室
に
二
階
ど
う
し
を
渡
り
廊
で
結
ん
で
い
た
。
ド
マ
ヵ
ら
で
なL 

s

te
移

«J
こ
ニ
ヮ
を
最
大
に
利
用
で
き
る
ょ
う
に
建
物
配W

を
し
てt

る
の
で

チ
ュ̂

モ
ン
と
は
ほ
ど
遠
い 

が
、
何
か
中
門
造
り
か
ら
の 

暗
示
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い 

か
と
忍
わ
れ
る
。
乙
母
今
井 

静
夫
氏
宅
で
はt

第8

図B

】
 

オ
モ
ヤ
と
の
接
続
に
く
い
ち 

が
い
が
あ
る
が
チ
ュ
ゥ
モ
ン 

で
あ
る
。
今
井
家
は
、
建
坪 

約
四
〇
坪
、
総
二
階
で
、
屋 

根
切
妻
造
り
、
板
葺
石
置
き 

で
あ
る
。
葺
下
は
竹
の
下
地
、
 

ヤ
シ
キ
の
こ
と
で
も
触
れ
た 

が
、
東
西
に
長
い
ヤ
シ
キ
で 

あ
る
。
右
ド
マ
、
ド
マ
は
三 

ゲ
ン
に
三
間
で
方
形
、
上
り 

は
な
は
巾
の
せ
ま
い
打
ち
つ

け
の
ヱ
ン
が

fli
手
に
廻
っ
て

第8
図



い
る
。
ド
マ
の
つ
き
当 

り
奥
が
カ
ッ
テ
、
ド
マ 

仕
切
り
の
性
列
か
らk
 

が
、
前
通
り
に
ザ
シ
キ 

と
デ
ィ
、
後
ろ
通
り
に 

へ
ヤ
と
オ
ク
ノ
デ
イ
カ 

並
ぶ
。
ダ
ィ
コ
ク
杵
は 

カ
ッ
テ
と
の
交
点
に
あ 

っ
て
、

ャ
コ
柱
は
三 

尺
ず
れ
て
オ
ク
ノ
デ
ィ 

の
境
に
あ
る
。
ダ
ィ
コ 

ク
柱
の
前
に
ザ
シ
キ
の 

ィ
ロ
リ
が
あ
る
。

こ
の 

家
で
は
ヒ
ブ
ク
ロ
は
既 

に
改
造
さ
れ
て
し
ま
っ 

た
。
オ
ク
ノ
デ
ィ
は
十 

二
帖
で
北
側
奥
に
左
手

に
ト
コ
ノ
マ
右
手
に
チ
ガ
ィ
ダ
ナ
が
あ
り
、
西
側
の
エ
ン
ガ
ワ
側
に
シ
ョ
ィ
ン
ヵ
つ 

い
て
い
た
。
西
側
エ
ン
は
三
尺
、
こ
れ
か
ら
直
角
に
折
れ
た
南
側
の
表
て
の
エ
ン
ガ 

ワ
は
三•

五
尺
巾
で
あ
る
。
上
野
村
一
般
と
し
て
、

ニ
ワ
に
面
し
た
表
て
エ
ン
ガ
ワ
を 

三.

五
—
四
尺
に
と
る
の
が
普
通
の
よ
ぅ
で
あ
る
。
ザ
シ
キ
の
ド
マ
に
近
い
南
隅
は 

ー
ケ
ン(

間)

だ
け
畳
敷
と
な
っ
て
、
こ
れ
も
村
内
各
所
に
み
ら
れ
た
形
で
あ
る

ザ
シ
キ
の
ヵ
ッ
テ
寄
り
に
仏
壇
、
そ
の
上
の
鴨
居
の
棚
が
神
棚
で
あ
る
。
ド
マ
の
マ 

グ
チ
三
ゲ
ン
の
中
、
隅
柱
の
一
間
か
ら
チ
ュ
ゥ
モ
ン
が
ニ
ケ
ン
巾
で
五
ケ
ン
出
て
い 

る
。
ド
マ
に
は
ョ
コ
グ
チ
が
あ
っ
て
東
南
の
前
方
に
あ
る
井
戸
に
通
じ
る
。

五
、
ジ
ギ
ョ
ウ
、
タ
テ
マ
エ
、
山
イ
リ
な
ど

家
を̂

て
る
に
は
、
や
し
き
を/E

め
地
均
し
を
し
て
水
ナ
ヮ(

水
盛
り)

を
張
り 

ト
ダ
イ
を
定
め
、
杵
ク
バ
リ
を
す
る
。
ド
ダ
イ
に
は
石
を
»;•
え
る
が
、
そ
の
場
介
の 

シ
ギ
ョ
ウ(

地
形)

は
じ
め
は
、
右
ズ
マ
イ
の
家
の
場
介
に
は
、
東
南
の
隅
か
ら
始 

め
る
。

タ
コ
ツ
キ(

蛸
捣
き)

や
シ
ン
ボ
ウ
ド
ウ
ズ
キ(

真̂

胴
突)

な
ど
の
方
法 

か
用
い
ら
れ
る
。
ド
ウ
ズ
キ

nil
な
ど
が
あ
る
ら
し
い
が
文
句
や
節
ま
わ
し
な
ど
は
说 

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
地
形
は
じ
め
か
ら
、
順
次
柱
の
部
分
を
つ
き
ま
わ
し
て
、
 

ダ
イ
コ
ク
、
シ
ョ
ウ
コ
ク
柱
で
、
つ
き
じ
ま
い
と
す
る
。

つ
き
じ
まL

の

を

そ
 

の
年
の
ア
キ
ノ
ヵ
タ(

明
き
の
方)

へ
倒
す
。(

以
下
野
栗
沢)

地
杉
こi

ヤ
グ
ラ
を
た
て
る
。
大
柱
材
で
打
ち
こ
む
。
ヤ
ツ
ノ
キ
を
杵
に
す
る
。

「
ョ
ウ
ン
ヤ
サ
ア
」
と
か
け
で
や
る
。(

乙̂
)

ヤ
マ
イ
リ
は
正
片
元
日
で
あ
る
。
山
の
木
は
伐
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お 

天
佝«

の
腰
卜
け
木
は
伐
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
木
は
み
れ
ば
そ
れ
と
わ
力
る
。
す 

な
わ
ち
、3

石
の
ハ
ナ(

端)
•

に
立
っ
て
枝
ぶ
り
が
い
い
。

一
番
め
の
枝
が
東
に
、问/ 

て
出
て
い
る
。
そ
れ
が
お
元
狗
様
の
腰
か
け
る
木
で
あ
る
。
ブ
ク
の
日
は
山
に
ス' 

て
は
な
ら
ぬ
。
子
ど
も
が
生
れ
た
と
き
は
チ
ブ
ク
、
人
の
死
ん
だ
と
き
は
ブ
ク
で 

と
も
に
三
日
か
ら
七
日
間
は
山
に
入
ら
ぬ
。
ま
た
女
の
生
理
日
は
神

-lv
、
社
参
、
山 

入
り
を
し
な
い
。(

野
栗
沢•

胡
桃
平)

こ
の
よ
う
な
禁
忌
は
他
地
区
に
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
山
入
り
の 

薪
炭
材
の
切
り
出
し
と
同
様
に
建
築
材
も
き
り
出
す
。
そ
れ
で
伐
り
出
し
た
材
を
匆 

ん
で
建
築
に
か
か
る
。
柱
を
立
て
る
に
は
マ
ク
ラ
木
をK

く
。
そ
れ
に
柱
を
二
本
、
 

上
の
方
を
マ
ク
ラ
木
に
あ
て
て
の
せ
る
。
柱
の
上
に
梁
を
つ
け
る
。
こ
れ
で
鳥
居
の 

よ
う
な
形
が
一
組
で
き
る
。
こ
の
鳥
居
形
の
上
の
方
か
ら
マ
ク
ラ
木
を
下
に
こ
ろ
が 

し
て
、
上
に
次
第
に
上
げ
る
。
そ
れ
で
地
形
の
石
の
上
に
柱
の
根
元
を
の
せ
る
。
朝 

未
明
の
頃
マ
ク
ラ
ギ
お
さ
え
の
杭
を
ヵ
ヶ
ヤ
で
打
ち
こ
む
。

こ
の
音
を
合
図
に
し
て 

手
云
い
人
が
集
る
。
そ
し
て
第
一
組
か
ら
次
々
の
柱
の
組
を
た
て
て
、
ヶ
タ
で
組
ご

第8
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と
のe

e

を
つ
な
ぐ
の
だ
と
い
ぅ
。

こ
ん
な
手

IK
で
タ
テ
マ
エ
が
終
る
と 

ス
ル
メ
に 

酒
一
ば
い
を
出
す
。(

乙
以)

終
り
に
ヒ
野
村
は
山
中?
fl
の
頃
か
ら
、
緑

雉•

多
胡
郡
な
ど
の
地K

と
一
線
を
画 

し
て
い
た
。

甘
楽
郡
の
南
牧
村
の
谷
と
は
塩
沢
峠•

抬
沢
峠
な
ど
で
結
び
、
長
野
||»
小 

の
大
日,
l»J
村
と
は
十
石
峠
、埼
玉
以
の
大
滝
村
と
は
雁
掛
峠•

志
tt
坂
峠
な
ど
で
結
ば 

れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
美
原
村
か
ら

A-
が
、
旧
南
甘
楽
郡
に
賊
し
て
い
て
、
多

胡

・
 

緑
幣
郡
に
対
し
て
い
た
こ
と
が
忍
わ
れ
る
。
交
通
样
済
文
化
の
交
流
と
、
染
約
が
お 

の
ず
か
ら
そ
の
地
域
性
を
発W

す
る
こ
と
に
な
る
。
長

野*
J.I
信
州
か
ら
東
北
地
方
の 

形
が
流
れ
い
り
、

こ
こ
に
定̂

し
た
の
が
、

ヒP

マ
型
で
あ
り
、

チ
ュ
ゥ
モ
ン
造
り 

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
ぅ
。
石̂

き
屋
根
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
定
着
す 

る
に
は
立
地
条
件
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

円
方
を
山
と
峰
に
囲
ま
れ
て
こ
の 

条
件.
が
：
^

た
も
の
で
あ
る
。

乙
：
^

今
ル
い
え
氏
の
家
は
北
が
わ
にi

閒
ガ
あ
る
。

旅
館
な
の
で
改
造
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
ヒ
ロ
マ
が
ま
じ
き
り
の
一

に
の 

こ
っ
て
い
る
。
川
和
に
黑
沢
清
一
氏̂

が
あ
る
。
川
和
で
一
番
い
い
や
し
き
で
あ
る 

や
し
き
の
後
方
に
土
塁
の
跡
が
あ
り' 

神
流
川
の
深
い
谷
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。

石
段 

の
あ
る
ヵ
イ
ド
の
上
に
い
か
め
し
い
門
を
構
え
て
い
る
。

江

戸

時

代

初

期

に

力
 

ら
十
二
人
衆
を
丰
い
て
土
着
し
た
の
で
越
机
十
二
人
と
い
う
。

市
川
清
秀
、
光
禅
院 

慈
山
元
因
居
士 
(

元
和
九
年
歿)

黑
？

五
右
衛
門
代
に
始
め
て*
JA
沢
姓
を
名
乗
っ 

た
。
神
明
宮
や
寺
を
や
し
き
の
東
と
南
に
ひ
か
え
て
い
る
。

二
の
黑
沢
家
も
ま
ど
り 

が
他
と
ち
が
う
が
、
ヒ
ロ
マ
が
家
の
中
央
に
そ
の
ひ
ろ
さ
を
誇
：小
し
て
い
る
。S
9
 

図A

-
B

】
今
井
家
二
三
帖
、

JJA
沢
家
ニ
ー
帖
で
あ
る
。

註

1

乙
母
村
役
場
二
階
か
ら.
のH

測

2

樽
原M

沢
馨
氏
宅 

1

3

拙

稿-1
K

家W

記
」(

上
毛
史
学
第
年

10
号)

及

「
日
本K

家
史
」(

藤

IH
元
春 

氏)

4

拙
稿
同
右

5

マ
ガ
リ
と
邑
楽
郡
板
倉
町
で
は
い
う
。
雑

誌

「K

間
伝
承
」(

第

10
卷
第

10
号) 

(

埼
玉

yA
入
問
郡
大
井
村)

6

シ
ョ
イ
ン
は
今
件
静
夫
氏
宅
、
與
沢
馨
氏
宅
、
黑
沢
新
一
氏
宅
な
ど
に
あ
っ
た

黒
沢
新
一
氏
宅
の
は
三
代
ほ
ど
前
の
主
人
が
、
家
と
と
も
に
シ
ロ
ゥ
ト
作
り
に 

_

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
ク
ロ
ゥ
ト
以
上
の
デ
キ
で
あ
る
。

シ
ヨ
イ
ン•

フ
ッ 

ダ
ン
な
ど
の
小
障T

の
机r

な
ど
み
ご
と
で
あ
るC

第9
図
B



上
野
村
三
笠
山
の
火
渡
り
行
事 

小 

沢 

徳 

忍

は

じ

め

に

三
笠
山
の
火
渡
り
護m

は
、
ヒ
野
村
大
字
祸
原
の
中
正
寺
裏
山
で
行
わ
れ
、f
e

年 

四
月
十
七
日
朝
か
ら
始
ま
っ
て
昼
頃
ま
で
約
四
時
問
以
上
か
か
る
大
行
事
で
あ
る
。

こ
の
火
渡
り
護̂

の
山
来
は
、
徳
川
時
代
の
寛
政
二
年
に
木
食
行
者
本
明
院
普
寛 

大
阿
闍
梨
が
、
埼
玉W

と

群

馬

以

の

境

に

あ

る

三

笠

山

を

開

い

て

、
山
神
の
総
本 

尊
で
あ
る
刀
利
天
を
勧
諸
し
、
中
正
寺
の
宽
鈴
坊
に
種
々
の
法
門
を
伝
え
た
中
に
火 

渡
り
護
摩
法
が
あ
っ
た
。

こ
の
火
渡
り
護
摩
法
は
、
正
し
く
は
火
性
三
味
法
と
言
っ 

て
、
日
本
最
大
の
規
模
で
、
巾
三
叫
、
奥
行
五
叫
、

冋
さ
六
尺
以
ヒ
九
尺
の
積
木
を 

し
、

こ
れ
に
火
を
つ
け
、
法
を
行
っ
て
、
そ
の
火
の
ヒ
を
渡
る
も
の
で
あ
る
。
始
め 

の
頃
は
、
中
正
寺
周
辺
の
畑
で
行
っ
た
が
、M

時
頃
か
ら
か
判
ら
な
い
が
、
中
正
寺 

の
前
の
谷
の
須
郷
部
落
の
御
獄
山
瘐•
土
大
権
现
の
所
で
行
う
ょ
う
に
な
っ
て
、
最
近 

ま
で
続
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
宽
政
二
年
の
三
笠 

山
開
山
当
時
の
規
模
にm

木
を
し
、
中
正
牙
裏
山
で
行
わ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
た
ひ

こ
の
火
件
味
護
摩
法
を
修
法
す
る
の
に
は
、
七
日
叫
の
前
行
や
、
燃
料
そ
の
他
の 

物
を
川
意
す
る
行

IV
が
あ
る
〇

一
、
意 

義

火
渡
りM
m

と
言
う
も
の
は
、
行
音
や
一
般
の
者
が
燃
え
て
る
火
の
上
を
素
足
で 

渡
る
の
で
、
俗
に
火
渡
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
火
性
護
摩
と
も
言
う
の
は
、
火
件
と 

1-
う
こ
と
が
、
大

IV
な
意
味
を
待
っ
て
い
る
。

火
性
と
言
う
の
は
、
火
の
本
性
と
言
う
こ
と
で
、
人
問
の
根
性
と
言
う
よ
う
な
意 

味
と
同
じ
で
あ
る
。

火
は
、

一
切
の
可
燃
性
の
も
の
は
皆
燃
し
て
終
っ
て
、
ど
ん
な 

汚
れ
て
い
る
も
の
で
も
燃
し
て
終
え
ば
清
浄
な
灰
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
 

火
の
本
性
は
、.

一
切
の
も
の
を
清
浄
に
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

人
問
も
社
会
生 

活
の
中
で
生
活
苦
や
病
苦
が
生
じ,
rl
身
不
相
応
の
慾
望
を
迷
成
せ
ん
と
し
た
り
し 

て
、
無
理
な
思
考
や
行
動
を
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
门
分,=

身
を
汚
染 

し
て
終
う
。

こ
の
汚
染
し
た
体
に
不
動
明
王
の
大
智
慧
の
光
明
を
通
す
こ
と
に
よ
っ 

て
、
汚
染
し
た
点
が
反
省
さ
れ
、,

身
の
垢
を
洗
う
こ
と
に
よ
っ
て
清
浄
な
体
と
な 

る
よ
う
に
、
不
動
明
王
の
大
智
慧
の
光
明
と
言
う
火
を
汚
染
し
た
部
分
に
当
て
れ
ば 

汚
染
箇
所
は
燃
え
て
、
汚
染
は
清
浄
に
な
る
と
い
う
。

火
は
一
切
の
も
の
を
清
浄
す

三笠山の火渡り



る
本
性
を
有
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
不

動

明

-E
の
智
慧
の
火
も
、
人
の
迷
い
と
言
う 

亏
染
を
焼
い
て
、
淸
浄
に
す
る
と
言
う
本
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
巾
三
問 

奥
行
五
問
、
高
さ
六
尺
以t

九
尺
の
積
木
も
煩
悩
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 

と
見
て
、
小
動
明
王
の
智
慧
の
火
を
付
け
て
、

こ
れ
を
燃
す
と
淸
浄
な
火
と
な
り
、
 

行
者
も
信
者
も
一
心
に
な
っ
て
不
動
明
王
の
智
慧
の
火
を
頂
け
は,
!!
身
ft
浄
と
な 

る
か
ら
火
の
清
浄
も,
ri
身
の
清
浄
も
清
浄
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
を
平
等
と
言
っ 

て
い
る
。
火
の
本
性
とA

分
の
本
性
と
が
平
等
に
な
れ
ば
、•
肉
者
は
、

一
体
と
な
っ 

て
、
丁
度
火
を
渡
っ
て
行
く
人
は
、
火
炎
を
背
負
っ
た
不
動
明
王
と
同
じ
よ•
う
に
な 

る
か
ら' 

不
動
の
火
性
三
昧
に
入
っ
た
姿
と
同
様
で
あ
る
。
不
動
明
王
の
状
態
は
、
 

米
い
や
煩
悩
を
焼
い
て
清
浄
な
悟
り
の
世
界
で
あ
る
か
ら
苦
の
な
い
世
界
、
炎
熱
の 

地
獄
の
苦
悩
の
な
い
世
界
で
あ
る
〇
故
に
清
凉
の
世
界
に
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
元 

来
、
不
動
明
王
は
、
迷
い
の
岸
か
ら
悟
り
の
彼
岸
に
送
り
届
け
る
役H

を
果
す
も
で 

あ
り
、
火
性
三
昧
と
言
う
不
動
明
王
の
法
の
世
界
に
入
れ
れ
ば
、
火
も
焼
く
こ
と
も 

出
来
ぬ
こ
と
と
な
る
の
で
、
無
事
に
火
を
渡
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ 

る
。
要
す
る
に
、
火
の
本
性
に
同
調
し
、
本
性
に
和
す
る
行
事
で
あ
る
。

二
、
前 

行

火
渡
り
行
事
を
行
う
の
に
は
、
不
動
明
王
の
法
界(

世
界)

に
入
ら
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
の
で
、
不
動
明
王
に
成
り
き
る
修
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
、
 

七
日
七
夜
の
問
肉
食
妻
帯
を
し
な
い
で
滝
に
打
た
れ
て
、
生
身
不
動
法
と
言
う
秘
法 

を
修
行
し
、
大
般
若
経
理
趣
分
と
い
う
お
経
を
一
日
三
度
、
.
H-
二
十
一
度
読
経
し
、
 

そ
の
他
、
真
言
密
咒
を
唱
え
て
火
渡
り
前
行
を
行
う
の
で
、

こ
の
前
行
の
こ
と
を
身 

ロ
意
の
三
秘
密
行
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

き
ょ
た
き

先
ず
身
の
行
は
、
三
笠
山
の
頂
上
下
に
あ
る
普
寛
滝
、
清
浄
滝
に
入
っ
て
苦
行
を 

し
た
り
、
檇
原
の
登
山
口
に
あ
る
橋
之
沢
の
弁
天
滝
に
打
た
れ
た
り
す
る
。

お
滝
行 

よ
裸
にk

っ
て
直
ち
に
才.
ン
、
サ
ラ
バ
、
タ
タ
ギ
ヤ
タ
、

ハ
ン
ナ
、

マ
ン
ナ
ナ
ウ 

キ
ヤ
ロ
ミ
と
三
度
唱
え
て
お
滝
を
礼
拝
す
る
。
次
に
九
字
を
切
る
。
九
字
は
、
刀
印

と
言
う
印
相
を
結
ん
で
臨
、
兵
、
關
、
者
、
皆
、
陳
、
烈
、
在
、
前
の
九
字
を
り
え 

乍
ら
従
横
に
綱H

を
劃
く
よ
う
に
す
る
。
次
に
沐
浴
心
身
、
当
願
水
天
、
内
外
淸
浄
、
 

六
根
清
浄
と
三
度
唱
え
る
。
次
に
心
経
一
卷
唱
え
、
次
に
水
天
真
言
、
オ
ン
、
バ
ロ 

ダ
ヤ
、

ソ
ヮ
ヵ
と
唱
え
て
滝
に
突
入
す
る
気
分
の
生
ず
る
迄
唱
え
て
滝
に
入
る
‘
次 

に
滝
か
ら
出
た
な
ら
ば
、
先
に
礼
拝
し
た
真
言
三
度
を
唱
え
て
礼
拝
す
る
。

次
は
ロ
の
行
で
、
肉
食
妻
帯
禁
断
の
行
で
あ
る
。
鳥
獣
魚
貝
の
味
の
よ
い
栄
養
の 

あ
る
食
物
か
ら
離
れ
て
、
菜
食
、
木
食
と
言
う
味
も
な
く
栄
養
の
な
い
食
^-
を
摂
っ 

て
食
事
の
簡
素
化
を
計
り
、

一
心'
小
乱
に
不
動
明
王
の
法
界
に
入
る
こ
と
に
専
念
す 

る
こ
と
で
、
食
事
を
前
に
し
て
先
づ
三
度
礼
拝
す
る
。
滝
礼
拝
の
言
葉
で
あ
る
。
次 

に
此
食
色
香
味
、
上
奉
一
切
尊
、
中
奉
諸
聖
衆
、
下
及
六
道
衆
、
等
施
無
差
別
、
随 

感
皆
飽
満
、
令
諸
施
主
得
、
無
量
波
羅
密
、
次
は
一
に
は
功
の
多
少
を

Jr
り
、
彼
の 

来
処
を
量
る
。

二
に
は
己
が
徳
行
の
全
欠
多
減
を
忖
る
。

三
に
は
心
を
防
ぎ
過
を
離 

る
る
こ
と
三/
II
に
過
ぎ
ず
〇
四
に
は
正
し
く
良
薬
を
事
と
し
て
形
苦
を
済
う
こ
と
を 

取
る
。
五
に
は
道
業
を
成
ぜ
ん
が
為
な
れ
ば
世
報
は
意
に
非
ず
。
次
に
一
切
の
悪
を 

断
つ
為
に
食
べ
、
一
切
の
善
を
修
せ
ん
が
為
に
食
す
。•

一
切
の
生
を
度
す
為
に
食
べ
、
 

问
施
法
界
の
為
に
食
べ
る
。
食
べ
終
っ
て
、
此
食
巳
訖
、
当
願
衆
生
、
所
作
皆
弁 

具
諸
法
界
と
唱
え
る
。
毎
日
三M

行
う
行
で
あ
る
。
食
事
の
支
度
は
、
本
来
は,
11
分 

で
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
意
の
行
で
、
心
の
行
で
あ
る
。
心
を
不
動
明
王
に
す
る
為
に
、
生
身
不
動
法 

と
い
う
。
三
笠
山
開
山
の
普
寛
大
阿
闍
梨
の
秘
法
を
行
ず
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
沒 

i

、
煩
悩
の
门
分
を
直
ち
に
不
動
明
王
に
す
る
法
で
あ
る
か
ら
、
な
ま
身
の
そ
の
ま 

ま
が
不
動
明
王
に
な
る
と
言
う
主
旨
に
基
い
て
生
身
不
動
明
王
と
い
う
訳
で
あ
る
。
 

こ
の
身
ロ
意
の
三
秘
密
行
を
行
っ
て
、
身
体
行
動
も
、
言
語
発
言
も
、
忠
恕
理
想 

も
全
て
不
動
明
王
の
大
悲
の
徳
に
か
な
い
、
大
智
慧
に
か
な
い
、
大
寂
定
の
世
界
に 

安
住
す
る
こ
と
に
か
な
う
よ
う
努
力
す
る
。



三
、
支 

度

火
渡
り
護
摩
を
行
う
に
は
、㈠

護̂

場
の
支
度
、㈡

法
界
心
殿
の
支
度
、㈢

阿
闍 

梨
座
の
三
支
度
を
す
る
。

護
摩
場
の
支
度

燃
料
の
ボ
ャ
、
薪
は
、
大
字
柄
原
の
八
区
、
九
区
、
十
区
、
十
二
区
を
中
心
と
し 

て
、
隣
接
地
区
か
ら
奉
納
し
て
も
ら
う
。

一
束
以
上
三
束
位
ま
で
で
あ
る
。
巾
三W
 

奥
行
五
川
、
卨
さ
六
尺
以H

九
尺
に
積
み
上
げ
る
材
料
を
川
意
し
て̂

く
。
火
渡
り 

の
前
日
に
六
問
位
の
葉
を
つ
け
た
長
竹
四
本
に
〆
繩
を
張
っ
て
十
二
天
幣(

伊
舎
那 

天,

帝
釈
天
、
火
天
、炎

！
：

天
、
羅
殺
天
、
水
天
、
風
天
、
毘

沙

門

天

梵

天

地
 

天
、
日
天
、
月
天)

を
四
方
に
配̂

し
、
八
大
竜
王
幡
と
言
う
障
子
紙
を
四
枚
琳
ぎ 

介
せ
た
旗
様
の
紙
幡
を
作
っ
て
、
八
大
竜
王(

難
陀
竜
王
、
跋
難
陀
窀•
土
、
娑
迦
羅 

竜
王
、
和
修
吉
竜
王
、
徳
叉
迦
竜
王
、
阿
那
婆
述
多
竜
王
、
降
那
斯
竜
王
、
優
鉢
羅 

竜
王)

の
名
を
二
竜
王
づ
つ
四
枚
に
書
入
れ
、
〆
繩
に
結
ん
で
、
青
竹
を
立
て
る
。
 

す2W

南
ヒ
の
ft
問
隔
を
八

Hil
と
す
る
。
そ
の
中
に
三

Ini
、
五
叫
の
お
处
茶
羅
を
喪1
 

て
そ
の
上
に
高
さ
九
尺
迄
に
積
木
を
す
る
。
五
穀
を
六
包
に
包
ん
で
六
箇
に
入
れ
る
。
 

五
穀
は
大
豆
、
小
豆
、
大
麦
、
小
麦
、
玄
米
で
あ
る
。
房
華
、
散
華
を
籠
に
入
れ
る
。
 

房
華
は
、S

葉
が
二
葉
以
上
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
散
華
は
一
葉
で
あ
る
。
 

般
為
一
箇
に
酒
杖
一
本
を
添
えS

く
。
法
弓
と
言
っV

、、

竹
の,
り
に
ヵ
ズ
の
木 

の
矢
を
二
本i

る
。

一
本
は
皮
を
む
い
た
の
で
あ
る
。
松
火
五
本
は
、
松
の
ヒ
デ 

を
中
に
入
れ
て
作
っ
た
も
の
、
宝
劎
一
振
は
不
動
明
王
の
劎
で
あ
る
。
乳
木
と
言
っ 

て
、
ヲ
ッ
ヵ
ド
の
木
を
八
寸
に
切
り•

二
分
角
に
割
っ
た
も
の
を
多
数
用
意
す
る
。
 

法
界
心
殿
の
支
度

法
界
心
殿
は
本
尊
の
安K

場
所
で
あ
る
。

三
段
に
段
を
作
り
、
本
尊
幣
八
本
を
立 

て
、

セ
ン
チ
ャ
の
青
木
を
一
対.
肉
側
に
立
て
る
。

六
尺
“：冋
さ
の
も
の
で
あ
る
。
燈
籠 

一
対
に
大
口
ー
ソ
ク
を
と
も
し
、
名
香
の
線
香
を
上
げ
る
。
そ
の
他
御
神
酒
、
赤
飯
、
 

果
物
等
の
御
供
物
、
御
札
をH

げ
て
用
意
す
る
。
法
界
心
殿
は
、
舫
木
か
ら
五

Ird
程

離
れ
て
迚
て
る
。

阿
閣
梨
座
の
支
度

阿
闍
梨
と
言
う
の
は
、
導
師
、
指
導
者
と
言
う
意
味
で
、
火
渡
り
の
中
心
の
者
を 

い
う〇

元
来
、
三
笠
山
の
火
渡
り
の
阿
闍
梨
は
、
木
曾
の
御

U-
山
の
開
闢
の
木
食
普 

寛
大
阿
闍
梨
の
法
孫
が
直
々
に
修
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
筆
者
は
木
食
普 

寛
大
阿
闍
梨
第
六
世
の
法
孫
で
あ
る
。

こ
の
普
寛
法
孫
の
大
阿
闍
梨
の
修
法
所
を
阿 

闍
梨
座
と
唱
え
て
い
る
。

支
度
と
し
て
は
、

二
問
高
さ
の
竹
四
本
を
立
て
、
〆
繩
を
張
り
、

三
十
七
尊
幣
、
 

又
は
幡
を
結
ん
で
、
中
央
に
ffl)
貧
(

椅
子)

を
す
え
て
、
小
机
一
脚
を

is
く
。
副
導 

師
の
席
も

H]
意
す
る
。

四
、
修 

法

火
渡
り
護
摩(

火
件
三
味
法)

を
修
法
す
る
に
は
、㈠

差
定
、㈡

中
座
加
持,
H

行 

道
、㈣

法
界
心
殿
祈
願
、㈤

法
界
荘
畏
、㈥

入
護
摩
、㈦

火

御

札

、
御
供
物
、
 

御
神
酒
度
り
、g

信
者
渡
り
、a

火
戻
し
の
順
序
で
終
っ
て

1%
会
と
な
る
。

差
定
と
は
、
修
法
師
の
配
役
で
あ
る
。
奉
行
役
が

rt
主
と
執

IV
長
と
協
議
し
て
配 

役
を
定
め
る
。
昭
和
三
十
六
年
の
配
役
次
の
と
お
り
。

差 

定
執̂

長

飯

塚

ff
和

次
(

吉
并) 

副

長

神

HI
陳

雄
(

祸
原) 

執

-IV
義

III
均

三
(

東

5;()

執

事

石

原
 

寛
(

前
橋)

一
、
大
導
師 

大

阿

闍

梨

三

笠

山

H-
主
本.
个
生
院
徳
忍
法
印(

柄
原)

一
、
副
導
師 

大
先
述 

®

光
院
主
沿
沢
徳
尚
法
印 

(

桷
原)

一
、
同 

大
先
述 

本
覚
院
主
磯
崎
妙
常
法
印 

(

前
橋)

一
、
同 

大
先
述 

蓮
華
院
主
下
川
宽
茂
法
印 

(

勢
多)



一
、
中k
 

大
先
述 

光

明

院.
r.
吉
野
一«

法
印 

(

埼
玉)

一
、
そ
頭 

大
先
述 

法
幢K
t
«

木®

,®
汰
印 

(

大®
)

一

、
酒
水
師 

大
先
述 

中
笠
院
上
萩
原
淸
顺
法
印 

(

榛
名) 

-

、
顋
义 

先

述
 

東
笠
院
上
日
下
部
良K

fr
者 

(

前
橋)

一  
' 

む}
 

先 

述 

清
党
院k

佐
藤
光
、水
JI
者 

(

榛
名)

一
、
乳
木 

先

述
 

金
光
院K

石
原
妙
静
行
者 

(

前
橋)

一
、
法
螺
rllli
先

述
 

赤

城

院

.-K

古
沢
全
博
和
尚 

(

前
橋) 

一
、3
 

先

述
 

修»

院
主
ー
ー
階
党
徳
明
行
者 

(

柄
原)

一
、
結1V

東
方 

先

述
 

光
耀
院
主
岡!H

亞
徳
行
者 

(

前
橋) 

同

南

方
 

先

度
 

.
€

笠
院
上
松
本
徳
源
行
者 

(

前
橋) 

同

叫

方
 

先

述
 

南
笠
院
主
和

III
徳
円
行
者 

(

前
橋) 

司 

北
方 

先

述
 

北
笠
院
主
萩
原
徳
隆
行
者 

(

前
橋)

一
、
松
火 

東 

先

述
 

本
妙
院
主̂

野
普
源
行
者 

(

大
胡) 

同 

南 

先

述
 

本
竜
院
主
船
飼
治
忍
行
者 

(

大
胡) 

同 

.A 

先

述
 

法
隆
院
主
今
井
普
権
行
者 

(

大
胡) 

同 

七 

先
,
述 

本
光
院
土
松
村
徳
安
行
者 

(

大
胡) 

m
 

中

先

述

清

光

院

主

宮

石

徳

定

行

者
(

高
崎)

一
、
投
華 

先

述

清

笠

院

上

金

件

妙

秋

行

者
(

榛
名) 

-

、
役
物 

先

述
 

清

相

院.
1£
清
水
弘
岳
行
者 

(

榛
名) 

一
、
火{

リ 

先 

述 

開m

院
主

J.U
沢
徳
巌
行
者 

(

柄
原) 

一
、
火
界
門 

先

述
 

明S

K

.4:
黑
沢
徳

93
行
者 

(

柄
原) 

一
、
投
華
ftli
先

述

III
中
徳
剛
行
者 

(

東
京)

一
、
焼
供
師 

先

述
 

SH
川
妙
篠
行
者 

(

東i
)
 

右

悉

知
 

H

在

前

昭
和
三
十
六
年
四H

十
七
日

奉

行
 

大
先
述,

金
笠K

主
出
ft
勝
山
法
印 

(

栃
木) 

副
奉
行 

大
先
述 

神

明

院.E

见
野
教
行
法n

O

E

:

橋) 

以k

の
扇
定
に
よ
っ
て
配
役
さ
れ
、
奉
行
が
大
阿
閒
梨
の
命
を
承
け
て
修
法
を
進

め
る
如
に
な
る
。

こ
の
配
役
の
外
に
も
沢
山
の
三
笠
山
修
験
行
者
が
染
ま
っ
て
修
法 

に
参
加
し
て
い
る
。
 

,

信
徒
な
ど
も
、
先
述
と
北
ハ
に
東
l.f
小
、
群
馬
、
埼
玉
、
栃
木
の
？
V

OJ-
小

か

ら

参

し

知 

路
の

IXJ
係
が
あ
っ
て
、«

切
バ
ス
で
来
る
程
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

中
座
加
持

中

座

よ

、
本
屯
で
配
役
さ
れ
る
と
ft
ち
に
屮
座
加
持W

で
修
法
す
る
。

こ
の 

中
座
加
持
は
、
屋

山

特

別

の

も

の

で

、
令W

の

中

本

山

道

場

に

な

っ

て

い
 

る
。
中
座
加
持
は
、
木
食
行
者
普̂

大
阿
開
梨
が
、
中
座
法
門
と
い
う
学
問
と,
汀
を 

H

、
て
三
笠
山
道
場
に
遗
し
た
も
の
で
、
現
在
の
心̂

科
学
の
よ
う
な
学
問
で
あ
り
、
 

•
盖
媒®
^

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
中̂

の
法
門
は
、
密
教
と
言
う
天
ムI 1
*

の
秘
密 

の
学
問
と
行
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
仏
教
心
理
学
や
現
代
の
超
物
理
学
の 

よ
う
な
学
問
で
、
種
々
の

IV
象
に
つ
い
て' 

本
尊
が
過
去
、
現

在

未

来

に

つV

て 

兑
明
す
る
神
が
か
り
的
な
も
の
で
あ
る
。

一
言
に
言
え
ば
、
本̂

の•
个

nr
忠
議
の
妙 

川
と
言
え
よ
う
。

こ
の
中
座
加
持
で
火
渡
り
護
降
に
つ
い
て
、
種
々
と
化
意
や
起
る 

べ
き
IV
象
に
つ
い
て
指
導
を
願
っ
て
修
法
に
入
る
の
で
あ
るC

ft
道

行
道i
,

行
列
と
い
え
る
も
の
で
、
天
然
記
念
物
の
中
正
寺
し
だ
れ
ft
の
花
の-*" 

を
大
導
師
を
先
頭
に
法
螺
貝
六
丁
を
前
、
中
、
後
に
配
し
て
、
交
互
に
吹
き
な
力
ら 

進
ん
で
行
く
。
裏
山
登
り
に
か
か
る
と
、
行
列
は
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
行
く
。
谷
地
力 

ら
集
っ
た
雲
も
警
人
が
あ
と
に
従
っ
て
登
っ
て
行
く
。
中
正
寺
裏
山
の
仏
場
に 

到
る
と
、
阿⑻

梨
座
と_

場
の
問
に
入
っ
て
、
護
摩
場
の
衍
木
の
処
で
二
列
に
别 

れ
て
積
木
の
両
側
を
通
っ
て
法
界
心
殿
に
到
ゲ
、
大
導
師
は
着

141
す
る
。
法
螺
の
吹 

奏
が
終
る
と
祈
願
が
始
ま
る
。

法
界
心
殿
祈
願

法
界
心
殿
の
祈
願
勤
行
は
、
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
るC

先
づ
、
法

螺

三

叭

三
昧
法
螺«

一
乗
妙
法
説 

絆
耳
滅
煩
悩 

同
人
阿
字
門

次
こ
、
三
柏
常
、

オ
ン
バ
サ
ラ
タ
ラ
ウ
ン
ハ
ッ
タ



次
に
、
三
礼
、
オ
ン
サ
ラ
バ
タ
タ
ギ
ヤ
タ
ハ
ン
ナ
マ
ン
ナ
ナ
キ
サ
ヤP

ミ

次
に
、

二
扣
常
、
オ
ン
バ
サ
ラ
ト
シ
ヤ
コ

次
に
法
界
心
殿
勧
請

謹
シ
ミ
敬
ッ
テ
御
嶽
山
座
王
大
権
現
、
意
波
羅
山
大
権
現
、
八
海
山
提
頭
頼
吒
神 

王
、
三
笠
山
刀
利
天
、
阿
留
摩
耶
天
狗
、
三
宝
大
荒
神
、
大
江
大
権
現
、
日
野
大
権 

現
、
武
尊
山
大
権
現
、
金
剛
童
子
、
青
竜
大
権
現
、
黄
竜
大
権
現
、
八
大
竜
王
、
弁 

才
天
、
摩
利
支
天
、
長
崎
稲
荷
、
沿
戸
大
権
現
、
岡
崎
大
明
神
、,H

河
大
権
現
、
中 

央
大
日
大
聖
不
動
明
王
、
十
二
権
現
、E

之
原
青®
^

才
天
、
御
山
三
十
八
ノ
諸
天 

善
神
、
通
力
不
動
、
神
勅
不
動
、
神
力
不
動
、
此
ノ
所H

降
臨
影
向
ァ
ッ
テ
、
神
力 

ヲ
祈
ル
所
願
ゥ
所
、
木
食
普
寛
行
者
、
御
取
次
ァ
ッ
テ
、
心
願
成
就
ヵ
ン
マ
ン
ボ
ロ 

ヲ
ン
御
利
益
感
応
成
就
々
々
々
々
々
々
々
ヲ
授
ヶ
給
エ

次
に
、
護
身
法

浄
三
業
印
明

仏
部
三
昧
耶
印
明

蓮
華
部
三
昧
耶
印
明

金
剛
部
三
昧
耶
印
明 

被
甲
護
身
印
明 

 

次
に
、
九
字

臨 

独
古
印

兵

_ 

大
金
剛
輪
印

闘 

外
獅
子
印

者 

内
獅
子
印 

皆 

外
縛
印 

陳 

内
縛
印 

烈 

智
拳
印 

在, 

日
輪
印 

前 

隠
形
印 

次
に
懺
悔
ノ
文 

三
度

我#

所
造
諮
悪
業 

皆
山
無
始
tt
瞋
痴

従
身N

意
之
所
生
一
切
成
今
皆
懺
悔

次
に
、
心
経 

百
度

次
に
、
真
言 

各
百
度

座
王
真
言 

ア
ビ
ラ
ン
ケ
ン
ボP

ン
キ
リ
ク

三
笠
山
真
言 

オ
ン
シ
ャ
キ
ャ
ラ
ヤ
ソ
ワ
カ

普
寛
真
言 

ノ
ウ
マ
ク
金
剛
力
本
明
ボ
ロ
ヲ
ン
キ
リ
ク

仏
眼
九
曜
十
二
宮
真
言
オ
ン
ボ
ダ
ロ
シ
ャ
ニ
ギ
ャ
ラ
ケ
イ
ジ
バ
ラ
ヤ
ハ
ラ
ハ
タ

ジ
ュ
チ
ラ
マ
ヤ
ソ
ワ
カ

釈
迦
金
輪
二
十
八
宿
真
言 

オ
ン
ダ
キ
シ
ャ
タ
ラ
ジ
ナ
ニ
エ
イ
ボ
ロ
ヲ
ン

三
部
五
部
真
言
オ
ン
ア
サ
バ
バ
ン
ン
タ
ラ
キ
リ
ア

不
動
一
字
真
言 

ノ
ウ
マ
ク
サ
ン
マ
ン
ダ
バ
サ
ラ
ダ
ン
カ
ン

十
二
天
真
言

伊
舎
那
天
オ
ン
イ
ジ
ヤ
ナ
ヤ
ソ
ワ
カ

帝
釈
天
オ
ン
イ
ン
ダ
ラ
ヤ
ソ
ワ
カ

火
天
オ
ン
ア
ギ
ャ
ノ
ウ
ェ
イ
ソ
ワ
カ

炎
摩
天
オ
ン
エ
ン
マ
ヤ
ソ
ワ
カ

羅
刹
天
オ
ン
チ
リ
チ
ェ
イ
ソ
ワ
カ

水
天
オ
ン
バ
ロ
ダ
ヤ
ソ
ワ
カ

風
天
オ
ン
バ
ヤ
ベ
イ
ソ
ワ
カ

毘
沙
門
天
オ
ン
ベ
イ
シ
ラ
マ
ン
タ
ヤ
ソ
ワ
カ

梵
天 

オ
ン
ボ
ラ
カ
ン
ネ
イ
ソ
ワ
カ

地
天
オ
ン
ヒ
リ
チ
ビ
エ
イ
ソ
ワ
カ

日
天
オ
ン
ア
ーI

チ
ヤ
ソ
ワ
カ

月
天
オ
ン
セ
ン
ダ
ラ
ヤ
ソ
ワ
カ

諸
天
盖
ロ
神 

オ
ン
ロ
ギ
ャ
ロ
ギ
ヤ
キ
ャ
ラ
ヤ
ソ
ワ
カ

八
大
竜
王
水
天
真
言 

竜
神
竜
王
本
神
ソ
ワ
カ
、
オ
ン
バ
ロ
ダ
ヤ
ソ
ワ
カ 

次
に
、
大

導

師

祈

願

文



次
に
、
大
金
剛
輪M

言

七

度

ノ
ゥ
マ
ク
シ
ッ
チ
リ
ヤ
チ
ビ
キ
ヤ
ナ
ン
サ
ル
バ
タ
タ
ギ
ヤ
ナ
ン
ア
ン.
ヒ
ラ•
、ン
ヒ
ラ 

ン
マ
カ
シ
ャ
キ
ャ
ラ
バ 

シ
リ
サ
タ
サ
タ
サ
ラ
テ
ィ/
\

タ
ラ
ィ/
\

ピ
ダ
マ 

ニ
ヤ
ン 

バ
ン,.
シ
ャ
ニ
タ
ラ
マ
チ
シ
ッ
タ
ギ
レ
ィ
タ
ラ
ン
ソ
ワ
カ

次
に
一
字
金
輪
真
言
、

ノ
ゥ
マ
ク
サ
ン
マ
ン
ダ
ボ
タ
ナ
ン
ボ
口
ヲ
ン

次
に
五
大
尊
名 

三
度

東
方
隆
三
世
夜
刃
明
王

南

方

軍

茶

利

々

两

方

大

威

徳
"
 

北

方

金

剛 

ク 

中
央
大
日
大
聖
不
動
明
王 

次
に
、
九
字

次
に
、

二
ttl
掌 

次
に
、
三
礼

次
に
、
三

黎
 

次
に
、
法
螺 

三
声

法
の
螺
吹
奏
が
終
る
と
大
導
師
は'

立h

っ
て,

一
同
は
正
列
し
て
護
降
場
に
入-

て 

行
く
。法

界
荘
厳 

I
 

法
界
荘
厳
と
言
う
の
は
、
法
の
世
界' 

つ
ま
り
、
本
尊
の
法
力
の
世
界
を
里
に
顕 

わ
し
て
信
者
に
示
す
事
で
、
本
尊
の
世
界
は
、=

に
兑
え
な
い
か
ら
種
々
と
法
の
所 

作
を
し
て* 

や
耳
や
体
で
体
験
出
来
る
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
そ
の
所 

作
と
言
う
の
は
、

法
界
道
場
入
壇

法
界
道
場(

護
摩
場)

護
摩
壇
場

阿問驟



火
性
三
昧
の
本̂

が
、
出
现
す
る
よ
う
に
、
乂
は
、
本̂

が
出
現
出
米
う
る
よ
う 

に
、
行
法
を
修
す
る
所
を
法
螺
道
場
と
い
う
。

先
づ
、
法
螺
を
三
た
び
吹
い
て
、
法
界
心
殿
か
ら
、
法
界
道
場
に
入
っ
て
行
く
の 

で
あ
る
。

k
w

の
よ
う
に
東
方
か
ら
入
っ
て
、
南
と
內
の
竹
杆
の
問
に
出
る
。

次
は
、
叫
と
北 

の
竹
柱
の

Ir.J
か
ら
、
北
と
東
の
竹
柱
の

Iril
に
出
て
、
次
に
南
と
两
の
竹
柱
の

Ird
か
ら 

入
っ
て
、-A
と
北
の
叫
に
出
、
北
と
東
の
問
か
ら
東
と
南
の

Irli
に
出
る
。

こ
の
終
点 

X

、
最
初
に
入
っ
た
也
',?:
に
合
す
る
の
で
あ
り
、
丁
度
、
図
に
か
い
たM

形
を
造
る 

よ
う
に
歩
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
歩
く
時
に
、
大
導
師
が
、
先
頭
で

懺
悔
々
々
、
六
根
清
浄
、
御
山
快
晴

と
、
决
青
像
と
称
す
る
文
句
を̂

え
一
同
も
同
じ
く
唱
え
て
歩
く
。
薪
の
廻
り
と
竹 

柱
の
廻
り
を
迥
り
終
っ
て
、
薪
を
挾
ん
で
闹
側
に
立
ち
、.
肉
側
の
人
々
は
薪
に
向
い 

介
う
。

そ
こ
で
、
法
螺
を
三
度
吹
く
。

こ
の
時
、
大
導
師
はi

敝
梨
座
に
入
っ
て
曲
録
に
坐
る
。
副
導
師
は
、
護m

場
と 

阿r
a

梨
座
の
問
に
立
っ
て
薪
に
向
っ
て
立
つ
、
中
座
は
、
副
導
師
と
護
摩
場
の
問
に 

餅
に
向
っ
て
立
つ
。

奉
行
、
副
奉
行
は
、
法
界
心
殿
と
護
摩
増
場
の
叫
に
向
い
合
っ
て
立
ち
、

こ
れ
で 

配

役

者(

差
定
が
き
め
た
者)

の
位̂

は
決
定
す
る
。

配
役
者
が
位-K

に
着
く
と
、
結

界
(

四
方
幣
め)

に
移
る
。
東
、•
內
、
南
、
北
の 

竹
の
所
へ
東
方
先
述
、
南
方
先
述
、•
内
方
先
述
、
北
方
先
述
は
行
き
、
竹
に
向
っ
て
、
 

東

方

先

述

「
東
方
降
三
世
夜
刃
明
王
」

南

方

先

述

「
南
方
降
茶
利
夜
刃
明
王
」

两
方
先
述
「
两
方
大
威
徳
夜
刃
明
王
」

北

方

先

述

「
北
方
金
剛
夜
刃
明
王
」

と
、
順
々
に
大
声
で̂

え
て
、
薪
の
廻
り
に
い
る
法
師
、
大
先
述
、
先
述
、
行
者
は

一

斎

に

「
中
央
大
日
大
聖
不
動
明
王
」

とW

え
、
三
!'
'1
繰
り
返
し
て
行
い
、
東•

<
:

南
北
の
先
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
竹
に
向
っ
て 

九
字
をW

る
。
中
央
一
同
は
、
薪
に
向
っ
て
九
字
を

VJ
る
。
次
に
、
法
弓
師
が
立
っ

て
東
北
の
角
の
竹
に
向
っ
て
、
皮
付
の
欠
を
：？
に
つ
が
え
て

夫
れ
火
性
三
味
之
法
者
慾
、
触
、
愛
、
慢
、
金
剛
薩
埵
、
五
秘
密
之
法
成
就
に
あ 

り
。
今
や
、
発
心
之
法T

を
以
っ
て
法
成
就
を
射
取
ら
ん
と
す
、
天
魔
地
魔
、
悉 

く
折
伏
し
終
る
。

とS

え
て
、
「
ヱ
ー
イ
」
と
大
声
一
喝
す
る
と
同
時
に
欠
を
放
す
。
次
に
两
南
の
角(

裏 

鬼
門)

の
竹
に
向
っ
て
、
前
と
同
じ
く̂
?

え
て
皮
を
む
い
た
欠
を
放
つ
。
次
に
酒
水 

師
は
、
阿
闍
梨
座
に
到
っ
て
、
阿
闍
梨
か
ら
洒
水
を
受
け
て
、
護̂

壇
場
に
到
り
、
 

心
殿
を
浄
め
、
護

rm
場
を
浄
め
、
周
囲
の
信
者
に
向
っ
て
浄
め
る
。W

え
策
は
、
 

夫
れ
、
水
底
に
迂
字
あ
り
変
じ
て
智
火
と
な
っ
て
一
切
の
迷
い
を
焼
き
つ
く
す
。
 

乂
、
水
中
に
女
字
あ
り
変
じ
て
慈
悲
水
と
な
っ
て
一
切
淸
浄
の
法
を
生
じ
て
心
願 

を
成
就
せ
し
め
る
。

と
言
っ
て
、
浄
め
を
終
る
。
次
に
願
文
師
が
阿
闍
梨
座
の
所
に
行
き
、
大
導
師
か
ら 

願
文
を
受
け
て
、
薪
の
所
に
行
っ
て
こ
れ
を
読
みH

げ
る
。
願
义
は
、

火
性
三
昧
耶
法
願
文

謹
シ
ミ
テ
以 

夫
、
火
性
三
昧
耶
法
ハ
、
内
護
摩
ノ
秘
法
ナ
リ
。
ソ
ノ
旨
趣
イ
カ
ン 

ト
ナ
レ
バ
、
夫
レ
御
嶽
山
座
王
尊
ハ
真
浄
ノ
大
菩
提
心
ナ
リ
。
遍
一W

処
ノ
大
慈 

悲
心
一ぃ

ン
テ
疹
字
所
現
忿
怒
身
、
生
身
不
動
ノ
本
体
ナ
リ
。
降
魔
ノ
為
二
仮
リ
ニ 

大
乃
威
怒
ノ
形
ヲ
現
ジ
、
劎
索
ヲ
持
シ
玉
ゥ
。
心
中
ノ
芝
字
ョ
リ
大
火
焰
ヲ
現
ジ 

テ
、
業
、
煩
悩
、
無
明
、
株
杭
等
ヲ
焚
焼
シ
テ
、
遺
余
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
心
中
ノ 

圹
字
ョ
リ
甘
露
水
ヲ
流
注
シ
テ
、
煩
悩
ノ
衆
生
二
洒
イ
デ
菩
提
ノ
芽
ヲ
慈
長
セ
シ 

ム
〇

凡
ソ
座
王
尊
ハ
明
カ
ニ
三
世
ヲ
照
兑
シ
玉
ゥ
。
神
カ
ハ
無
所
小
至
ナ
リ
。
今
ヤ
行 

者
、
心
二
彼
ノ
三
昧
耶
ヲ
観
ジ
テ
火
性
三
味
二
入
レ
バ
、
凡
身
、
忽
チ
本
尊
身
ヲ 

成
ズ
。
然
レ
バ
則
チ
ー
切
ノ
煩
悩
惑
障
ヲ
焼
益
ス
。
此
ノ
火
焰
ハ
、
法
界
二
遍
満 

シ
三
界
五
趣
ノ
障
難
ヲ
焚
滅
ス
。
功
徳
広
大
ナ
リ
。

世
問
ノ
火
ハ
、
水
ヲ
以
ッ
テ
火
ヲ
消
ス
ナ
リ
。n

件
心
壇
ノ
火
ハ
、
火
ヲ
以
ッ
テ 

火
を

rh
ス
。
是
レ
火
性
三
昧
ノ
秘
法
ナ
リ
。
然
レ
バ
即
チ
火
性
三
耶
ノ
火
ヲ
踏
ム 

者
ハ
、
御
嶽
山
座
王
ノ
理
火
ノ
功
徳
二

111
ッ
テ
、
心
願
ヲ
成
就
シ
テ
、
信
心
決
定



ス
ベ
シ
し

'
个
信
ノ
輩
、
疑
惑
ノ
徒
ハ

III
心7

改
メ
心
ヲ
浄
メ
、
謹
ン
デ
踏
火
ア
ル
ベ
シ
。
然
ラ 

ザ
レ
バ
、
神
罰
適
面
ナ
リ
、
茲
二
大
衆
卜
仉
_-
御̂

山

火

件

_:£
味
ノ
秘
密
大
護
呼 

法
ヲ
修
ス
ル
所
以
ナ
リ
。

謹
ン
デ
願
文
ヲ
述
べ
ル
IV

依
ッ
テ
件
ノ
如
シ

維
時
昭
和
三
十
五
年
四
月
十
七
日

御
嶽
山
開
闘
普
宽
第
六
世
法
孫

三

笠

山

中

正

寺

大

阿

閣

梨

徳

忍
法

印

命

二

依

リ

東

笠

院

良m

敬
テ,
IJ
ス

次
に
松
火
師
五
人
、
松
火
を
持
っ
て
薪
の
東'A

南
北
中
央
に
位
し
てW

え,

を
言 

ぅ
〇東

方

「
発
心
の
火
を
点
じ
」

南

方

「
修
行
の
火
と
な
る
」

內

方

「
心
願
の
火
を
点
ず
れ
ば
」

北

方

「
成
就
の
火
と
な
る
」

中

央

「
正
二
火
性
三
味
の
大
護
摩
火
界
を
成
ず
」

こ
の
松
火
は
、
ま
だ
火
を
つ
け
て
な
い
の
で
薪
に
立
て
か
け
て

117
い
て
行
IV
を
進 

め
る
。
次
に
浄
火
に
至
る
。
洒
水
師
が
浄
火
師
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
塩
で
火
を
浄 

め
る
。
こ
の
時
は
ま
だ
薪
の
ま
ま
で
あ
る
。
次
に
、
乳
木
師
は
、
阿
閣
梨
庵
に
来
て
、
 

法
劎
と
乳
木
と
を
持
っ
て
薪
の
所
に
至
り
、
右
手
に
劎
を
摂
り
、
左
手
に
乳
木
を
持
っ 

て
、夫

れ
、
乳
木
と
は
煩
悩
の
吾
身
な
り
。
是
れ
を
焼
い
て
災
の
根
源
を
断
ち
、
吾
身 

の
善
業
を
増
し
て
福
徳n

ら
II
へ
わ
る
も
の
な
り
。

•

こ
の
乳
木
に
は
、
心
願
の
者
の
年
と
名
前
が
喪
い
て
あ
り
、

こ
の
木
で
念
ず
る
所 

を
な
で
て
火
で
焼
く
の
で
あ
る
。
次
に
誦
経
に
入
る
。
法
螺
三
卢
吹
い
て
先
ず
三#I
 

常
、
次
に
三
札
、
二
拍̂

、
心
経
三̂

、
九
字
、
終
り
に
法
螺
三
み
で
法
界
荘
厳
は 

終
っ
て
入
護
摩
に
入
る
。

入
護
摩

入
渡
摩
で
、

い
よ
い
よ
餅
に
火
を
つ
け
て
行

IV
に
移
る
。

先
点
火
先
程
の
松
火
師
が
、
薪
に
立
て
か
け
て
あ
る
松
火
を
待
っ
て
、
汰
界
心
殿 

に
到
り
、
燈
明
の
火
を
移
し
て
薪
に
火
を
入
れ
る
。

こ
れ
か
ら
順
次
に
火
天
段
、
曜 

段
、-
£

段
、
本
作
段
、
諸̂

段
、
諮
天
段
と
修
し
て
六
段
護̂

を
奉
修
す
る
の
で
あ 

る
〇

⑴

火
天
段

点
火
と
同
時
に
、
火
天
真
言
を
*1
/;
え
て
東
南
內
北
の
顺
に
火
を
繞
っ
て
真
言
百
度 

S

え
る
。

こ
れ
は
、
先
づ
火
の
神
を
勧
諸
し
て
、
火
天
の
火
と
す
る
。
阿
閣
梨
は
、
 

大
衆
が
真
言
百
度

PM
え
る

Ini
に
、
火
天
の
法
を
修
す
る
の
で
あ
る
。

⑵

曜

段

こ
こ
の
段
楷
は
、
九
曜
十
二
宮
を
祈
る
も
の
で
、
仏
眼
：
2

镩
を
本
尊
と
す
る
。
最 

.••»-
问
人
格
よ
り
底
級
人
格
者
を
育
成
す
る
徳
を
与
え
る
法
で
あ
っ
て
天
体
が
、
よ
く 

一
 

W

の
生
き
と
し
生
き
る
者
に
影
響
し
て
い
る
状
態
を
悪
影
響
か
ら
善
影
響
に
向
え
る 

よ
ぅ
に
祈
る
も
の
で
、
大
衆
が
仏
眼
九K

十
二
宮
真
言
百
度'
r.
え
る
中
に
曜
段
の
法 

を
大
導
師
は
修
す
る
の
で
あ
る
。

⑶

宿

段

こ
こ
で
は
、

二
十
八's

を
折
る
も
の
で
あ
り
、

一
字
金
輪
仏
頂
傳
を
本
尊
と
し
て 

法
を
修
す
る
も
の
で
、
最
卨
人
格
の
徳
を
全
て
強®

す
る
法
で
あ
る
。
天
体
の
運
行 

は
、
全
て
人
生
に
役
立
つ
ベ
く
す
る
趣
旨
を
折
る
も
の
で
、
大
衆
が
金
輪
、

二
十
八 

?r1
真
言
を
百
度
唱
え
る
問
に
大
導
師
は
宿
段
の
法
を
修
す
る
。

⑷

本
尊
段

こ
の
処
は
、
火
と
天
体
の
九
曜
二
十
八?
rl
を
以
っ
て
法
界
が
組
織
さ
れ
た
時
、
宇 

宙
本
尊
と
し
て
の
火
界
の
不
動
明
王
が
出
現
し
て
来
る
の
で
、
大
衆
が
本
尊
咒
百
度 

唱
え
る
問
に
大
導
師
は
本
尊
段
の
法
を
修
す
る
。

⑸

諸
尊
段

こ
れ
か
ら
は
、
本
尊
の
法
界
の
曼
茶
羅
を
荘
厳
に
す
る
為
に
仏
部
諸
尊
、
蓮
華
部 

菩
薩
衆
、
金
剛
部
明
王
諸
天
を
整
備
す
る
為
に
行
ぅ
。

三
部
五
部
の
諸
尊
を
悉
く
几



備
し
て
曼
茶
羅(

全
て
が
整
っ
て
い
る
相)

を
造
成
す
る
為
に
修
す
る
も
の
で
あ
り 

真
言
百
度

PI'1.
え
る
問
に
、

Jfi
尊
段
の
法
を
修
す
る
。

⑹

諸
天
段

世
天
段
と
も
い
う
。
世
問
の
神
の
供
養
の
法
で
あ
る
。n

然
現
衆
の
根
本"

社
会 

現
象
の
根
本
を
諸
天
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
、
風
雨
順
時
に 

あ
る
よ
う
に
、
天
愛
地
変
を
避
け
得
る
よ
う
に
折
る
も
の
で
平
和
を
祈
る
の
は
至
極 

適W

な
も
の
で
あ
る
訳
で
、
諸
天
と
人
類
や
鉱
動
植
物
と
が
調
和
し
て
い
る
時
は
、
 

平
和
生
活
実
現
の
功
果
が
可
能
の
故
に
諸
天
善
神
を
祈
る
。
諸
天
真
言
百
度
を̂

え 

る
問
に
大
導
師
は
、
諸
天
善
神
段
の
法
を
修
す
る
。

こ
の
終
り
頃
ま
だ
火
が
炎
え
て 

配
役
者
の
火
界
門
が
鬼
榨
と
言
う
火
を
い
び
る
体
で
火
を
整
備
し
、
火
が
な
け
れ
ば 

そ
れ
で
よ
い
が
、
未
だ
木
が
盛
ん
に
燃
え
て
い
る
時
は
、
心
経
を
追
加
し
て
火
を
お 

加
持
す
る
。

⑺

火
渡
り

六
段
護
摩
が
終
る
と
、
以
火
消
火
法
と
い
う
火
を
以
っ
て
火
を
消
す
火
渡
り
の
法 

が
修
さ
れ
る
。
清
浄
火
真
言
を
唱
え
始
め
る
。

八
大
竜
王
、
水
天
真
言
で
あ
る
。
 

竜
神
竜
王
本
神
ソ
ヮ
ヵ
オ
ン
バ
ロ
ダ
ヤ
ソ
ヮ
ヵ

こ
の
真
言
は
、
行
者
か
ら
、
信
者
全
体
が
渡
り
終
る
迄
唱
え
つ
づ
け
ら
れ
る
。

火
渡
り
は
、
先
づ
火
界
門
の
鬼
棒
使
い
一
人
が
、
阿
闍
梨
座
の
方
か
ら
法
界
心
殿 

の
方
に
棒
を
入
れ
て
、
火
な
ら
し
を
す
る
。
他
の
一
人
は
、
法
界
心
殿
の
方
か
ら
阿 

闍
梨
座
の
方
え
棒
を
入
れ
て
火
な
ら
し
を
す
る
。
I
M

鬼
棒
が
入
る
と
中
座(

俗
に 

如
来
、
菩
薩
、
明
王
、
諸
天
善
神
が
憑
り
移
る
と
言
う
も
の)

が
口
火
を
切
る
。
大 

体
、
燃
え
る
火
の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
く
。
大
導
師
は
、
中
座
が
飛
び
込
む
と
同
時 

に
中
座
の
あ
と
を
追
っ
て
火
の
中
に
入
る
。
中
座
と
大
導
師
は
、
法
界
心
殿
に
到
っ 

て
中
座
か
ら
三
笠
山
刀
利
天
の
教
勅
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
者
の
火 

渡
り
の
為
に
、
真
言
と
か
心
経
と
か
如
何
な
る
法
を
修
す
る
と
か
ど
う
い
う
人
が
不 

浄
で
あ
る
と
か
を
指
図
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
導
師
は
、
中

座

の

教

勅(

さ 

し
づ)

を
承
っ
て
、
大
音
に
先
達
方
に
そ
の
要
旨
を
伝
え
て
火
の
廻
り
をM

る
。
教 

勅
通
り
に
行
っ
て
次
に
行
者
が
、
お
札
を
持
っ
て
火
渡
り
を
行
い
、
次
に
お
供
物
、

御
神
酒
を
渡
し
、
次
に
八
I-.H

の?

J-
者
が
渡
っ
て
倍
者
渡
し
に
な
る
。
信
者
渡
し
は
、
 

鬼
休
を
火
の
渡
り

II
に
相
方
か
ら
二
乂
に
な
っ
て
い
る
所
を
八

1]
わ
せ
て
立
て
か
け 

て
、
火
界
門
役
二
人
で
持
っ
て
淸
浄
火
真
言
を
一
人
々
々
にW

え
て
火
を
渡
し
て
や 

る
。
行
者
は
、
火
の
両
側
に
立
っ
て
火
を
渡
る
信
者
を
加
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い 

る
。
大
導
師
、
副
導
師
は
、
信
者
を
お
加
持
し
て
安
全
に
火
を
渡
ら
せ
る
。
時
にS
 

人
や
ビ
ッ
コ
や
老
人
で
歩
行
困
難
者
は
、
先
述
が
手
を̂I

い
て
火
を
渡
ら
せ
る
。

信
者
全
員
火
渡
り
希
望
者
が
渡
り
終
る
と
火
戻
し
に
か
か
る
。
火
戻
し
は
、
火
界 

門
の
鬼
を
火
の
渡
り
ロ
と
出
口
に
横
た
え
て
、
「
羯
諦
々
々
、

羯̂

、
波
羅
僧 

羯
諦
、
菩
提
裟
娑
詞
」
と
唱
え
て
、
今
度
は
逆
に
廻
り
始
め
る
。

こ
れ
か
ら
火
に
入 

れ
ば
火
傷
す
る
。
法
螺
三
声
が
あ
っ
て
火
渡
り
は
終
っ
て
、
法
界
心
殿
の
法
楽
に
移 

る
。
大
導
師
、
副
導
師
の
別
を
立
て
て
、
心
経
一
巻
、
大
金
剛
輪
真
言
七
度
、I

字 

金
輪
真
言
三
度
、
扪
常
二
、
三
礼
、
拍̂

三
、
法
螺
三
声
で
行
列
を
組
み
、
法
螺
吹 

奏
し
て
中
正
寺
に
似
る
。

⑻

御
礼' 

お
供
物
、
御
神
酒
授
与

護
摩
講
の
者
は
、
本
党
に
行
き
、

一
般
の
者
は
、
そ
の
場
で
、
お
授
け
を
す
る
こ 

と
に
な
っ
て
い
る
。
本
党
で
法
楽
を
済
せ
て
、

一
同
お
開
き(

散
会)

と
な
る
。


